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[image: 一、キャンディ・グミが降ってくる]




　物語はすでにはじまっている。

　そう話して聞かせてくれたのは、小学生の時の担任教師だった。

　いわく、若人わこうどは総じてチャンスに貪どん欲よくであるが、それでいてチャンスというものの捉とらえ方を間違っている。君たちはチャンスを待っている。それはきっかけという形で、目に見える姿で、ある日突然目前に躍り出て、君を高みへと引き上げるものだと思っている。

　だがそうではない。事実とはまったく異なっている。

　君たちはすでにチャンスの中にいる。変化の可能性を体に溶け込ませ、指示液の中にいる。観測者は、その指示液が反応を示すのをいまかいまかと待っている。ちょうど君たちがそうであるのと同じように。

　たしかに君たちはこれから何かに出会い、変質するだろう。それをきっかけと捉え、あたかもそこからはじめて自分の変化がはじまったと思い込んでしまうかもしれない。

　だが忘れてはならない。はじまりが出会いであるとは限らない。出会いもまた、一つの過程に過ぎないのだ。

　君たちは、物語のはじまりを待ってはならない。物語はすでにはじまっているのだ。なぜなら、君たちはすでに、ヒーローになる方法を知っているのだから──。

　……なんて、そんな長ったらしい大人おとなの説教を暇つぶしに思い出してしまうくらいには、放課後までの僕の人生は安定していた。盤石なくらいに。退屈なくらいに。

　だから授業を終えて、図書室で一人テスト勉強をして、気づけば辺りは真っ暗で、そろそろ帰るかと昇降口まで来て──そこで彼女の姿を見た時も、僕は何ら特別なことは感じていなかった。

　肩当て、胸当て、手てつ甲こうにブーツ。ジャラジャラとつけた金色の装飾品。

　幼さの残る、だけど端整な顔立ちをした謎なぞの──女騎士。

　それが生徒用玄関の周囲をうろつき、「あれー？　おっかしいなー」と何かを探すような素振りを見せていても、僕はそれが自分に関係するとはまるで思っていなかった。

　うちの学校に演劇部はなかったはずだけど……どこかの部がパフォーマンスの練習でもしているのだろうと、僕にはそんな風に見えていた。

「おお……女騎士だ……」

　僕がそうつぶやくと、その騎士はぐりっと頭をこちらに向けて、真顔で言い放った。

「違う。姫騎士だ」

「……す、すみませんでした……」

　小声で謝りながら、僕はそそくさと離れていった。しっかり聞かれていたらしい。

　女騎士と姫騎士って、何がどう違うのかはよくわからないけど……。

　まぁ、邪じや魔まをするつもりはございませんので、そちらはそちらでガンバってくださいな。

　──つまるところ、僕はまったく気づいてなかったんだ。

　物語はすでにはじまっていたってことに。

　チャンスはすでに僕の前に訪れていたってことに。

　そして僕の知らない異世界は──いつでもここに、来ていたんだってことに。




　ともあれ、僕の目下の問題は姫騎士との交流なんかじゃなかった。

　姫騎士コスプレさんとのすれ違いってのもなかなか刺激的ではあったけど、その次にすれ違った男子生徒二人組の会話の方が、僕を揺さぶる強い力を持っていた。

　それは、遠く部室棟の方から聞こえてきた雄お叫たけびからはじまった。

「うお……なんだ？　ケンカか？」

「竜りゆう士し郎ろうが暴れてんだろ。ケンカにゃなってねーだろうな。一方的に決まってる」

「え……竜士郎って、明あか井い竜士郎!?　二組の？　体のでかい？　面白系の？」

「そう」

「信じらんねー。あいつ、ケンカとかすんの？　怒ってるとこすら見たことない」

「まぁ、自分のことじゃそう怒んねーな。でもあいつシスコンだからなー。妹に何かあると暴れんだ。あれさえなきゃ普通に良いヤツなんだけどなー」

　他人の厄やつ介かい事ごとなんてものにはなるべく近寄るべきじゃない。ヘタに手を出せば自分に被害が及ぶことだってある。こういうのなんて言ったっけ？

　ああ──〝対岸の火事〟だ。

　ある事実に対して鈍感になりたいのなら、それを自分と切り離せばいい。

　川向こうの火事。自分には届きえない悲劇。温度さえ感じることのない別世界。

　遮しや二に無む二に火事場に駆けつけたって、一人の人間ができることなんて限られてる。だけど、火が燃え移らないくらい遠くに逃げることなら誰だれでもできる。これは現実逃避なんかじゃ決してない。むしろ夢物語からの脱却だ。「ガンバればなんとかなる」、「困ってる人を救うべき」という、人を苦痛に追いやる強迫観念からの解放なんだ。

　だから本当はケンカなんてものには関かかわりたくない。

　だけど僕は、明井竜士郎の名前を聞いてしまっては……無視することはできなかった。

「また竜りゆう兄にいの発作か……。対岸の火事……ってわけには、いかないよなぁ……」




　　　　＊＊＊




「どっかのイギリス人がこう言ってる……『恋と戦争ではあらゆる手段が許される』、ってな。そうそう恋と戦争なら何もしても許され……ってンなワケねぇだろうがああああああああ!!　バカかイギリス人はよォ!!　やり方くらい選べ!!　今回のコレも、どうせ煽あおりに恋したバカの仕し業わざだろうが、アプローチの仕方くらいまともな手段を選びやがれ!!」

　死し屍し累るい々るい。

　四人は倒れて、恐れている。三人は恐れて、それでも危険を止めようとしている。拳こぶしを振り上げ怒りを吐き出す、明あか井い竜りゆう士し郎ろうという危険人物を。男子は八人、女子は六人しかいない剣道部員のうち、まともな顔をしているのは五人だけ。女子部員と竜りゆう兄にい以外は全員殴なぐられた痕あとがある。ひどい状況だ……。

「吐けッ!!　誰だれがやったんだ!!」

「だ、だから俺おれらなんにも──」

「隠すんじゃねぇ!!」

　竜兄が怒鳴った。咆ほう哮こうをあげた、と言ってもいいけど。

　威い圧あつ感かんの源泉はなにもその巨体だけではない。感情を抑えるなんて発想はまったく持たず、あたりかまわず自分の激情を吐き散らす竜兄の迫力は野生の肉にく食しよく獣じゆうを思わせる。五歳の頃ころからずっと一緒に遊んでもらっていた僕でさえ、激怒している竜兄に近づくのはためらうんだ。長くても二年ほどしか付き合いのない剣道部員たちはさぞかし恐怖を感じていることだろう。かろうじてものを言えているのは女子部の部長、二ふた瀬せ先せん輩ぱいだけだ。

「一、二、三、四!!　四度目!!　アンタが暴れるの、これで四度目よ!!」

「うるせぇ!!」

　ものは言えているけど、聞いてもらえるわけじゃないようだ。

「誰だか知らねぇが、ふざけた真ま似ねしやがってよ……!!　煽と付き合いてぇならまず俺を倒してからだ!!」

「いい加減にしなさい!!　アンタの妹、ゴリラとしか結婚出来なくなっちゃうわよ!!」

　なかなかムゴい状況にありながら、二人してトボけたことを言う。人が殴られている状況をこう表現するのはためらいたくなるけど、見覚えがありすぎるからかもしれない。

　僕が来ていることに気づいて、二瀬先輩がすがるように僕の方に駆け寄ってきた。

「枯かれ森もり!!　なんてちょうどいいところで顔を出すのアンタは!!　退部したアンタにこんなことお願いするのは申し訳ないんだけど、お願い、この馬ば鹿かを止めて!!」

「何かあったんですか？」

「まるで獣けものよ……こっちの話なんて聞いちゃいないの！　とにかく落ち着かせて!!」

　僕の話など聞きもせず、二ふた瀬せ先せん輩ぱいは無茶なお願いをしてくる。

「良いところに来たな枯かれ森もりぃ!!　手伝え!!　犯人が名乗り出るまで全員をボコボコにしてやるぜ!!」

「竜りゆう兄にい。何があったの？」

「何があっただと!?　なくなったんだよ!!　煽あおりの制服が!!　誰だれかが盗みやがったんだ!!」

「煽の制服が？」

　対岸の火事、なんて言葉の通り、女子たちはみんな竜兄から一定の距離を置いて逃げている。練習を終えてみんなが学校の制服に着替えている中、一人だけまだ剣道着を着ている女子がいる。

　明あか井い煽。

　両足をそろえ両手を合わせ、キレイな姿勢を保ちながら、彼女は大人おとなびた雰ふん囲い気きをまとって静かに佇たたずんでいる。大人びた雰囲気。知らなければ僕だって、先輩だと思い込んでしまっていただろう。もしかしたら、大学生にさえ見えたかもしれない。本当は僕の一つ下、まだ高校一年生なのに。

　煽はとっくに説得を諦あきらめて、悲しげに黙っているだけだった。

　ああ、高校生になってもまたこの見慣れた風景を見ることになるなんて。

　明井竜りゆう士し郎ろうは──竜兄は昔から、たった一人の妹である煽を溺でき愛あいしていた。あの家にいたら誰だってそうなる。明井家の人間は、両親から祖父母にいたるまで煽を愛し甘やかし可愛かわいがっている。その姿を見ているうちに、竜りゆう兄にいは「愛されるべき子ども」よりも、「愛すべき子を愛する親」の立場に自分を置くことにしたのだろう。
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　そしてその結果が、これだ。

　煽あおりからはアンニュイな雰ふん囲い気きが漏もれ出ている。自分のために暴れ回る兄に感謝などしないし、その暴走を止めようともしない。いつものことだ、はた迷惑だ、だけどこちらに打つ手はない……そんな気持ちでいっぱいであるのを隠そうともしない。自分が他ほかならぬ当事者であるにもかかわらず、だ。

　それでも、部員たちの非難の目が煽に向かうこともない。

　妹の言葉でさえ、こうなった竜兄には届かないとみんなが知っているからだ。

「鍵かぎのかかった部室に置かれた制服が盗まれたんだぞ……!!　外部犯のわけがねぇ!!　こんなの誰だれかが、こそこそと合鍵でも作ったんだろうよ！」

「いい加減にしなさいよシスコン!!　部員たちはみんな盗とってないって言ってるじゃない!!」

「泥棒なら普通はそう言うだろうが!!」

「妹のためとは言え、思い込みで後こう輩はいを殴なぐるなんてアンタ最低よ!!」

「何が思い込みだ……!!　誰も教師なんか呼びやしねぇじゃねぇかよ!!　オオゴトになったら困るってわかってんだよコイツらも!!　犯人は剣道部員の中にいるんだからな!!」

　暴論だ。まさしく。

　ここまで昂たかぶっていては、叫びの一つじゃ止められない。理屈では竜兄を止められないのは明らかだ。自分の宝物を狙ねらう泥棒が現れたと知れば、ドラゴンは決して火を吐くのをやめたりはしない。

　竜兄を力ずくで止めることなんて、僕には到とう底ていできやしない。かと言って制服の盗難を解決する自信もないな……。

　鍵のかかった部室。突然消えた制服。怒り狂う竜兄。

　対岸の火事、で済ませるわけにはいかない。どうしても関かかわらないといけない状況。火を消すのは難しいけど……勢いを抑えるだけなら、すぐにできるかもしれない。

「二ふた瀬せ先輩」

「何よ？」

「えーっと……女子の部室、入ってみてもいいですか？」

　いい加減叫び疲れたのか、二瀬先輩は肩をすくめた。

「そうね。もう一度みんなで探せば、ひょっこり見つかるかもしれないし……」

「あ、いえ、他の人がいたら竜兄が興奮しちゃうから、僕と竜兄だけでいいです」

「えっ…!?　枯かれ森もり、アンタ勇気あるわね……」

　あはは。

　本気かよ、と目を合わせる男子部員たち。

　やめときなさいよ、と目を見開いている女子部員たち。

　大火から可燃物を遠ざけるのは、むしろ臆おく病びような行動かもしれないんですけどね。

「あとは僕らでやるんで、みなさんにはお帰りいただいて」

「誰だれも帰るんじゃねぇぞテメェら!!　真っ先に逃げたヤツが犯人だろうがな!!」

　部員たちの目に恐怖が広がっていく。本当にいい加減やめさせないと、日常に戻るのが大変になる。僕は竜りゆう兄にいの背中を押して、押して、なかなか動かなかったけど無理矢理押して、なんとか部室の中に押し込めた。

　すると煽あおりも後ろから、億おつ劫くうそうについてきた。

「女子用の部室です。女子がいないとマズイでしょう。私も一緒に」

　一応の責任は感じているらしい。良い子だ。

　僕はドアを横に滑らせ、とにかく部員たちの目から明あか井い兄妹きようだいを隠すことにした。




　　　　＊＊＊




　ドアを閉じるとすぐに、煽が電気のスイッチを入れた。

　ドアには採光窓がついているけど、女子が着替えをする部屋だけにしっかりカーテンが引かれている。通風口から入る光はたよりなく、電気がついてもまだ部室内にはところどころ暗くら闇やみが隠れている。時刻は七時を回って、すでに外は真っ暗なのだから仕方ない。

「まずは落ち着こうよ。煽を見てみなよ。制服が盗まれたってのに、こんなに落ち着いてる」

「コイツが！　こんなに落ち着いてるから俺おれが怒ってんだろうが!!　事の重大さがぜんぜんわかってねぇ!!」

「わかってるよ、煽だって。ね？」

　煽は何も答えなかった。さっきまでは無気力そうな様子だったけど、周囲の目がなくなったと見たら今度は竜兄を強くにらんでいた。

「心配してくれるのはありがたいけど、私だってもう九歳の女の子じゃないの。いい加減にして。早くみんなに謝ってきて。もしくはいますぐ死んで」

「ああ!?」

「それが嫌なら死ぬことで償って。いますぐ」

「お!?　お……おおお!?」

「ま、待って、二人ともまずは落ち着いてってば！」

　これ以上怒らせてどうするんだよ煽……！

　そうは見えなくても、煽の方も冷静さを欠いているみたいだ。この兄妹はまったく……。

「俺は落ち着いてる!!　で!!　こんなトコに籠こもって何がわかるってんだ!!」

「待って。いま考える」

　大事なのは、根本からの解決じゃない。一ひと先まずの収束だ。

　そのためには多少の──演技と、工夫が必要だ。

　僕はポーズとして部室の中を見回す。八畳じよう程度の小さな部室。六人で使うにしたって狭い。縦長のロッカーはあるけれど、剣道用の防具が入らない。不似合いだ。ロッカーはすべて閉められている。鍵かぎは各自で用意する。適当な南なん京きん錠じよう。本人でなけりゃ開けられない。ロッカーの他ほかには安っぽい長イスと、誰だれかの所有物であろうタオルや小物や制汗剤。部室の鍵は、壁にかけられている。練習中は、武道場の壁にかけてあった……。

　ふむ……何もわからない。

　部屋の捜索なんてただのポーズだ。竜りゆう兄にいを刺激しないように、僕もこの事態を深刻に受け止めていると示せればそれでいい。

「何かわかったか!?」

「静かに！　もう少しで何かわかりそうなんだ」

　なんてね。僕にわかるくらいなら、警察は要いらないでしょ。

　まだだ、もう少し。竜兄を落ち着かせるには、時間が必要だ。

　僕は竜兄ではなく、煽あおりに向けて口を開く。

「煽。制服はどこにあったの？」

「ここの壁です。ハンガーにかけてありました」

　しまってあったわけではない、と。他にもハンガーが並んでる。ってことは、他の制服もここに並んでいたわけか。その中で煽のものが盗まれた。

「他に盗まれたものは？」

「いえ、何も。ロッカーの方は手つかずでした。他の部員のものが盗まれた様子もなくて」

　よしよし。探ってる感じが出てきた。

　えーと、あとはどんなことを聞いてみようかな？

「ドアには鍵がかけてあった、んだよね」

「練習中は、そうですね。鍵は練習場の鍵置場においてありました。誰かが持ち出すことは不可能でした。ちなみに他に入口は小さな通気用の小窓しかありません」

　通気用の小窓……あれか。壁の上の方の……。空気か猫なら通れるけれど、人が通るにはちょっとキツイな。

　うん、探ってる空気はできてきた。

　あとはなんとか竜兄に、この場をおさめてもらうだけ。

「竜兄が正しかったみたいだね。犯人は内部犯みたいだ。部員の誰かが犯人、で間違いないと思う」

「やはりか!!　なんでわかる!?」

「荒らした跡がないからさ。お目当てのものを探した様子がない。制服にはネームタグがあるわけでもないし、煽あおりのものと見分ける手段はなかったはず。ってことは、煽がここに制服をかけたと知ってる人間……それを見てた人間、つまりは女子剣道部の誰だれかが犯人だよ。間違いないね」

　言い切る。

　根拠なんてないけど。

　中途半はん端ぱな言い回しをしたら竜りゆう兄にいが納なつ得とくしてくれないからしょうがない。

「女子の誰かが……!?　どうやって!!」

「どうやったかは問題じゃないでしょ。やりようはいくらでもあるんだから」

「だけどそれは……つまり煽が女子の間でイジメられてるってことか……!?　どうなんだ煽!!」

　竜兄に詰め寄られる。

　小動物なら一匹残らず震えあがって威い嚇かく行動を取るであろうシーンだが、煽はまったく動じることなく、ゆっくり小首を傾かしげてみせた。他人に恨うらまれる筋合いはないらしい。

「出来心のイタズラってこともあるし。でも、男子の手に渡ってるよりは安心でしょ？」

　おお、竜兄の顔つきが変わった。

　怒りは止やまないが、どこに怒りをぶつけるべきかわからない顔。

　制服は取り戻せてない。犯人なんてわかるはずもない。だけどそこまでできなくたっていいんだ。僕は僕にできることをすればいい。さぁ、落ち着こう、竜兄。

「きっと、ちょろっとからかいたくなっただけだよ。犯人がよほどのワルじゃなきゃ、何もしなくてもそのうち戻ってくるよ。むしろ、竜兄がこれ以上暴れるともっとタチの悪いイタズラをされるかも」

「あぁ!?　なんで俺おれが!?」

「煽は人の不興を買うような子じゃないよ。それならどうして煽の制服が狙ねらわれる？　制服なんて盗んだってどうにもならないのにさ。犯人の標的はきっと煽じゃないんだよ。今回の事件で一番怒ったのは誰？　一番機嫌を損ねたのは誰？」

　竜兄の顔から血の気が引いていく。

　うん、これくらいがちょうどいい。さっきまで血の気がありすぎたんだ。

「ど、どうすりゃいい？」

「まずは、殴なぐった男子たちに謝ってこようか」

「そ、それで？」

「女子の方は放っておけばいいよ。後は煽と僕でなんとかするから。くだらないイタズラだもん、すぐに制服は見つかるよ。とにかく竜兄が関かかわらない方が早期解決になるのは確実だね」

「わかった！」

　言うが早いか、竜兄はすぐに部室のドアを開けて外に飛び出した。僕と煽も続く。

「すまん!!　俺のカンチガイだったようだ!!　少なくとも俺が暴れる必要はないらしい！　枯かれ森もりがそう教えてくれた！　ホンットーにすまん!!」

　部員たちはようやく猛もう獣じゆうの暴走が止まったことに安あん堵どするばかりで、謝罪の言葉が耳に届いているようには見えない。それを見かねた竜りゆう兄にいが、新しい提案を出す。

「このままじゃお前らも納なつ得とくいかねぇだろう……お前ら!!　俺おれを殴なぐれ!!」

　なんとも野性味あふれる解決策ではあったけど……部員たちの反応は早かった。

「よっしゃああ日ひ頃ごろの恨うらみじゃあああ!!」

「こないだのえぐい小手の仕返し……!!」

　代わる代わる部員たちの手足が竜兄に伸びていく。

「おっ──おまっ──お前ら!!　容よう赦しやがねぇ!!」

　気安いような、おそろしいような上下関係が垣かい間ま見える……。ボコボコにされて、いつの間にか他ほかの部員よりもどう見ても竜兄の方があちこちボロボロになってきて、それでも竜兄の謝罪の意志はまだくすぶりを見せない。

「ウゥ……いや、しかしホントに殴って悪かった!!　お詫わびにメシをおごってやる！」

　その言葉に一番喜んでいたのは、男子部員でなく二ふた瀬せ先せん輩ぱいだった。

「やったーリュウくんのおごり！　行きますかー！」

「おい!?　女子にまでおごるとは」

「は？　こんだけ騒いどいて何言ってんのよシスコン」

　一度竜兄が落ち着くと、力関係が逆転する。竜兄だって、普段は別に乱暴な人間じゃない。女子に手を上げるほど自制が利きかないわけでもない。こんな普段の姿を知っているからこそ、煽あおりが関係した時の竜兄の暴走っぷりが際きわ立だつ。

「煽もおいで。制服泥棒のことはいったん忘れて、おいしいものでも食べよ？」

「いえ、私は…………先に帰ります。ちょっと気分が」

「そう？　そうよね……でも一人で帰すのは」

　制服を盗んだのがどっかのヘンタイなら、たしかに煽を一人放っておくのはしのびない。

「僕が送っていきますから」

「それは助かるけど……あの馬ば鹿かが怒らないといいけど」

「……怒らねぇよ」

　竜兄はサイフの中身を入念に確認している……あの調子じゃ、おごってあげられるのはせいぜい五人くらいかな……。

「煽ちゃんを男と二人きりに？　なんで枯かれ森もりだとオッケーなのよ」

「兄妹きようだいみたいなもんだからな、枯森は。ずっとちいせぇ頃から一緒だ」

　その会話は、僕の耳にも届いてた。

　信頼の証あかし。幼おさな馴な染じみの特権。

　僕だけが、煽に近づくことを許されてる。

　剣道部員たちがそろって校門に向かうのを、僕は黙って見ていた。

　煽あおりを除いた十三人がいることを確かめて、その後は竜りゆう兄にいの背中をじっと見つめていた。制服越しでもわかる屈強な体格。素手のケンカでも負けたことのない男が竹刀しないの振り方まで学んでしまった結果、決して怒らせてはいけない生物になってしまった竜兄さん。妹を、煽を守るためなら平気で他人を傷つけることのできる竜兄さん。そしてその男が、自分を倒さない限り妹に手は出させないと公言している。

　僕にはもう、痛いほどよくわかってる。

　僕じゃ、竜兄には勝てないってことが。あのまま剣道部にいてもしょうがないってことが。

「やっと……静かになりましたね」

「うん。災難だったね、煽も」

　煽は、寄り添うように僕の脇わきに立つ。あの兄を持ったせいか、煽は人より前に出るということをしたがらない。淑しとやかな佇たたずまい。落ち着いた振る舞い。

「昔からのことだからね。ある程度は、慣れたもんだよね」

「毎度毎度すみません……」

　煽が控えめに顎あごを引く。上目遣いで、申し訳なさそうに僕を見る。

　……この妹の制服が盗まれたと知れば、そりゃあ兄としては暴れたくもなるだろうと、そう思えてしまう。

「──おおっ？」

　突然、僕は腕を引っ張られた。煽は僕を出てきたばかりの女子部室に再び引き入れ、乱暴に奥に追いやり、そしてそのまま部室のドアを閉めた。壁にかけてあったはずの鍵かぎが、いつの間にか煽の手に握られていたのが見えた。

「煽？」

　鍵のかかる音がした。

　煽は僕に背を見せたまま、鍵をその場にぽとりと落としてしまった。

「先せん輩ぱい。兄なら行きましたよ」

「あー、うん」

「他ほかの部員たちも、行っちゃいました」

「うん」

「二人きり……です」

　煽が、部室の電気のスイッチを切った。

　途端に部屋が真っ暗になる。

　僕には何も、見えなくなる。

　そして部屋の外からも──何も、見えなくなる。

　暗くら闇やみの中、沈黙の声が聞こえてくる。煽の考えが伝わってくる。

　──いまなら、隠し事ができますよ。

　振り返った煽あおりは、薄く笑みを浮かべていた。かすかに差し込む月光を受けた煽は、不気味なくらいに美しかった。

　煽が一歩距離を詰めてきた時、僕は無意識に床を見た。落ちた鍵かぎに目を走らせた。逃げることができるかどうかを探ってた。

　その足は止まらない。煽の体は止まらない。僕にぶつかるまで。

　煽がそのままトンと僕の肩に頭をのせると、僕の体がびくっとはねた。

「怖かったです」

「……うん」

「兄さんが悪いんです。私に何かあるといつも、私より先にああして怒って暴れるんだから。だから私は怒るタイミングをなくして……ため込むしかなくなっちゃうんです」

「うん」

「だから私は……先せん輩ぱいになぐさめてほしくなるんです」

　僕の肩から頭を離す。煽の顔が僕の前に浮かんでる。

　恒星と惑星。僕らの間には何もない。見えない力だけがそこにある。

　何かを期待するような、本当におびえているような、いつもとは違う煽の目が、僕を深く覗のぞき込んでいる。僕をまっすぐに見つめて、控えめに相好を崩して、煽は──自分の唇くちびるをなめた。

　ぞくっとした。

　こんなにも綺き麗れいな女の子。

　五歳の頃ころから知ってる年下の女の子。

　その赤く柔らかな舌に。

　僕は心底おびえていた。

「兄は馬ば鹿かです。十年も若い男女をずっと一緒に過ごさせたら何が起こるか、想像できてもよさそうなものなのに」

「竜りゆう兄にいを責めるのは酷こくだよ。僕だって十年前には想像もしてなかった」

　こんなことになるなんて。

　煽がこんな子に育つなんて。

「でも、いまはわかってくれているんですよね？」

「え」

「私が、あなたのことをどう思っているか……いまはわかってくれているんですよね？」

　煽の顔がぐいと近づく。激しく揺らいだのは、僕の心と煽の目。

　探るような、反応を待つような視線。余裕がないのはお互い様だ。

　大人おとなびてみえる僕の後輩。妹のように可愛かわいがってきた年下の幼おさな馴な染じみ。

　胸が詰まる。息が乱れる。

　呼吸を止めてしまうその前に、僕は急いで話題を変えた。

「そ、それより、まずはやるべきことをやろう」

「やるべきこと……？　私をなぐさめるために、残ってくれたんじゃないんですか？」

　煽あおりは肩を落として、呆あきれたような反応を見せる。

　僕の、なりふり構わない雰ふん囲い気きの切り替えに対する不満の意味を込めて。

　僕は彼女から離れようとしたけど、煽は僕の腕を摑つかんで離さなかった。

　彼女は甘えるように僕の腕を引く。

　どこかに僕を連れていくみたいに。

　対岸に、火の見えている場所を探しに。

　振り払うことはできない。

　僕はそのまま、視線を逸そらして話を続ける。

「犯人のことなんだけど、内部犯じゃないと思うんだよ。だって、剣道部のみんなは竜りゆう兄にいのことを知ってるんだよ？　あの人が事件をなあなあにするわけがないよ。犯人捜しがはじまるのは間違いないし、その方法が暴力的なものだろうってことは容易に想像がつく。制服を盗むなんて派手なことしたらどうなるかわかっても良さそうなものじゃん？」

「……なるほどです。たしかに、部員の方たちはもう知っていますもんね……兄のことを」

　僕は自然と早口になる。

　頭はまだ混乱してたけど、どうせ考えなんてまとまってないんだ。

　煽も話に食いついてきてるみたいだし、このままぜんぶ言っちゃおう。

「荒らした跡がないのは、犯人が部室の中を知っていたからじゃなく、荒らす必要がなかったから。ハンガーにかかっていた煽の制服がすぐ目に入ったからだろうね。はじめから制服が狙ねらいだったんだろう」

「私の制服が、ですか」

「まさか。名札がついてるわけでもないのに。煽のロッカーも他ほかの人のロッカーも開けられた形跡はないんでしょ？　ハンガーにかかっていたのが煽の制服だとわかったわけがない。誰だれのでもよかったんだと思うよ。制服なら誰のでも」

「誰のでも……ですか」

　竜兄の次は煽をごまかさなきゃならない。

　この兄妹きようだいと一緒にいると、頭を常にフル回転させる必要があるから大変だ……。

「枯かれ森もり先せん輩ぱい……もしかして、犯人を捜そうとしてるんですか？」

「あはは、まさか。推理小説じゃないんだし、犯人なんてわかんないよ。僕に言えるのは二つだけ。一つ、制服は勝手になくなるものじゃないんだから、必ず犯人はいる……だけどそれを特定するのは難しい。二つ、竜兄のやり方じゃ煽の高校生活と剣道部の活動に支障が出る。だから結論はシンプルだ。逃げよう。対岸に」

　そうとも、厄やつ介かい事ごとがあるなら逃げればいい。

　戦うことでしか守れないモノは、たいていの場合、逃げ切ることでも守れるモノさ。

「荷物、今日は全部持って帰ろう。手伝うから。その方が安心でしょ」

「……はい」

　その返事には、かすかに落らく胆たんの色が混じっているように思えた。

「頼りなくてゴメンね。僕にはこれで精一杯」

「あ、いえ。感謝しています。本当に。いつもいつも……迷惑をかけて……」

「迷惑だなんて思わないよ。竜りゆう兄にいの言う通り、僕も、煽あおりのことを本当の妹のように思ってる」

「……妹、ですか」

　今度は間違えようがなかった。

　その声には、間違いなく、落胆の色が混じってた。

「そうとも。自慢の可愛かわいい妹。ほら、ぶすっとしない。美人が台無しだ」

「む」

「また心配して暴れ出すよ。おっきい方の兄ちゃんが」

「そう、ですね」

　煽の顔に、笑みが戻った気がする。なんとかなった、かな？

「さ、帰ろうか」

「はい」

　とにかくカバンや防具だけは持ってあげようと、僕は煽のロッカーに目を向ける。そこで僕は、床に落ちていた小ビンに目を留めた。

「これはなんだろう？」

　抱だきついている煽を腕から離し、しゃがみこんで拾い上げてみる。

　ガラスの小ビンだ。中にはキレイな群ぐん青じよう色いろの小石のようなものが一つ入っているだけ。宝石というよりはキャンディ・グミみたいな、鮮やかな色の小石だ。部員のものかな……？　だけど、学校生活に必要なものには見えない。まさかとは思うけど、犯人の落とし物だったら貴重な証拠になる……。僕はそれを拾い上げて、中の小石を取り出してみる。

　手のひらに出してみると、それが石ではないとわかった。柔らかい。ホントにグミみたいだ。なぜこんなものを小ビンに入れて持ち歩く必要があるんだろう？

「あ、あれっ？　落としたっ」

　いつの間にかなくなってしまった。床にも見当たらない。さっきまで僕の手のひらの上にあったはずなのに。

「どうかしましたか？」

「いや……別に何も」

　わずかに罪悪感を覚えながらも、僕は小ビンを自分のポケットに入れた。

「当面の問題は、明日から着てくる代わりの制服だけど……」

「大丈夫です。もう一着ありますから」

「良かった。じゃ明日からはそれで登校できるね。とりあえず今日のところは……」

「二ふた瀬せ部長が貸してくれた体操服がありますから、それを着て帰ります。すぐに着替えますから、ここで少し待っていてくれますか？」

「……そ、外で待ってるよ」

　僕は慌あわてて鍵かぎを拾い、部室の外に飛び出した。

　僕が部室のドアを閉めた時にはもう、煽あおりは服を脱ぎ出していた。

　妹扱いするならこれくらいいいでしょって、そういうことだよね……。

　煽なりの、ささやかな反撃。やっぱりちょっぴり、怒らせちゃったかもな……。




　　　　＊＊＊




　部室の中では片時も僕から手を離さなかった煽は、一歩外に出た瞬間からすぐにその姿勢を改めた。一定の距離を置いて、視線を絡からませたがることもなく、他ほかの部員たちがいた時と同じように無表情を作り上げた。

　一定の距離。

　それはわずかに三十センチ。

　伸ばせば手の届く距離。

　だけどこの距離感が、伸ばさなかった手の在あり処かが、僕らのあるべき関係だ。

　渡れば火中に飛び込まざるを得ないとわかって、川を進むなんてことはすべきじゃない。

　僕らの間にあるのは、距離という名のクッションだ。

　距離的安心感エリアセーフテイ。空間的保障エリアクツシヨン。

　なかったことにはできないんだ。

　一度変わってしまえば。一度交わってしまえば。──台無しになってしまえば。

　なかったことにはできない。何事も。

　朱しゆに交われば赤くなる。

　一度赤く染まったものは、もう元の色には戻れない。




　だから僕は、距離を取ることを選んだんだ。




　学校から駅に向かうまでの間も、電車を乗り継いで四駅分移動している間も、煽はまったく口を開かなかった。元々饒じよう舌ぜつな方ではないけれど、ここまで無口になったのは中学一年の時からだ。中学一年の時。僕に、告白した時から。

　煽あおりは聡さとい子だった。

　だからすぐに自分の感情を隠すようになった。もっと正確に言うなら、僕にだけ見せるようになった。僕への好意を誰だれかに見られたらどんな変化が起こるのかを、煽は理解してくれてた。そして僕がそれを恐れてるってことも、よくわかってくれてた。

　だけどその沈黙の見返りに、煽は秘密の関係を楽しむようになった。僕に向けて火の粉を飛ばす遊びを覚えた。竜りゆうの足あし下もとに、宝物のそばに、僕をおびき寄せる楽しみを知ってしまった。これさえなければ本当に可愛かわいい妹のようなんだけど……。悪い遊びを覚えさせてしまった責任は僕にある。

　駅に着いてから五分も歩けば、僕の家と煽の家の両方が見えてくる。道を挟んだお向かいさん。あれだけ家が近くて、年の頃ころも同じとくれば、僕らが親しくなったのもまったく不思議じゃない。

　僕は道の向こうに、小さな自分を見ていた。まだ無む邪じや気きな僕と、まだ無邪気な煽と、いまと変わらず無邪気な竜りゆう兄にいの姿。

　だけど、離れた焦点はすぐに戻ってきた。

　記憶にある光景よりも、もっと強きよう烈れつな絵がそこに見えたからだ。




　その景色──キャンディ・グミが降る景色が。




　夜空から。雲の上から。僕の知らないどこかから。

　その一粒のエメラルド・グリーンは、わずかな輝きとともに、一直線に地面に向かって落下していた。

　不思議な光景だった。

　ここからは距離があるせいか、やたらゆっくりと落ちているように見える。だけどその不思議な時間も、僕が感嘆の声を上げるより早く日常の中に消えていった。白い家の屋根の向こう、僕の家ではない塀へいの奥に、キャンディ・グミは消えていってしまったから。

「煽、いまの見た？」

「何をです？」

「キャンディ・グミだ。グミみたいな石が降ってきて、どこか遠くに落ちたんだ」

「……素敵な雨ですね」

　その反応には、いくぶんからかいの調子が含まれてた。どうやら僕なりのジョークだと思ったらしい。僕に諧かい謔ぎやくの心得がないことはよく知っているくせに。いや、だからこそなのかもしれないけれど。

　自分の中で納なつ得とくすることもあった。

　あの小ビンは、そういうことだったのかもしれないなーっていう直感。

　小ビンの落とし主は、キャンディ・グミが空から降ってくるなんて珍しい事態に直面したから──あんまりキレイな小石が降ってきたものだから、記念にと思ってあれを小ビンにしまったんじゃないかな。それならわからなくもない。

　落とし主が泥棒なら、もっと話は単純になる。犯人は、欲しいものを見るとすぐ自分のものにしたくなっちゃう性格なんだろう、って。

　僕は一人で納なつ得とくして、そのうえで覚悟を固めていた。

　制服泥棒の狙ねらいが煽あおりなら、僕は守らなくてはならない。

　煽。僕にとっても、世界で一番大切な女の子。

　家の前まで着くと、煽は僕から荷物を受け取り、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「送ってくれてありがとうございました」

「いいよ、これくらい。軽かったしさ」

「そうじゃなくて……助けに来てくれて、です」

「……気にしなくていいよ」

　煽は顔を上げない。

　恥ずかしそうな、照れ隠しをするような、いつもの様子に戻ってる。

　やっぱりさっきの部室では、制服を盗まれたり竜りゆう兄にいが暴れたりしたせいで冷静じゃなかったんだろう。

「兄も枯かれ森もりさんも、わかってないです」

「何を？」

「……つかず離れずじゃ、近すぎるんです」

　激しく響く言葉だった。

　くっつくことも離れることもできない僕にとっては。

　煽が家の中に入っていく。ジャージ姿の煽。

　その背中が見えなくなってはじめて、僕は硬直から逃れ、思考を取り戻す。

　僕は、現状を台無しにしたくない。だからいまは変化を受け入れられないでいる。

　だけど、煽のことを大切に思っていることだけは事実だ。

　誰だれかに盗まれた制服。

　あの場では竜兄を抑えるだけで終わってしまったけど……見過ごすことにして離れるなんて、僕にはできない。できることなら事件は解決したい。制服泥棒の正体はいったい──いったい誰だったんだろう。

　僕は犯人のことを思いつつ、自分の家に入ることにした。

　──のだけど。

「痛っ……。…………え？」

　僕は、何かにぶつかった。

　そうとしか表現できなかった。

　家の玄関と僕の間に、見えない何かがある。見えない何かが、僕の進路を遮さえぎっている。僕はその見えない壁に手のひらを押しつける。図らずも、一人でパントマイムをすることになる。

「……僕、疲れてるのかな。いや、疲れてるんだ」

　そうだよ。竜りゆう兄にいの暴走と煽あおりの駆け引き。その両方に対応したばかりなんだ、メンタル面は疲労困こん憊ぱいだ。そりゃあ幻覚くらい見るよ、うん。

　僕はいま目前にあるものを全力で否定する。

　僕は自分の目で見たものしか信じない。だから見えない壁なんて信じない。

　だけど──僕の否定をさらに否定するかのように、声が僕の背中を襲った。




「公園に向かえ。二人きりで話がしたい」




　僕は振り向く。だけど誰だれの姿もない。どこかに隠れている……？

　だとしたらどこに？　どうしてそこに？

　声は僕の後ろから聞こえた。僕の後ろ。僕の家の向かい側。煽のいた方から。

　二人きりで話がしたい……？

　僕はすぐに察する。敵は知っている。僕に要求を通す方法。どこを攻めれば、僕は逆らえなくなるのか。

　僕はその見えない誰かの声に従い、公園へと向かった。僕の家のすぐ近く、懐かしの公園に。後ろから誰かがついてくる気配は感じてはいた。だけど、僕はどうしても振り向くことができなかった。




　　　　＊＊＊




　街灯の光だけが頼りの、暗い夜の公園。

　竜兄と煽と、ここで一緒によく遊んでいた思い出がよみがえる。だけどいまは、僕のキレイな思い出も大だい胆たんに踏み荒らされている。

「……ど、どうなってるのこれ……」

　ただでさえたいしたことのない遊具しかない公園なのに、遊具が根こそぎ──場所を移動させられている。シーソーもブランコも、安全性のために強く固定されているはずなのに……強引に、地面から引き抜かれている。そしてそれらは一か所にまとめられている。枝を集めた鳥の巣みたいに。乱雑にオモチャを放り込んだオモチャ箱みたいに。

「台無しだ……思い出の公園なのに……」

　なんだこれ……!?

　その違和感に僕の思い出が狂っていく。

　そして何よりも狂っていたのは、公園の中央に立つ彼女の姿だった。

「月下には、剣と女がよく似合う。そう思わないか？」

　彼女が身に纏まとっているもの。その用途は、明らかに日常生活からかけ離れていた。細腕につけられた肩当てと手てつ甲こうは鈍く輝く。丸みを帯びた胸当ては芸術品のようでもあるが、しかしその錆さび一つない様子からは実用性という言葉が思い浮かぶ。戦闘用の装よそおい。そしてそれらに加えてなぜか現代じみたヘッドホンを首から下げ、肩にはおしゃれなポシェットをかけている。

　騎士。

　たぶん、中世。おそらく、西洋。

　時代も場所もめちゃくちゃだ。

　日本語を操ることがひどく不自然なシーン。

　対岸──そう、対岸だ。それもはるか遠く、本来なら決して手の届くことがないほどの。

　不自然……だけどその奇抜な存在感だけが、その奇妙な状況に適応している。

　鎧のように重厚な、月光のように神秘的な、かつてない雰ふん囲い気きを放ちながら、彼女は僕に問いかける。

「少年。名は、何という」

　僕は答えない。

　その空気におされて、答えられなかったんだ。

「ああ、そうか。この世界じゃ自分が先に言うのか。ボクの名前は……ファラドゥス・パルリアヘルモドロス……ブル……ジェニングス」

「……ふぁらどぅす？」

　つい、聞き返してしまった。

　不満や疑問があったわけじゃない。聞き慣れない名前だったので、つい口から出ただけだ。

　だけど不思議少女ファラドゥスさんはそれをどう受け取ったのか、ニカッと笑って、両手の人差し指を交差した。

「ゴメン！　いまのナシ！」

　さっぱりとそう言う。すっきりとした顔をする。

「ボクは『異世界人エイカイトラベラ』の『違反者アウター』で『石拾い人ストーンピツカー』だ。好きな肩書きで呼んでもらっていい。もちろん、『変異者メタモルコア』と呼んでもいい。いや、この場においてはむしろ『均衡をもたらす者バランサー』と名乗るのが相応ふさわしいのかもしれない。で、キミの名前は？」

「…………」

　名乗っちゃいけないタイプの相手じゃないか、と僕の中の何かがざわめいている。

　これは関かかわっちゃいけない対岸の火事だと。

　近づけば瞬またたく間に火だるまになってしまうと僕は直感している。

「名前は？　名前！　名前を言わなきゃ対話ができないでしょ、名前！」

「枯かれ森もり……です」

「カレモリくん！　そっかそっか！」

　この人は……この不思議さんは、僕の人生にいままでなかった種類の存在だ。対岸の火事なんて言い回しじゃまったくぬるい。可燃性なのか不燃性なのかで言えば絶望的なまでに燃えやすいんだろうな、ということ以上はまったく読めない。

「じゃ、キミに聞きたいことがあんだけどさー」

　そこまで言いかけて、ハッと何かに気づいたように彼女は言葉を止めた。

「いまのナシ。やり直し」

「はぁ……」

「ボクはキミに……聞かねばならぬことがある」

　自分の口調を思い出したらしい。

　自分で空気を作っては自分で壊してまた作り直すのか……新しいな……。

「ガラスの小ビンを拾わなかったか？　群ぐん青じよう色いろの石が一つ入っていたと思うんだが」

「ああ！　拾いましたよ！　なんだ、ファラドゥス・パルリアヘルモドロス・ブル・ジェニングスさんの落とし物だったんですね」

「それはナシって言ったじゃん!!　なんで覚えてんの!!」

　僕はすぐにポケットから小ビンを取り出した。

「おーそれそれ!!　さんきゅー大事なモノなんだ!!」

「スミマセン、でも中身の方は失なくしちゃって」

「……え。失くした？」

「中身がわからなかったんで一度手のひらの上に出したんですけど、その時落としちゃったみたいで……探したんですけどどこにも落ちてなくて」

　怒るか、そうでなけりゃ慌あわてるだろうと思っていた。だけど彼女は眉まゆをひそめて、何かを見定めるかのように目を細めている。反応の意味がわからない。リアクションの内容が理解できない。名前を教え合っても、対話ができるとは思えない……。

「もしかしてさ、カレモリくん。それ、失くしたんじゃなくて、取り込んだんじゃないの？」

　姫騎士がぐいと顔を寄せてくる。思わずどきっとした。

　大げさな装備をしてはいるものの、やっぱり女の子だ。若い。パッチリ見開かれた目。その目つきはどこか幼く、戦場を経験してきたようには思えない。

　騎士らしい熟達さは感じない。むしろ、上流階級の娘が勝手に鎧よろいを持ち出したような……。

「かすかにニオイがするな……」

「……え？」

「手。貸してくれるかな」
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　僕がＯＫを出すより先に、彼女は僕の左手を遠慮なくつかみ、何をするかと思えばおもむろに自分の鼻先に持っていった。そしてくんくんとニオイを嗅かぎ、そのうえベロリと舐なめた。

「ヒッ!?」

　情けない声をあげてしまった。僕は慌あわてて手をひっこめる。

　手を舐められるなんてはじめてだ……!!

「ニオイがする。反はん世ぜのニオイだ」

　ハンゼのニオイってなんだ!?

　僕には危険なカオリしか漂ってこない!!

「カレモリくん。もしかしてだけど……キミの目に、いま、見えちゃいけないものが見えてない？」

　僕は深くうなずいた。

「見えてます」

「いや、ボクのことじゃなくて」

　じゃあ見えてません。

「試しにいますぐ振り向いて、空を見上げてみてくれない？」

　僕は深く考えずに振り向いた。

　この人の言葉に、裏があるとはとても思えなかったからだ。

　振り向き、空を見上げて、僕は言葉を失った。

　瞬またたく星々。その美しさすら背景へと押しやる、奇怪にして美しい空──色とりどりのキャンディ・グミが、空に点在していた。一つ一つがゆっくりと、重力に引かれているとは思えない速度で……この世界のルールに則していない速度で、のんびりと落下している。

　あっけにとられるとはこのことだ。

　僕は何も言えず、何も考えられず、ただその景色に圧倒されていた。

「見えてるね。〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟。ってことは、〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟に適応しちゃったか」

　彼女の声が、僕を現実に引き戻す。

　彼女は、さっきまでの明るい調子を隠して、鋭い目つきで僕を見ていた。

　これが彼女の本性か……!?

「反はん世ぜ人にんから反世を取り除くのがボクの役目だ。ホントは使いたくなかったけど……〝拒絶の反世〟を取り込まれてしまった以上、コイツを使うしかない。見せてやろう。ボクの武器を」

　不敵にそう告げると、彼女は何を思ったか公園のゴミ箱に向かっていく。そしてその中に手を突っ込みガサゴソと何かをあさり──取り出したのは、灰色の刀袋。

「ど……どこに武器隠してんだよ!?」

　よくわかんないけど武器って騎士にとって命みたいなものじゃないの!?　ゴミ箱に隠すってどうなの!?　だけど僕の指摘など何のその、彼女は何食わぬ顔で袋から武器を取り出した。

「剣……!?　いや、銛もり……!?」

　刀じゃない。先の尖とがった、銛のような刃物だ……！

　二十一世紀の日本で、それも公園の真ん中で、刃物を取り出す女の子がいるの!?

　時代が、世界が、ズレ過ぎていないか!?

「剣じゃない。これは針……反世を貫く異界の奇跡──〝破は擦ずれの対つい億おく〟だ」

　ど、どこまでが本気なのかわからない……！

　聞いたことのない言葉がポンポン飛び出してくる！　こんなスリリングな会話は、煽あおりとだってしたことがないよ……！

「ちょ、ちょっと待ってよ!!　何なのこの展開!?」

「ママゴトは終わりだ。もう何も言わなくていい……」

　ダメだこの人、自分の世界に入りきってる！

　彼女は切っ先をこちらに向けて、その巨大な針を構えた。

　斬きるためじゃない──突くための構え！

　あんなもので突かれたら、文字通り体に穴が空あく！

　彼女は、僕に向かってまっすぐに突進する！

　金属の巨大な針を持っているとは到とう底てい思えない速度！

　その細身の体からは想像もできないような、人じん外がいじみたスピードだ！

　僕の体は恐怖にすくみ、身じろぎひとつできなかった。

「うおおおおおおおおおおっとっとっとォ!!」

　彼女の攻撃は盛大に逸それて、コンクリートでできた公衆トイレの壁に針を思い切り突き刺した！　針は轟ごう音おんを立てて壁を砕く！　ぱらぱらと、崩れた壁の破片が地面に落下している。あの細腕でどんな腕力をしてるんだ……!?

　冗談じゃない……！　なんだよあの武器、おちおちトイレもできやしない！

「よくかわしたじゃないか」

　僕は別にかわしていなかった。〝ハズレのツイオク〟とやらが案外重かったらしく、バランスを崩した彼女が勝手につまずいて公衆トイレの壁に突っ込んだだけだ。

「いまのがボクのフルパワーだと思うな」

「ぱ、パワー値の問題なの……？」

　ファラドゥスさんが僕をにらんだ。わずかに頰ほおが赤く染まっていた。

　台無しだ……さっきまでの鋭い目つきも、命のやり取りっぽい空気も全部台無しだ……！

「さっきまでは五分の三の力だった……次は七分の四の力で行くッ!!」

「なっ!?　…………えっ？」

　勢いに押されて驚いちゃったけど、よく考えたらちょっと弱くなってない？

「行くぞッ!!」

「だからちょっと待ってってば!!」

　彼女はそのドでかい針を構え、再び僕に向かって突進を敢行してくる！　竹刀しないでもあれば対抗できるかもしれないけど、素手であれをどうにかするのはちょっと難しい！　僕は迷わず、彼女から逃げることにした！

　公園の外に向かって全力疾走──まずは人のいるところへ！

「逃げるのは無意味だ！　塞ふさげ！　〝行ゆき詰づまりの反はん世ぜ〟!!」

　ユキヅマリのハンゼ。

　彼女が何かを叫ぶと、僕の逃走は突然に止められた。

「痛ぁっ!?」

　見えない壁に、鼻からぶつかってしまった。僕の前に、突然見えない壁が現れた……!?

　なんだこれ……!?　さっきの厚いガラス……!?

　いやいくらなんでも透明すぎる……!!

「何の壁なんだこれ……!?」

「無いよ。キミの前に壁なんて」

　ファラドゥスさんが僕の後ろで、不敵に笑みを浮かべていた。

「ボクは〝石拾い人ストーンピツカー〟だと名乗ったはずだぜ。わざわざ反はん世ぜ人にんをとっ捕まえようとここまで来てるんだ……反世の一つくらい、用意してきてると予想できなかったのかい、少年」

「いや……まず反はん世ぜって何かわかんないし……！」

「ふっ……反世とは！　現世における異世界の顕けん現げん！　この世界には存在し得ないイレギュラーステータス！　キミの無法なその力！　ボクの反世をもって回収させてもらう！」

「僕の力……!?　何のこと……!?　何かの間違いじゃないのか!!」

　無法な力なんて持ってない！　この見えない壁のような、摩ま訶か不思議な経験はいままでしたこともない！　僕の世界に、この人よりも不思議なものなんてかつてないよ!!

「このボクの答えに間違いはなーい！」

　だけど話が通じる気がしないぃ……!!

「カッハッハッハ!!　抱いだけ!!　危き惧ぐの念を!!　奇異の感を!!　大だい道どう闊かつ歩ぽは強者の特権、学力低下は大人おとなの懸け念ねん!!　世界にはびこる夾きよう雑ざつ物ぶつを!!　大針振るって貫き砕く!!　異世界出身最強育ち!!　〝行ゆき詰づまりの反世〟を備えし勇者の名はっ!!」

　そこまで一息に言うと、彼女の時間が止まった。

　次のセリフが出てこない。次の展開が見えてこない。

「……ボク、最初になんて名乗ったっけ？」

「…………」

「…………」

「…………」

「〝行詰の反世〟がある限り、この公園からキミを逃すことはない！　観念しろ、村人Ａ!!」

　村人Ａ!?　それが僕の呼び名か!?

　最近の勇者は村人に手を出すのか!?

　公園から出られなくても……あんなでっかい針に体を貫かれてたまるか！

　僕は彼女から距離を取る──そのために、全力で走り出す！

「死にはしない！　ちょっとだけ！　ちょっと貫くだけだから！　お願いだから走るな！　これ重いんだからコレ!!」

「さっきはコンクリート壁を砕く勢いで突撃してきたくせによく言うよ!!」

　僕はただ必死で走った。

　鋭い針先から逃げるため、無意識に、無茶苦茶に足を動かした。

　彼女は奇声を上げながら、僕を貫こうと狙ねらってくる！

　重量感ある武器の迫力は獣けものの突進！

　少女の細脚は風に乗り草原を駆ける青い葉のよう！

　最悪の結果と、それをたやすく実行する手段を引っさげて姫騎士が僕を追いつめる！

「う、う、わっ──!!」

　まともな発声ができなくなる。僕の目には、勝利を確信した彼女の笑みだけが見えた。──のだが。

　姫騎士は、シーソーを動かした跡であろう地面の穴につまずき転び、そのまま顔から地面に突っ込んだ。「ふぎゃあ！」とかいうケンカ中の猫みたいな声が聞こえた。

　僕の足は知らないうちに止まってた。顔もいつの間にか真顔になってた。

「やりやがるな……！　村人Ａのくせに調子に乗るなっ！」

　わからない……。僕はどうすればいいのか……！

　笑うべきなのか、恐怖におびえるべきなのか、まったく判断がつかない！

　本気を示した直後に自分で展開をギャグに持っていく……自分で作った空気を自分で壊してまた自分で新しく作ろうとする！　なんだこの人!?

「認めよう。キミを好敵手と」

「えっ」

「喜べ。このボクが好敵手と認めた相手は、キミで二人目だ」

　ぜんぜん嬉うれしくない……！

　ヤバイ。わかんない。いったいいま何がどうなってる!?

　麻ま痺ひしてる。恐怖することに。驚くことに。

　僕は失ってる。距離感を。自分の世界観を。

　これホントにもうどうしよう!?

「寡か黙もくだね、カレモリくん。戦いははじまったんだ。気勢の一つも上げてはいかがか」

　何だ？　キセイ？　叫んでいいってこと？

　それなら遠慮なく。

　僕は大きく息を吸い込み、そして。

「だ……誰だれかいませんかぁーっ!!」

「ちょちょちょちょっとォ!?　やめてよ人が来ちゃうじゃん!?」

「ええっ!?　自分で叫べって言ったのに!?」

「違うよ！　うおおおおっとか、おらあああっとか、そういうバトルに相応ふさわしいシャウトがあるじゃん！　なんでいきなりこの状況で村人Ａになるの!?　バトルの空気だったじゃん！　そういう空気をボク作ってたじゃん！」

「そ、そうだったかな？」

　でも周囲の人が来たら困る空気じゃなかったじゃないか！

　閑かん静せいな夜の住宅街でかなりの音を立てて暴れていたじゃないか……！　壁を砕き叫びを上げてそのうえさらに前まえ口こう上じようまで欠かさない。だけど彼女はそんな過去のことなどまったく意に介さない。何なんだこの人は……!?

「もう怒った!!　観念しろ!!」

　僕はもうすでにいろいろ観念してるよ！　その針さえ地面に置いてくれれば、もっと平和的な解決も望めるよ！

　このままじゃダメだ、なんとか彼女の説得を……！

　…………。

　ダメだ対話できる自信がない！

　言語センスが独特すぎる！　思考のパターンも意味不明すぎるし！

「ボクの本気を見せてやる！　バトルでストラグルでヴァイオレンスな世界なら、このボクが最強だと教えてやる！　変身──獣狼型ビーストフオルム!!」

　古き良き変身ヒーローものを想起させるセリフとともに、彼女は自分の胸元を拳こぶしで叩たたいた。

　するといったいどうしたことか、突然彼女の体が電気ウナギよろしく発光し出した。

　僕は思わず目をつぶり──僕が再び目を開けた時、もう彼女の体は光っていなかった。

　てゆーか彼女がどこにもいなくなっていた。

　代わりにその場にいたのは──！

「お──狼おおかみ!?」

　黒い毛並み。凜り々りしい顔つき。犬と表現するにはあまりにも獰どう猛もうな、肉食動物の姿。狩しゆ猟りようという言葉を思い起こさせる牙きばをむき出しにして、その狼は僕に顔を向けていた。

　バトルでストラグルでヴァイオレンスな世界なんかじゃない……！

　完全に、マジカルでアニマルでヴァイオレンスな世界になってる！

　あれっ!?

　人間って動物に変身できる生き物だったっけ!?

　ここ僕の世界だよね!?

「獣狼型ビーストフオルム。これならボクはかけっこでも負けん」

　か、かけっこ！

　見た目はカッコよくなったのに言葉選びが可愛かわいらしすぎる！

　いや僕の反応これで合ってる!?

　女の子が狼に化けるという驚異を目まの当たりにしたというのに、狼が喋しやべるという衝撃的な状況を目前にしているというのに、僕の頭はいったいどうなっているんだ!?

　元々彼女が立っていた場所には、彼女が身につけていたモノがそのまま落ちていた。ごてっとしたアーマー類と、ヘッドホンとポシェット。下着の類たぐいは見受けられない。……あれっ!?　あれ、うちの制服じゃないか!?　鎧よろいの下にうちの女子用制服着てたの!?

「ふふふ。もう逃がさんぜ。これで…………あ。しまった」

　狼が何やら自分の失態に気づいたらしい。

「この型フオルムじゃ──〝破は擦ずれの対つい億おく〟が持てない」

「…………」

「…………」

「…………」

「ボク、どうすればいい？」

　おかしいな。

　このわんこ可愛かわいいぞ。

　鋭い牙きばを持つ猛もう獣じゆうを前にしてこんな空気が漂うなんておかしいぞ……。

　僕の生物的危機感が台無しだぞ……。

「どーしよ。両脚を嚙かんで動けなくなったところで、人型に戻って貫こうか？　んー、とりあえず嚙んでから考えよう」

「発想が獣けものじみてる……」

　獣じみているのは、発想だけではなかった。

　狼おおかみは対話を求めることもなく、僕に向かって一直線に飛びかかってきた。

　躍動する獣の筋肉。

　垣かい間ま見える鋭い犬けん歯し。

　月を隠し僕に覆おおいかぶさるように、狼は高く跳んだ。

　瞬間的に思い浮かぶのは噴き出る血しぶき。

　その俊しゆん敏びんさに、僕は何も対応できなかった。

　狼が口を開き、牙を僕に突き立てるまで──!!

「うあああっ!?」

　ところが、狼の牙が僕の腕を貫くことはなかった。

　蒼あおい火花が、僕の腕から激しく噴き出したからだ。

　高圧電流のようにバチバチと音を立てて、火花は獣の牙を強きよう烈れつに拒絶した。

「ななな……!?　何だ……!?　僕の腕……どうなって……!?」

　閉じ込められた公園。

　突然火花の飛び出す腕。

　狼に変身する少女。

　いったいどうなってるんだよ……!?

「わ、忘れてた……!!　キミが適応したのは〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟か……」

　べろりと長い舌を垂れさせながら、狼がぐったりと倒れている。

　自分から嚙みついてきたのに何なんだ!?　明らかに常軌を逸している自分のことより、この人のヤバさの方が上回っていてものを考えられない!!

　キョゼツのハンゼって、何なんだ!?

「ぐぇ……獣狼型ビーストフオルムじゃダメか……変身……!!」

　狼の体が光に包まれる。

　そしてその場所には、ファラドゥスさんが再び姿を見せていた。ただし、狼に変身した際、身につけていたモノをすべて取っ払ってしまったので真っ裸だった。僕は慌あわてて背を向ける。

「うぅ……まだシビレが」

「それより体を隠してよ……!!　裸なのを恥ずかしがってよ……!!」

　いや待て!?　僕はいま背を向けていていいのか!?

　刃物だったり牙きばだったりあらゆるモノを用いて攻撃してきた相手に対して!?

　でもいまのところすべての攻撃がミスってドジって自爆してるアホの子だぞ!?

　あああもう……なんとかこの場を……そうだ！　バリケード！

　公園の片隅に積み上げられたあの遊具の山！　あれを使って身を隠す！　針さえ届かなきゃ突き刺されることはないんだ！

　そうと決まれば──走れっ!!

「あっこらぁぁ～！　そっちに行くなぁぁ～」

　さっきまでより心なしか穏やかな口調。

　どこか反響しているような、くぐもった声。

　振り向いた僕が、見たものは──

「人の形をした……ゼリー!?」

　ぶよぶよと、ふらふらと、人型のゼリーが不安定に立っている。

　人間の形をしている……てゆーか顔がさっきの女の子そのままだ！

　噓うそだろ……!?　狼おおかみになれるだけでなく、こんなぷるるんとした姿にもなれちゃうの……!?

「軟体型スライムフオルムだ。さぁぁぁ～、行っくぞぉぉぉ～！　これなら〝破は擦ずれの対つい憶おく〟も持てるぞぉぉ～い！」

「もう……もう!!　どうなってるんだよ!!　どこまで驚けばいいんだよ!!」

　牙はなくなったが……代わりにさっきの巨大な針──〝破擦れの対億〟を持っている！

　どうあっても僕の体を貫くことは諦あきらめられないらしい！

　僕は全速力で、遊具の密集した場所へと駆けていく！

「女の子の部屋に無断で入っちゃダメだろぉ～ボクの家だぞぉぉぉ～」

「みんなの公園だよっ!!　勝手に自分のものにするなっ!!」

　スライムが手を──いや、手なのか何なのかはわからないけどとにかく〝破擦れの対億〟を摑つかんでいる部分をこちらに伸ばしてくる！

　僕はそれを避よけつつ、遊具の中に逃げ込んだ。そして隙すき間まができないように入口っぽい場所を閉じてしまう。

　……入ってから気づいたけど、これ、「ボクの家」って言ってたよな!?

　もしかしてこの遊具を無理矢理動かしたのはこのスライムさんか!?

　ってことは、ここに籠ろう城じようしてもまったく意味ないんじゃないか!?

　ああもう、なんて馬ば鹿かなんだ!!

　僕が自分の頭の悪さを嘆いていると、頭の後ろの方から声がした。

「見ぃぃぃ～つけたぁぁぁ～」

「ひいィっ!?」

　どろりとぬらりと隙すき間まを通って、スライムが中に入り込もうとしてる!!　僕は思わず──その隙間に手を当て、これ以上侵入できないようにスライムの通り道を塞ふさいだ!!

　そして同時に、僕の手のひらから火花とも電撃ともつかない激しい光が噴き出した。

　──これか!?　この火花、これが彼女の言う無法な力……!?　これが反はん世ぜ……!?

「あああ～バチバチするぅ～どこに触ってるんだよぉ～」

「僕の方が聞きたいよ!!　僕はいまどの部位を触ってるんだよ!!」

　あれ!?　ちょっと待って!?　おかしくないか!?

　人間の姿に戻って遊具どかせばいいじゃん!!

　隙間から入ってくる必要ないじゃん!!

　何してんだこの人!?　いや人かどうかはかなり疑問だけど!!

「くっそ～ぅ！　家ごと包んでやろうとしたのにぃ～!!」

「ゆ、〝行ゆき詰づまりの反世〟とやらで囲めばすぐだったのに」

「…………おおっ」

　もしかしたら逃げられるかもしれない!!

　このスライムが僕より頭悪いおかげで助かるかもしれない!!

　ここは……スライムを塞ぐより、むしろこの中に引きずり込んだ方がいい！　僕はぷるぷるとした輝くその軟体を摑つかみ、ぐいと──いや、ぶにゅにゅっと引っ張り、そして入れ替わるようにしてバリケードの中から飛び出した。うぅぅ……まだ手に感触が残ってる……！

「何をするぅぅぅ～」

　しめた！

　針は穴を通らず引っかかってる!!

　あれさえ拾ってしまえば、相手が狼おおかみに変身しない限り怖くない！

　僕はその〝破は擦ずれの対つい億おく〟をぶにゅっとしたスライムの腕からにゅるっと奪い取った。

　すると、遊具の中から這はい出てきていたスライムも針を取り返そうと手を伸ばしてくる。いや、手というか、みょんみょん伸びてる何かを伸ばしてくる。

　僕は、思い切り針を掲げ──そしてスライムの手に向けて針を振り下ろした!!　ぶちゅっと嫌な音を立ててスライムの一部が切り取られる！　……いやこれ絶対効いてないよね!?

　ところがそのスライムは、僕の思おも惑わくとはまったく違う反応を見せた。

「あああああああああ!!　や、や、や、やりやがったなぁぁぁぁぁ!!」

　な、なんだ？

　僕が何をやったというんだ？

　見ると、切り取られたスライムの手のそばに、紅あかい小石が落ちていた。

　キャンディ・グミ……たしか彼女は、〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟と言ってたっけ……。

　異物……飛来物……もしかしてこれが、反はん世ぜとやらの原因か……？

　僕の体にもこの小石が取り込まれて、だから僕の手から火花が出るのか……!?

〝破は擦ずれの対つい億おく〟……反世を回収する……。

　もしかして、僕の反世とやらを回収しようとしたら、自分の反世を僕のせいでなくしちゃったってこと……!?　何やってんの……!?

　スライムの体が光を放つ。そしてまた、その姿は最初の人間の姿に戻った。例によってまたもや素っ裸だ。全裸で、土下座でもするような姿で地面に肘ひじをつけて叫んでいる。

「せっかく手に入れた〝行ゆき詰づまりの反世〟が……!!　めっちゃ苦労して手に入れたボクの反世がぁぁぁ……!!　やったな……!!　やりやがったな……!!　うぅ……!!」

　ひ、ひどい絵え面づらだ……。

　裸で泣き崩れる女の子と、傍かたわらに立ちそれを見下ろす僕。

　よ、よくわからないけど、相手の心を折ってしまったらしい。

〝破擦れの対億〟はいま僕の手にある。彼女は無防備な姿をさらしている。

　気になっていることを確認するなら、タイミングはいましかない。

「ファラドゥス・パルリアヘルモドロス・ブル・ジェニングスさん」

「うぅ……何がファラドゥスだ！　馬ば鹿かにすんな！　ボクの名前はカエデだ！　そう名乗っただろ！　バカヤロー！」

　な、名乗ったっけ？

　初耳な気もするんだけど……!?

「あなたがどうしてそんなおかしな生き物になっちゃってるのかはわからないけど、話を……」

「何がおかしな生き物だ！　馬鹿にすんな！　異世界人なんだからこれくらいできて当然だろ！　くそう！」

「い、異世界人……」

　それはいったいどういう人間なんだ？

　最初に説明しておいてほしかった情報がいまになってポンポン出てくる……！

　もう、いい。

　カエデに戦意は無いように見える。

　相手が姫騎士だろうと狼おおかみだろうとスライムだろうと、退ひいてたまるか！

「確認させてもらう。君が最初に声をかけてきた時、二人で話したいって言ったよね。あの場には僕と君の二人しかいなかったのに」

　煽あおりはすでに家の中に入っていたはずなのに。

「二人っきりで──ってのはつまり、さっきまではそうできなかったのを知ってる人間の言い回しだ。君は知ってた。僕がさっきまで煽と一緒だったことを。尾つけてたんだよね？　僕らのことを。僕らがあの小ビンを拾ったとわかってた。そして反はん世ぜのニオイとやらを辿たどって、それを持っているのが僕の方だとわかり、声をかけた」

　それ以外の理由で、僕があの小ビンを持っていたと知る方法はおそらくないはずだ。

「カエデ、うちの学校の生徒じゃないでしょ。学校指定のローファーも履はいてない。それならばなぜ制服だけは持っていたの？　どうやって剣道部の部室にあの小ビンを落とすことができたの？」

　彼女は、涙を湛たたえた目で僕を見てる。

　僕の話を聞いている。

　でも自分の体を隠す努力はしてほしいな。

「結論。煽あおりの制服を盗んだのは、カエデだね？　さっきの軟体型スライムフオルムの姿なら、きっと鍵かぎのかかった部室にも入り込めただろう。ドアが閉まっていても、あの小さな通風口から入れたはずだ」

　鍵のかかった部室から消えた制服。

　密室トリックの答えは、「犯人は異世界人」。

　こんなめちゃくちゃな解答も……実際にこの目で見てしまえば疑う余地もなくなってしまう。

　カエデは自分の目元をごしごしとこすり、涙を隠したと思うと、今度は笑顔を見せてくれた。

　笑顔以外の部分は見せてくれなくていいから隠してくれぇ……！

「使えるな、キミ！　なるほど、そういうことだったのか！」

「え？」

「これは神様の思おぼし召しだ。ここでキミと会うために、ボクはあそこで〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟を落としちゃったんだ」

　落としちゃったのか。ドジっちゃったのか。

　そうじゃないかなとは思ってたんだけど、やっぱり間の抜けた子なんだ。

「待つよ！　キミの反世を落とすのを！　というかせっかくだし、むしろそれを利用する方法を考えるってのはどーかな？」

「え、ええ？」

「〝行ゆき詰づまりの反世〟はなくなってしまった。だから代わりに、キミの力を使いたい！」

「えええええー……？」

　カエデは、好物のキャンディをもらった五歳児みたいな満面の笑みで、目いっぱいに大きな声で、こう言った。




「協力してちょ！　相棒！」







[image: 二、隣では遠すぎる]




　淡い期待は持っていた。昨日のことは全部夢だったんじゃないかって。夢。そうさ、悪い夢だったんだ。寝起きの頭で、布団の心地よい温ぬくもりに包まれながら、僕はぼんやりとそんなことを考えていた。

　だけど布団から出て、窓のカーテンを開けたと同時に、それも吹っ飛んでしまった。

　窓の向こうには今日も変わらず、色とりどりのキャンディ・グミ──〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟の雨が降っていたからだ。雨というには粒の数が少ないけれど、雨でないというにはその光景は奇妙すぎた。

「〝一粒の異物〟……異世界人…………そうだ、反はん世ぜ!!」

　僕は自分で自分の手足にそーっと触れてみる。だけど昨日の蒼あおい火花は出てこない。

　どうやら僕の体は元に戻ったみたいだ。良かった……ホントに……。

　僕は出会ってしまった。あまりにも数奇な異世界に。

　だからこれからは……できるだけ……関かかわらないようにすることにしよう！

　そうさ、知ってしまったからといって、逃げてはいけない理由にはならない。煽あおりの制服がこちらの手中に戻ったのならもうあの泥棒とは関わる必要はない。だから僕は気を重くすることもなく、いつものように制服に着替え、学校に行く準備を整えた。

　パンをかじり仲良く談笑する両親が「今日は早いな」とか「部活はやめたのに朝練には出るの？」とか、見当はずれのことを言ってくる。「煽と竜りゆう兄にいに会うから」とだけ言い残し、根掘り葉掘り問いただされるより先に、僕はすばやく家を出た。

　朝の静かな住宅街。犬と散歩をする老人。どこか重い足取りで駅に向かうサラリーマン。町全体の音がどこか眠たげな、間の抜けた五月の朝。僕は自宅の向かい、明あか井い家の前で、煽が出てくるのを待った。

「おはよー」

「おっ、おはようございます……？」

　驚かせてしまったようだ。会おうと連絡はしていたけれど、朝とは言わなかったからかな。

　煽が意外そうに僕を見つめていたのはわずかな間で、すぐにいつもの大人おとなびた柔らかい顔になった。作りモノの笑顔。煽の後ろに竜兄がいるのは、見えなくてもわかってた。

「オ!?　枯かれ森もり！　おっす！　昨日は悪かったな！」

「おはよー竜兄。いーよ別に」

「なんだよ登校時間がかぶるのはお前が退部して以来だな！　一緒に行こうぜ！」

　一晩経たったらだいぶ怒りも落ち着いたのか、竜りゆう兄にいはいつものあっけらかんとした調子に戻っていた。図ずう体たいに似合わない軽妙な語り調子で、突然やってきた僕をいぶかることもない陽気さで、僕と煽あおりの背中を押して通学コースへと向かわせる。

「そうだ、枯かれ森もり、お前も煽を説得してくんねぇかな。何を思ったか煽がな、剣道部を辞めるって言い出したんだよ！　困ったモンだぜダダこねだして、なんとか言ってやってくれよ！」

「ありゃま」

　竜兄にとってその提案はかなり衝撃的だったようだけど、僕はあまり驚かなかった。

　僕は、剣道部の部室から距離を置けとアドバイスした。素直な煽がそれを受けて、剣道部を辞めてしまうかもしれないだろうことは十分に予想ができたから。

「あんな事件の後では残れないでしょう」

　煽が毅き然ぜんとして言う。

　相変わらず、兄に対してはどこかとげとげしい。

「なんだよ！　制服なら必ず見つけ出してやるから！」

「窃せつ盗とうの方じゃない。私のせいで、誰だれかさんが部員相手に暴行をはたらいた事件の方」

「ウッ……！　わ、悪かったよ」

　竜兄の口が止まる。さすがにあれはやりすぎたと思っていたみたい。とはいえ、反省をしても人格は変えられない。煽にまた何かあれば、どうせ次も暴れるだろう。それがわかっているから煽も、竜兄の謝罪を歯し牙がにもかけない。

「あ、私は辞めるけど、兄さんは引退まで辞めなくていいから。辞めたら怒るから」

「なんて優しい妹なんだ……。枯森、いまの聞いたか？」

「聞いたよ」

「一緒に帰ろうとか言われたら死ぬほど嫌だし」

「……枯森、いまの聞いたか？」

「いや、僕は何も」

　触らぬ神に祟たたりなし。竜りゆうにも姫にも、一般人は関かかわるべきじゃないね。もちろん姫騎士にもね。だけどまぁ、まったくノータッチってわけにはいかないな。言うべきことは言わないと。

「剣道部のことはまたあとで話すとして……竜兄は知らないみたいだから一応報告しておくけど、煽の制服ならもう見つけたよ」

「なにっ!?　ホントかっ!?」

「学校近くで犬がねぐらにしてたんだ。たぶん誰かがイタズラで持ち出して外に隠したのを、犬がさらに持っていっちゃったんだよ。クリーニングには出したけど、ところどころ穴が空あいてるかもね。放課後に煽が取りに行くってさ」

「おおおそりゃ良かった!!」

　一晩考えて練ったにしては噓うそくさい説明だけど……竜兄が納なつ得とくしてくれてるならこれでいいや。

「良かったなぁ煽あおり！　もっと喜べよお前も！」

「私は昨日電話で聞いたから」

「なにっ!!　なぜ兄に知らせてくれないんだ!!」

「え……なんでだろう。徒労は好きじゃないからかな」

　微笑ほほえましい兄妹きようだいのやり取りを見て僕は笑ってた。竜りゆう兄にいは顔をしかめて不満を表明してたし、煽の方は心底興味なさそうにすまし顔をしていたけど、その根底には見えない絆きずながあることを僕もわかってた。

　やっぱり僕は、こういう時間が何よりも好きなんだと思う。

　煽に危害が及ばない以上、竜兄が暴れ出すようなことはない。煽の方も、竜兄が目を光らせているうちは火の粉を飛ばしてきたりはしない。心地よい会話。緩やかな命のリズム。何気ない日常のぬるい喜びを、僕は存分に味わっていた。




　つい、さっきまで。




　僕は自分が青ざめていくのを感じていた。

　絶えず降り続けていた〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟……その一つが、いままさに僕らの前にも落ちてきている。マズイ……速度を考えると、アレ、竜兄の頭にクリーンヒットしてしまう……！

　対岸の火事だ、対岸の火事！　降りかかる火の粉を、払うんだ!!

〝一粒の異物〟が竜兄に当たりそうになったその時、僕は竜兄の背中をさりげなく押した。

　すると──




「ンぎゃああああっ!?」




　蒼あおい火花が飛び出した。

　僕の右腕から！　僕の右腕から!?

「い、いまスゲェ静電気が……!!」

　不自然なほどのダメージを受けて竜兄が目を白黒させてる。

　煽の方は「たいしたことじゃないだろうに騒がないでよ」とにらんでる。

　見られないで良かった……!!　二人に気づかれなくて本当に良かった……!!

　どういうことだ!?　だって朝は───あっ!!　他人か!?　他人に触れた時だけこの力は暴れるのか……!?

　ちょっと待てよ……いまから僕は電車に乗るんだぞ!?　これから毎日、東京の電車に乗るんだ!!　誰だれにも触れず……!?　む、無理だ……!!

　対岸の火事なんかじゃない……!!

　そうだ、〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟はまだなくなってないんだ……!!

　まだ何も終わってない……避けて通るだけじゃ終わらない……!!
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　忘れ物がある。そんなウソをついたのは小学三年生の時以来だ。全力ダッシュで家まで戻り、長らく使っていなかった自転車に乗って、僕は学校まで息を切らしてペダルを漕こいだ。もちろん遅刻した。

　僕は友達が多い方じゃない。かといって、一人もいないってわけじゃない。数人の友人と、和やかで穏やかに過ごすマジメな日々。それが僕の高校生活なんだけど……朝の九時から夕方の四時まで同じ授業を受けていたら、接触の機会はゼロじゃないってことを僕は今日痛いほど学んだ。

　反世の仕組みなんてものはよくわからないけれど、他人に触れたら〝拒絶の反世〟がかなりの確率で発動することは十分に理解できていた。

　誰だれにも触れてはならない。

　そんな条件が一つ加わると途と端たんにこころにプレッシャーがかかる。

　放課後になる頃ころには、たいして体を動かしてもいないのに僕は疲労困こん憊ぱいしていた。

　あの騎士なら、カエデならなんとかできるはずだ！〝破は擦ずれの対つい億おく〟だっけ？　あのデカい針を使って彼女は「反世を取り除く」とか言ってた！　早く、早くカエデに会いに行かなきゃ！

　昨日はたしか、あの公園で寝泊まりしていると言っていた。若い女の子がそんなホームレスみたいな生活をしているのはどうなんだと思ったけど、そんなことを気にしていられる余裕はなかった。

　あのでっかい針で体を貫かれるのはゴメンだけど、反世とやらのことを知っているのは彼女しかいない。

　授業が終わり、生徒たちはわらわらと散っていく。僕はその隙すき間まを縫うように駆け足で校舎から出ていった。

　自転車にまたがり、僕は家の近くの公園まで全速力で進んでいく。

　いてくれ、いてくれと祈りながら僕がようやく辿たどり着いた時、カエデは望み通りそこにいた。

　ポロシャツにホットパンツというよくわからない組み合わせのラフな格好で。遊具であるシーソーに座りながら、ヘッドホンを耳に当てて音楽を聴いていた。腰元には、袋に入れられた〝破擦れの対億〟もきちんとある。良かった！

　僕は自転車から降り、ゆっくりと彼女に近寄っていく。

　彼女は僕に背を向けたまま。僕の接近には気づいていない。

　ヘッドホンで何を聴いているのかはすぐにわかった。音楽を聴いてるんじゃない。電話をしているんだ。

「に、29コ!?　もうそんなに〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟を!?　すごいなーミズキは！　え!?　い、いや、こっちはまだ10コでさー！　う、うん、そう、こっちはバトルが激しくてさ」

　誰だれと何の話をしているのか、非常に気になる。盗み聞きなんてのは趣味が悪いとわかってはいるけれど……僕はもう少し静観することにした。

「う、うん。それはホント……ゴ、ゴメンってば！　そんなに怒らないでよ！　たしかに〝行ゆき詰づまりの反はん世ぜ〟を失なくしたのは痛かったけど……でもあれは、必要な犠ぎ牲せいだったんだよ！　必要な！」

　どんな必要性があったというのだろう……。

　やりやがったなーって言いながら泣き叫んでたじゃないか……。

「〝破は擦ずれの対つい億おく〟を奪われた時なんか大変だったなー……あ、ゴメン、そうそう、短針のこと。いいだろ名前なんて別に自由で！　そう、うん、獣狼型ビーストフオルムになって嚙かみついたらカウンターダメージを受けたり、軟体型スライムフオルムになって敵を封じ込めようとしたら武器を奪われて反撃されたり……そうなんだよ手て強ごわい敵が多いんだよこっちは」

　全部僕のことだ……。

　たぶん僕以外とは戦ったことがないんだ……。

「うん、ガンバる……ありがと……ミズキもガンバって……それじゃ……交信終了」

　カエデはヘッドホンを耳から外し、首にかける。

　ずっとつけてるなと思ったら、異世界人にとっての通話道具だったのか、あれ。

「まだ１コだよチクショー……その１コも落としちゃったし……しかも村人Ａに拾われちゃったし……そのうえ村人Ａが適応して取り込んじゃったし……」

　ぐ、愚ぐ痴ちをこぼしはじめた。

　あの〝一粒の異物〟は僕でない誰かから奪ったものだったのか。

　察するに、カエデは誰かと競争または協力をして〝一粒の異物〟を回収しているのだろう。

　……あれっ。まだ１コって、唯一の獲得品を僕に取り込まれちゃったってこと？　ってことは、結局のところ、現時点で回収した〝一粒の異物〟は０コじゃないか。さっき10コって言ってなかった？

「そもそもニオイだけを頼りに反世を探すなんて絶望的すぎるよ……。もっとわかりやすいレーダーが欲しいよ……ボクもミズキみたいに政府公認の反世回収者になれれば……」

　非公認のお仕事だったのか。

　どうりで。仕事の様子が雑で幼稚だなァとは思ってたんだ。

「チクショーなんでボクが異世界に来なきゃなんないんだよ……！　元の世界じゃダメダメだったとはいえ……わざわざ舞台を移さなきゃならないとは……チクショー……なんでボクが異世界に行くんだよふざけんな!!　異世界が来いよ!!」

　とうとう八つ当たりをしはじめた……。

　聞くに堪たえない。というかこれ以上聞いてちゃ可哀かわい想そうだ。僕はわざと大きな足音を立てて、カエデの真後ろまで歩み寄っていった。

「カレモリ!?　いたのか!!」

「や、やぁ」

「いつからいた!?　もしかして聞いてた!?」

「いや、僕は何も」

　──あっ。しまった。正答は『何のこと？』だ。

「フゥ……なんだ、助かった……」

　こっちも助かった。カエデがあんまり目ざとくなくて。

「今日のカエデは、姫騎士のカッコしてないんだね」

「誰だれが姫騎士だ。この〝石拾い人ストーンピツカー〟カエデに向かって」

「え」

　姫騎士じゃないの……？　もしかして……演じてただけ……!?

　何のために!?　意味がわからない……。

「来てくれたってことは、相棒として協力してもらえるってことでいいのかな！」

「いや、この……反はん世ぜっていったっけ？　これが思ったより僕の平穏な日々の邪じや魔まをするんだよ。だから〝破は擦ずれの対つい億おく〟を貸してほしくて」

「なんで？」

　な、なんでって……？

「いいじゃん、〝拒きよ絶ぜつの反世〟。見た目もカッコいいし。それに異世界由来の特殊能力を手に入れる……こんなスリリングでロマンティックな経験、もう二度とできないと思うよ？」

「誰かに触れた途と端たん、大量の火花が飛び散る体なんて厄やつ介かいでしょうがないからだよ！」

「困らないだろ別に。キミ彼女いなそうだし。誰と触れるのさ？」

「うっさいな！」

「ま、貸すのはかまわないよ！　その〝拒絶の反世〟はちゃんと回収するつもりだしさ！　でも条件がある！」

　条件……嫌な予感がする。

「条件はたった一つ！　いま、〝拒絶の反世〟とは別の反世を追ってるんだけど……この反はん世ぜ人にん、反世を使って悪さしてるらしいんだよね！　だからこの事件が解決するまで協力して！」

「えっ……ええっ!?」

「頼むよ、あいぼー！」

　何が事件だ、何が相棒だ！

「それはカエデの仕事だろ！　なんで僕が手伝うの？」

「だってこいつ見つかんないんだもん!!　要いるんだよ！　人手か、知恵の、どっちかが！」

　う……！

　どっちもないのか、この人には……！

　非公認活動だから仲間もいない、カエデはカエデだから知恵も足りない！

　それでどうやってお仕事をするつもりだったんだろうこの人！

「んじゃ、ついてきて！　説明するよ！　ボクの仕事と、この事件について！　いやぁまさかこっちの世界で協力者が見つかるとはね！　どうだい少年、わくわくしてきた？　異世界からやってきた美女との協力プレイだぞ！　よーし、がんばっていこー！」

　僕はまだ何も答えてなかった。

　協力するなんて一言も言ってないのに、カエデはすでに歩き出していた。

　わくわくなんて気持ちは欠片かけらも浮かんでこない。僕は確信している。僕はいま……とんでもなく面倒くさいことに巻き込まれはじめてる……。
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　人間の脚じゃ遅すぎるから。

　それがカエデの説明だった。

　カエデは僕に自分の荷物と、服を、すべて預けて自分は狼おおかみに姿を変えていた。〝破は擦ずれの対つい億おく〟まで僕に持たせてる。いまのうちに僕が逃げたらどうするつもりなんだろう……。

　狼が街中を走っていく。僕はその後ろから、自転車で追いかける。カエデの荷物は自転車のカゴの中。リードのついてない大型犬を見ても誰だれも怖がってない……。都会のカラスは人間を怖がらないというけれど、都会の人間は犬をまったく怖がらないんだな。

　カエデが足を止めたのは、なんと僕の学校の前だった。

「着いたぞ」

　ここが目的地なら、この近くに居をかまえてくれよ……!!　僕は家の近くと学校までを、ムダに往復してしまったことになるじゃないか。狼は僕から服を受け取ると、木陰に隠れ、次に現れた時には人間の女性の姿になっていた。鎧よろいの類たぐいはつけてない。やっぱりカエデ、姫騎士でもなんでもないじゃん……。

「この道だ。この学校より少し上の方から、駅までの一直線」

「それが何なの？」

「デスロードだ。ニオイがする。反はん世ぜのニオイと、死のニオイが」

　いいから。そういうのいいから。

　もっと具体的な説明をしてほしいな。

　カエデは歩き出す。歩きながらしゃべってくれるつもりらしいので、僕も従った。

「簡単に言うと、ボクは異世界人ってヤツなんだ。この世界は異世界の観測方法をまだ確立できていないからキミも実感しづらいだろうけど、まぁ、なんだ、あるんだよ、異世界ってヤツは。たくさんある世界のうちの一つから、ボクはこの世界にやってきた」

「よくわからないな。もう少し詳しく聞きたい」

「バーカよくわかんないのはボクだって同じですぅー。ボクに上じよう手ずな説明を求める方がまちがいなんですぅーバーカ」

　……台無しだよ。

　せっかくマジメに話を聞こうとしてたのにっ……。

　何これ、僕、怒っていいの？

　ダメだ、僕は幸せな人間なんだ。家族にも友人にも恵まれて、竜りゆう兄にいや煽あおりと一緒に幼少時代を過ごしたからこういう経験ないんだけど。わかんない。いますぐ激怒していいのかどうかわからない。

　ま、まぁ、それは置いといて。

　異世界人なんてのは到とう底てい信じられないような説明だけど、そう考えると納なつ得とくのいくことが多いのは事実だ。特に、このカエデの性格。

「しっかしこの世界の人たちはみーんな携帯端末持ってるよねー。ボクの世界じゃ端末はもう人体に埋め込むのがスタンダードなんだけど」

　お話がＳＦっぽくなった……。

「見てみるぅ？　ほぉーら」

　カエデが服の裾すそをまくり、おなかと下乳を見せてくれる。

　胸の右側の方に、何か金属片っぽいものが埋め込まれているのが見える。

「フフ。キレイなおなかだろ」

「……台無しだよ。ＳＦっぽい空気が台無し」

「え。えすえふ？」

「自分で空気を作り上げては自分で破壊するスタイルやめてよ……」

　疲れるから。主に僕が。

　カエデはそれ以上自分のおなかについて言及するのはやめ、また通りに沿って歩きはじめた。

　まっすぐ進めば駅だけど……ここからどこに行くつもりなんだろう。

「そうだなぁ。異世界の説明、もの足りないか。じゃあ小部屋を一つ想像してみて。その部屋では、天井からたくさんの糸が垂らされている。長さも位置もまちまちの糸。その一つ一つに、小石がたくさん詰まったバケツがぶら下がっていると考えてみてほしい」

　カエデの言う通りに想像してみると、あっという間に糸はブチブチと切れていってしまった。詰められた石の重量に耐えきれないからだ。でもカエデとしては、糸は切れないものとして考えてほしいんだろう。そういうことにして、僕も想像を進めてみる。

「それでね、糸はぜんぶゆらゆらと揺れてるんだ。もちろん、糸の先にあるバケツも右に左に揺れている。時に小さく時に大きく、糸の長さに関係なく、自由気ままに揺れている。そのせいで時々、バケツからこぼれてしまう小石がある。それどころか、こぼれた小石が他ほかのバケツに入り込んでしまうことがある」

　たくさんどころじゃない。山盛りになるまで小石はバケツに入れられていたらしい。だから揺れただけで小石が下に落ちていく。

「そのヨソから落ちて入り込んできた小石ってのが、〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟だよ。キミの目に見えているアレだ。つまりあれは、異世界の欠片かけら……異世界そのものなんだ。この世界のものではないから、この世界とは規格が合わないから、この世界の人間には観測することすらできないのさ」

「規格が合わない……」

　僕はリピートする。

　自分で口にすることで、理解を進めてみる。

　他の世界からこぼれたもの。それがこの世界に降ってきている。だけど世界が違うから、規格が合わない。常識も理屈も通じない。暗黙の了解は存在しない。

「そう。規格が違う。だからこの世界には適応しない。だから降ってくる〝一粒の異物〟のほとんどは、何かに触れることもなく通り過ぎていく。雲を通過し人間を通過し地面を通過し、この世界から消えていく。無害なものなんだよ。普通はね」

　じゃあ、今け朝さのあれは……竜りゆう兄にいを押して避よけさせる必要はなかったのか。

　それならそうと、先に言っておいてくれてもいいのに。

　……あれ？

　でもそれならどうして僕は、それを取り込んでしまったんだろう？

「ところがどっこい困ったことにさ、時たまそれに適応してしまう者が現れるんだよ。この世界にとっての反世界的・反法則的能力……〝反はん世ぜ〟を手に入れてしまう者がいるんだ」

　反世。

　拒きよ絶ぜつの反世。

　異世界の欠片の……適応形。

「僕が……別の世界に適応したってこと？」

「そう。ちなみに〝拒絶の反世〟はギャスタって世界から降ってきた〝一粒の異物〟に適応した者が見せる性質だよ。もう調査済み。ギャスタはすごいよー、なんちゅーかみんな潔けつ癖ぺきでさー、みんなすっごくキレイ好きなんだよ。だから異世界人で旅人のボクなんてバイキンが歩いてるみたいな扱い受けちゃって辛つらいのなんのって」

「へぇ……」

「でも、一番面白いのは、そこではテレパシー能力があるってことなんだよなー」

「テレパシーって……頭で念じるだけで他人と会話できるっていう」

「そう。でも、彼らは会話できるだけじゃないよ。ものを見たり、ゲームをしたり、恋人と抱だき合ったりするすべてが、テレパシーで完結してるんだよ。わかんない？　そうだよね、あれは行ってみなきゃわかんないよ。とにかくすべてのコミュニケーションに、他者との接触を要しないんだ。だから彼らに接触してくるものは外敵しかなかった。そのせいかな、触れると静電気みたいなのがバリバリバリーって強きよう烈れつに流れる性質をもつに至ったのさ。たぶん」

「……たぶん？」

「ボクにわかるわけないだろ、ホントのところなんて！　他ほかの世界の歴史だとか、進化の過程だとか、そんな難しいことがわかるわけないじゃん！　ボクは！　バトル担当！」

「……そう」

　そうだよね。

　カエデだもんね。

　うん。カエデなら仕方ないよ。

「とにかく、反はん世ぜってのは、自分の世界以外の世界のルールを取り込むことなんだよ！　単純に言えば特殊能力さ！　ヒーローの資格、と言い換えてもいいね！　ヒーローにはスペシャルなステータスがつきものだからね！　嬉うれしいだろ？　わくわくするデショ？　正直に言ってみろ少年！」

「枯かれ森もりだって言ってるのに……わくわくなんてしないよ。反世なんて僕は要いらない」

「なんでぇ？」

「つまりこういうことだろ？　僕は自分に都合の良いように、他の世界のルールを流用してる。冗談じゃない。僕はこの世界のルールが気に入ってる。僕は自分の世界に何の不満もない。外からの刺激なんて欲しくないんだよ」

「……カレモリくん。君、冷めてるな」

「え」

　冷めてる？

　僕が？

「異世界から美少女が来たんだよ？　怪事件の協力を依頼してきてるんだよ？　おびえるとか、わくわくするとか、もっと適切な反応があるじゃん」

「そ、そうかな」

「そうだよ！　ボクとキミが出会った、これはボーイミーツガールだよ!!　これは物語のはじまりなんだよ？　普通なら感動と期待に胸がぷるんぷるん震えてもいいくらいのショッキング・シーンなんだよ？　だのにキミときたら、まだ老後のイメージもできてないのに生命保険会社の営業に説明を受けたくらいのションボリとした反応しやがって」

「そ、そんなことはないと思うけど」

　さすがに生命保険の営業をかけられたことはないからわからないなー……。

「キスか？」

「は？」

「キスがなかったから、ボクとキミの出会いはボーイミーツガールにならなかったのか？」

「はぁっ!?」

　カエデの視線は完全に僕の唇くちびるに向かってる。

　や、やめてよ！　リアルに嬉うれしくない!!

「やってみよう」

「やだっダメダメダメ！」

　振り払おうとする僕の両腕を摑つかみ、カエデが顔を思いっきり近づけようとした途と端たん──〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟が発動した。バチィッという高い音を立てて、目に見えない力がカエデの顔面を強きよう烈れつに後ろにはねのけた。

　僕は誰だれかに見られていやしないかと慌あわてて周囲に目をやる。どうやら誰にも見られていなかったようだ。助かった……。

「わ、忘れてた……〝拒絶の反世〟だった……」

「それ、前もやったよね？」

　二度目だよね？

　学習しなかったの？

「痛タタタ……キスは最初からダメだったか……。じゃあ何が悪かったんだ。どうしてボーイミーツガールにならなかったんだ？　年齢かな？　さすがに女子高生のフリをするのは無理があったのかな？」

「え。カエデって何歳なの」

「にじゅーいち！」

「と、年上!?　その落ち着きのなさで!?」

　今日一番の驚きだ……！

「おかしい？　童顔気味だから？」

「うーん……あんまり精神年齢が高くないからかな」

　カエデが口を尖とがらせている。

　わざと子どもっぽく振る舞っているのではないかとちょっとだけ疑ってたんだけど……そうでもないみたいだ。

「話を戻すけど、じゃあ、カエデがスライムになったり狼おおかみになったりするのも、反世の力のおかげ？」

「ううん。これは、ボクの世界のルール。ボクの世界じゃあくまでボクは普通の人なんだよ」

　そうなんだ。普通なんだ。

　僕の世界の基準では、カエデはかなり奇怪な人なんだけど。

「ボクたちは自由に姿を変える、〝変異者メタモルコア〟と呼ばれる人間だ。ボクたちんとこには魂コアってルールがあるんだよ。人が人として存在するのは魂コアがあるから、っていう設定がね。この世界みたいに、命と体が密接にリンクしてないんだ。魂コアさえ傷つけられなければ、肉体はいくらでも変え放題なんだよ」

「べ、便利だね」

「でしょ？　だからいくらでも異世界に適応して入り込むことができるし、魂コアというルールを持たないすべての世界でボクは死ぬことがない。魂コアを攻撃する手段は、きっとボクの世界の人間しか持ってないから」

「へぇ」

　うーん。

　わかったような、わからないような。

　カエデの説明が大ざっぱすぎて、ほとんどのことはこっちで察するしかないんだよなー……。

「カエデはその力で、反はん世ぜを取り除くのが仕事ってわけだね？」

「わけだよ！　反世一つにつきおいくら、って計算でね。反世が使用されれば、ボクはそれを嗅かぎ取ることができる。だからすぐに見つかるかなーと思ったんだけど、これがなかなかつかまらなくってさー。というわけでカレモリくん、キミに協力を願い出たというわけなのだよ！」

「わけなのかー」

　あらためて聞き直してみると、ものすごく情けない話だなぁ……！

　それはそれでカエデらしい、と言えなくもないけど……。

　出会ってまだ二日なのに、僕はカエデのことをもう迷惑かつ頼りない奇妙な異世界人として認識してしまってるんだなぁ……ゴメンね。

「ここには異世界の香りがする。反世が使われた形跡がある。反世を得た誰だれかが、何かをやらかしたのは間違いないんだ。必ず見つけ出して反世を回収する。一緒にガンバろうね、相棒！」

「う、うん……」

　あんまり乗り気ではないけれど……こうもまっすぐに頼られると悪い気はしないかも。

　カエデは……奇をてらうということをしないんだな。基本的には一いち途ずで愚直。それが彼女の核としての性質。時々ちぐはぐに、あべこべに見えるのはたぶん、カエデが異世界人だから。彼女自身は、特におかしなことを言っているつもりはないんだろう。めちゃくちゃおかしいけどね。

「で！　名前はどうしよっか!?」

「名前？　枯かれ森もりでいいよ」

「村人Ａの名前じゃない。反世を持った殺人鬼、今回のターゲットのコードネームは何にしようかってハナシさ」

「あっそ」

　僕は村人Ａってことでもう決まりなのか……。

「ボクの案としては、そうだなァ……今回の事件、不思議な交通事故が多発していることから、周辺住民の間では地じ縛ばく霊れいの仕し業わざではないかとの噂うわさが広まっている。かつて交通事故で死んだ人間の霊が、あの世から手招きをしているのだと……彼ひ岸がんより手を伸ばす者……ヤツのコードネームは、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟。どう？」

　だっさ……。

「いいんじゃないかな、それで」

「……いまのナシ！」

　僕の雑な返事に気を悪くしたのか、はたまた自分でもネーミングセンスが悪いと感じていたのか、カエデはすぐに撤てつ回かいした。

「ちょっとヒネリが足りなかったかな！　待ってね、もうちょい考えるから」

「いいよ、それで。ゴースト・ハンドで」

　せっかく賛同の姿勢を見せたのに、カエデは不満そうに口を尖とがらせた。

「なんだよその適当な態度は！　やる気あるのか！」

「ないよ……仕方なく協力してるだけなんだから……」

「仕方なしでも全力を尽くすのが若者ってもんだろバカヤロー！　ほら、案を出す!!」

「じゃあ、ファラドゥス・パルリアヘルモドロス・ブル・ゴーストハンド」

「なんなの！　なんでそんなバッチリ記憶してんの？　他人の一発ネタをいつまでも引きずるのやめてくんないかな!!」

　一発ネタのつもりだったのか。

　あの時はかなり真剣に発言していたように思えたけど。

「とにかく、まずはその〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟って人が……どんな反はん世ぜで、どんなことをしているのか、ってのを探らなきゃいけないわけだよね」

「そーだねー。〝行ゆき詰づまりの反世〟が誰だれかのせいでなくなっちゃったからねー」

　ぐっ……！

「誰かが間抜けだったせいでなくなっちゃったんだろっ」

「カレモリ……自分を卑下するのはよくない」

「カエデのことだよっ!!」

　なんで僕のせいにしようとしてんだよっ!!

「まったくもう……！　……うん、でも、なんとなくわかったよ。カエデが煽あおりの制服を盗んだ理由」

「ああ、それは」

「被害者にうちの生徒が多いから……ってことだね」

「……え？」

「この通りを夜中に歩いてる人間はそう多くない。車の行き来はあるけれど、通行人なんてのはこの辺りの住人かうちの学校の生徒くらいだ……。カエデがあの制服を何度か見たというのなら……うちの学校を調べるために入ろうとするのはおかしなことじゃない」

　それでも、もう煽あおりの制服を盗ませるつもりはないけどね。

　モノを盗まれるたび煽の精神が不安定になって、揺れた心で僕を揺さぶってきたらたまらない。

「……何なの？　何なの、カレモリ」

「え」

「なんでボクの物語をそうやってミステリ色に染めようとすんの？」

「し、してない」

「それじゃボク活躍できないじゃん。格闘戦ならボクが最強って説明したじゃん」

「そ、そうだったっけ」

「おかしいじゃん。元の世界ではそうでもないけどこの世界では美人の枠に入れるボクが異世界にやってきて、無敵で素敵な最強ヒロインになり事件をカッコよく解決するって筋書きに決まってんじゃん……なんで村人Ａの方が活躍しようとしてんの？」

「元の世界では美人じゃないんだ」

　素早いビンタが飛んできた。

　ほっぺたがひりひりする……。

「ビューティではなくキューティなのだ。元の世界では」

「この世界でもそうだと思うよ……」

　ビューティってのは煽みたいな女の子のためにある形容詞なんだよ。

「そもそもさ、人手と知恵がいるからって理由でカエデは僕に協力を求めたんじゃなかったっけ？」

「そうだよ」

「それなのに、僕が知恵を出したら怒るのっておかしくない？」

「…………」

　カエデが両手で顔を隠した。手の奥で、なにやらうんうんうなっている。

　考え事をする時は顔を隠すのがカエデのクセ……なのかな？　わからない。カエデが何かを考えているようなシーンを一度も見ていないからなぁ……常に直情的に動いてるようにしか見えない……。

　カエデが両手をどかすと、満面の笑みが現れた。

「いまのナシ！　更さらなる意見を求めているよカレモリくん！」

「いまのナシ、いまのナシって……そればっかりだなカエデは」

　自分で作った設定を自分で壊していく。

　いちいち新しい世界観を作らないと安心できないのか……？

「とにかく、話はわかったよ。カエデの現状と、目的。僕も自分のために協力する。それで、これからどうするの？」

「事件はいつも夜に起こるから……夜になってからこの道をパトロールするよ！　それまで良い休憩場所はないものかなぁと思うんだけど……ねぇ、カレモリ。人目につかない場所で、キミにとって安全な場所……たとえばキミの家とか……ねぇ？」




　　　　＊＊＊




　もう歩くの疲れた。

　カエデがそう言うから、帰りは自転車の後ろに彼女を乗せることになった。

　じゃあなんでさっきは獣狼型ビーストフオルムになって走り回ったんだよ？

「ハイ、これ」

　靴くつを雑に脱いで家に入るなりすぐ、カエデは僕に数枚の便びん箋せんを手渡した。

　四つ折りにされたそれを開くと、「事故死」だの「即死」だの、不穏な文字が並んでいた。

「調査結果。事件概要、とも言うかな。目、通しといてよ。ねぇバスルーム借りていい？」

「ああ、そこの奥を左……って聞いちゃいないな」

　返事は待たない。僕に見えたのは、勝手にバスルームのドアを開けるカエデの後ろ姿。

　これは、生まれた世界の違いによるカルチャーショックなのか？　ただ単にカエデが失礼なだけな気もするな……。

　僕はリビングのソファに深く座った。

　ため息を一つ吐つく。

「ボーイミーツガール……物語のはじまり……これが？」

　カエデの言うようなわくわくとした気持ちなんてかけらもなかった。

　僕は現状に不満なんてない。大きな変化や劇的な出会いなんて求めてない。今け朝さの──〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟が効果を発揮するその直前までの──短い穏やかな時間こそ、僕が最も守りたいものなんだ。

　反世なんて、特別なことなんて、何も要いらない。可及的速すみやかに平穏な日常を取り戻したい。

　だけどそれは、カエデから距離を置くことでは成就しない。僕はすでに、巻き込まれてる。火事の対岸ではなく、こちら側にいるんだ。僕は、カエデからもらった便箋を見た。









５／14　木　トラックが道を外れ電柱に激突　ドライバーは即死　23：35




ドライバーは37歳男性




５／16　土　軽自動車がハンドル操作を誤り歩道に　ドライバー、歩行者ともに死亡




ドライバーは27歳男性

歩行者は男子高校生




５／23　土　自動車がハンドル操作を誤り歩道に　ドライバー、歩行者ともに死亡




ドライバーは不明




５／24　日　トラックが店に突っ込む　巻き込まれた歩行者が死亡




居眠り運転か











　四つの死亡交通事故。

　今日が五月の二十九日だから……すべて今月の、最近の出来事だ。

　これらが誰だれかの意図したものであるとしたら、それはひどく恐ろしい事態だけど……僕の学校ではこんなのまったくウワサになってない。すべてただの事故として処理されてるからだろう。

　てゆーか全然調べられてないな……これでいったいどうやって犯人を捕まえるつもりなんだよカエデ……。〝行ゆき詰づまりの反はん世ぜ〟があろうとなかろうとこれじゃ何も変わらないよ……！

　カエデに代わって、僕は考える。

　深く、深く考える。

　僕は一度考え込むと集中しすぎて周囲に目が向かなくなるクセがあるから、テスト前に教科書をにらんでる時くらいしかこう真剣に考え事はしないけど……思案しなきゃどうしようもない。これだけの手がかりでは。

　四つの交通事故。

　共通点は何か。

　犯人は何を思っていたのか。

　そこにはどんな反世が関かかわっているのか。

　この事件の犯人──反世を持つ者は、本当に殺人など行っているのか？　もしこの犯人と接触すれば、カエデは〝破は擦ずれの対つい億おく〟を突き立てるつもりだろう。だけどコイツは、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟は、本当にそれに値する悪人なのか？

　僕は考える。

　たった一枚のメモから。

　カエデの精一杯の調査結果から。

　思考を積むなら十と重え二は十た重え。

　僕は深く、深く、沈んでいく。沈んでいく──。




　インターホンが鳴った。

　うちの両親は共働きで、帰ってくるにはまだ早い。来客の予定もない。宅配便か何かだろうかと思いながら、僕は玄関のドアを開けた。

「ありゃ？　煽あおり。いらっしゃい」

「こんにちは。制服の件で、改めてお礼をと思ったので。シュークリーム買ってきました。一緒に食べませんか？」

「……上がって。すぐ紅茶いれるよ」

　シュークリーム。僕の大好物。実は僕、カスタードクリームに目がないんだよね……。

　お邪じや魔ましますという声が後ろから聞こえる。靴くつを丁てい寧ねいにそろえてから、煽は慣れた様子でリビングに向かう。わざわざ僕の好きなものを持参してくるいじらしい態度といい、現世界人は礼儀正しくて好きだなぁ。

　煽をソファに通して、キッチンでお湯をわかす。

　両親がコーヒー派だからうちの食卓にはいつもコーヒーが出される。だけど、一人息子は本当は紅茶の方が飲みたいということを言えずにいる。そしてそのことを知っているのは、煽だけだったりする。

　煽の好みはミルクティー。お砂糖は、ナシ。

　リビングじゃなくて僕の部屋に通してもよかったんだけど……あれ。なんで僕はリビングにいたんだっけ。事件に集中し、シュークリームに集中し、僕は完全に注意力を失ってた。

「あ」

　僕がリビングに戻ってきた時、煽は不思議そうに首を傾かしげていた。テーブルの上にあるメモを、じっと眺ながめながら。やば……メモを見られた……!!

「あっ!!」

　忘れてたっ……!!

　カエデがいるんだった……!!

　しかもあの狼おおかみ、いまシャワーを浴びてる!!

　どどどどーしよ!?

「先せん輩ぱい……このメモは？」

「えっと……うちの学校の近くで起きてる交通事故のまとめ、かな。ちょっと調べててさ」

「どうしてこんなものを？」

　ど、どうしてかな……。

　どうしてこんなものを調査しなきゃいけないのか、僕だってよくわかってないんだよね。

　まずい……いや、メモだけならまだごまかせる……！　あの通りは僕らの通学路だ、事故を調べてたって、何らかの言い訳は出来る！　問題はあっちの異世界人の方だ、カエデがこの状況を察して、煽あおりが帰るまで大人おとなしく隠れていてくれるといいんだけど……！

「わっ！　えっ!?　おっきいわんちゃん！」

　だと思ったよ!!

　何かが煽の足あし下もとに突撃してきたと思ったら真っ黒な毛並みの狼おおかみだ……！　人間の形をして素っ裸で現れるよりはマシだけど、なんで出てくるんだよ!!

　カエデはしっぽを大げさに振りつつ、遠慮なく煽の膝ひざの上に座り込んだ。

「可愛かわいい……飼い始めたんですか？」

「あ、その、クラスの友達にさ、一日だけ預かってくれって頼まれちゃって」

「ふふ。優しいですね、先せん輩ぱいは。名前は何て言うんです？」

「カエデ。もしくはファラドゥス・パルリアヘルモドロス・ブル・ジェニングス」

「ファラドゥスちゃーん。ハイ、お手」

　狼が不満そうにわんと一ひと吠ほえした。

　自分から名乗ったくせに、いったい何が不満なんだ。制服泥棒だってバラすぞ。

　カエデは煽に頭やあごの下をわしゃわしゃと撫なでられて、たいそう気持ち良さそうにしている。それで満足するかと思えば、いきなり鼻先を煽の体に押しつけはじめた。煽の動物好きに付け込んでコイツ……！

「きゃっ！」

　自分の頰ほおで煽の体を撫でるように、狼は自由気ままに顔をぐりぐり押しつける。くすぐったそうに体をよじる煽の反応など気にもしない。制服の中に詰まった膨らみを、カエデの鼻がぐにぐにと押し潰つぶしては形を歪ゆがめている。

「気に入られちゃったみたいです」

「そ、そうみたいだね」

　いい加減にしろよっ……！

　煽に見えないよう、僕はカエデのしっぽを引っ張った。すると狼はこちらに顔を向け、フンと鼻を鳴らしてみせた。

　得意げな顔しやがって……！　後で絶対に問い詰めるからな……!!

「それで、調査の結果どんなことがわかったんですか？」

「え。気になる？」

「知りたいです。聞かせてください」

「あんまり面白い話じゃないよ、憶測に過ぎないし」

「私、好きですよ。先輩の憶測聞くの。昔はそういう話もよく聞かせてくれたじゃないですか。世間話じゃなくて、アレがああなってるのはこういう理由だからーっていう想像の話。剣道の話しかしない兄と違って新鮮で面白かったんです。久しぶりに聞きたいな」

　僕の口を軽くしようとしている……。僕の気分を良くさせておこうとしてないか……？　なぜかはわからないけど……。煽あおりは聡そう明めいだ。気を緩めると絡からめとられる。

　──なんて駆け引きの空気を壊すかのように、狼おおかみは煽の膝ひざの上で伏せの姿勢を取ると、僕に向けて目配せをしてきた。ちょうどいいから自分にも聞かせろってことか？　狼よりもむしろ煽に聞かせたくないのに……。

「えーと……そう、だね。この四つの事件。これらを連続した殺人事件と考えた時、犯人は本当に悪いヤツなのかどうか、そして悪いヤツだとしたらどう捕まえるかってのを考えてたんだ。そこでまず気になったのは、事件の間隔だ」

「間隔？」

「そう。日付の間隔。第一、第二の事件の間隔が狭すぎるんだよね。二日しかない。いや、二日も待った、と言った方が正確かもしれない。たとえ第一の事件が故意の犯行でないにしても、この時点ですでに大事故だ。ドライバーは死んでいる。それを踏まえてもなお自らの行動を改めず、二日後にはまた同じ……いや、それ以上の惨さん禍かを引き起こしている。もしかしたら一度目は故意ではなかったかもしれない。だけど少なくとも、二度目以降は明らかに故意だと断言していいと思う」

「殺人、ですか」

「うん。第二、第三の事件では一週間の空白がある。これはおそらく、平日ではなく休日に行動を起こすためだ。犯人が休日にしか動けないのか、何か他ほかに理由があるのかは定かじゃない。どちらにせよ、この辺りからは犯行が計画的になっている。殺し方を考えるようになってる。たぶんこの一週間、頭の中は……人を殺すことでいっぱいになってたんだろう」

「まぁ」

　煽の目は真剣そのもの。冷やかすような気配はまるでない。家の中じゃみんなに褒ほめ殺しされるだけだからな……竜りゆう兄にいも基本的に体育会系っぽい話しかしないし……こういう話題に興味があるってのもあながちウソじゃないんだろう。煽の真顔。僕の胸の中が、ざわつく。

　カエデがごろんと裏返った。赤ちゃんを抱だくかのように、煽がカエデの姿勢を整えてやる。なんでお前が飽あきてるんだよ。話を聞けよ。

「そして第四の事件は、第三の事件の翌日だ。……待ちきれないんだ。早く事故を起こしたくてたまらない。快感を覚えたせいで、殺人から離れられなくなってる。このペースなら、次の事件が起こるのもすぐだろうね」

「それは……それはとても、おそろしいことですね」

　おそろしいこと。その通りだ。

　カエデの鼻がたしかなら、これが本当に連続殺人なら、敵に遠慮はいらないだろう。

　煽におなかを撫なでられながら、カエデが前脚で僕を蹴けった。続きを話せということなのだろう。しかしコイツひどい格好してるな……。ひっくり返って、完全にすべてを煽にさらけ出してる。いくらわんちゃんフォルムだからってどんな姿勢でも許されると思うなよ。

「犯人は危険な人物だけど、止める方法がまったくないかと言えばそうでもない。コイツは法則性が強すぎる。一つに、事件には必ず車が絡からんでくる。犯行方法の都合なのか、目的に沿うために譲ゆずれないのか、単にそれが最も楽だと思ってるのかはわからない。二つに、行動範囲が限定されている。決まった通りでしか行動を起こさないなんて、そこを見張って捕まえてくれと言っているようなものだ」

「見張って捕まえる気なんですか？」

「……まさか。ただの推理ゲームだよ」

「それなら、いいですけど」

　煽あおりの目に一瞬怖い光が浮かんでた。

　殺人犯を探してます、なんて僕が言い出したらきっと煽は全力で怒るだろうな……。

「話を続けるね。わからないのは被害者の共通点だ。ドライバー、轢ひかれた人間、共通点らしきものが見当たらない。情報が少なすぎて見つけようがない、というのもあるけど。でも、この時点で共通点があるとすれば、犯人が殺意を持った時間帯にたまたまこの道を通ってしまったってことだと思うんだ」

「不運にも狙ねらわれてしまった？」

　煽の反応は早い。

　僕が言いたいことを先回りして促うながしてくれる。

　この賢さが、僕を苦しめているのも事実だけど……。

　カエデにこの賢さがあれば、すでに犯人を捕まえていてもおかしくないのにな……。

「そう。不運にも。だとすればこの犯行は無差別殺人だ。私し怨えんではない。殺したい相手がいるから殺すのではなく、殺したいから殺す相手を探してる。狙いが決まっていないから、犯人がいずれ自主的に犯行をやめることは期待できない」

　距離を置くだけでは解決できない。

　拒絶するだけでは安心できない。

「僕の推論をまとめるとこうなる。犯人は自動車事故を意図的に引き起こす手段を持ち、それを自覚し積極的に事故を起こしている。特定の私怨は持たず、ターゲットは無差別。だから被害者から事件の全ぜん貌ぼうを捉とらえることは難しい。衝動的な行動が目立つため調査を続ければ必ず証拠は見つかるだろう。そして最大の特徴はこの通りに固執していること。必ずこの通りと深い関係がある。通学路なのか通勤路なのか、家か職場がこの通りにあるのか、はたまたここに嫌な思い出でもあるのか。フラれた経験でもあるのかもね」

　場所と時間帯がある程度限定されている以上、調査活動にいそしむよりは、現行犯を狙って直接とっ捕まえた方が手っ取り早い。走行中の車を利用した殺人……というのはどう考えても確実性が低く、結果を予測しづらいから、犯人が現場にいる可能性は極めて高い。

　まだ成果は出てないようだけど、カエデのやり方は悪くない。通りで待ち伏せするのは悪い手じゃない。交戦時の危険も、カエデが〝変異者メタモルコア〟という特異な体質の人間であることから恐れる必要がないんだから。

　僕の推論を聞き終えると、煽あおりはぱちぱちと控えめな拍手をしてくれた。

「面白かったです」

「どーも」

　紅茶の時間に相応ふさわしいお話だったかどうかは、かなり疑問が残るけどね。

「だけど先せん輩ぱい、その推理には穴がありますね」

「そう？」

「しかも、二つもあります」

「聞かせて」

「一つ。これが連続事件であるという根拠がどこにもありません。二つ、これが故意の殺人事件であるという根拠がどこにもありません。同じ道で、四つの交通事故が起こった。ただそれだけで調査が終了するのは目に見えています」

　煽は笑って僕の不備を指摘する。

　年相応の、年下らしい甘えた笑顔。

「……まいりました」

「よろしい！」

　ここは甘んじて敗北を受け入れよう。

　カエデの鼻が根拠、とは言えないもの。

「でも、聞いてて面白かったです。やっぱり先輩は、兄と違って武闘派じゃないんですよ。剣道部は辞めて正解です」

「う、うーん」

　竜りゆう兄にいを比較対象として横に並べられたら、武闘派を自称できる人間はかなり限られてくると思うけど……。

　とにかくよかった、ごまかせたみたいだ。

　メモについても、いまなおおなかを見せて煽に撫なでられてる異世界狼おおかみについても、不審を抱いだかれてはいないみたいだ。

　僕は安心して、シュークリームをほおばった。

　むむむ。おいしい。

「向き不向きがある、と言いますからね。先輩にはこっちの方が向いてるのかな、と思います。こういう、頭脳労働の方が」

「そう？」

「ハイ。だって先輩、竹刀しないを振るってる時より、いまみたいに頭を働かせてる時の方が──」

　僕は油断してた。

　シュークリームから目を離して、煽あおりの方を見た時、僕はその目を見てしまった。




「──カッコいいから」




　しまった、と思った時にはもう遅かった。

　僕は煽の視線に絡からめとられたまま、彼女から目が離せなくなった。

　ソファに座り犬を撫なでる彼女は、一枚の絵画だ。

　西にし陽びを受けては紅あかく輝き、夕日が沈んだ後の世界を瞳ひとみの奥に宿してる。

　込められた心を、とめどない魅み力りよくを、秘められたメッセージを、名画のように発し続けては目にする者の心を揺さぶってやまない。

　僕の指先が震える。呼吸が整わなくなる。

　歪ゆがんだ世界で唯一煽だけが、まっすぐに立つことができる。

　自分の欲しいものに向かって、まっすぐに進むことができる。

　煽が口を開く。

「先せん輩ぱい…………ダメですか？」

「ダメです」
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　僕は即答した。

　何について問われたのかなんて、考えることすらしなかった。

「昨日は……あの場では兄を抑えただけで、結局厄やつ介かい事ごとからは逃げるだけなのかなって思ってました。でもあなたは制服を見つけてきてくれた。探してくれた。私のために。私、言いましたよね？　つかず離れずじゃ、近すぎるって」

　つかず離れずじゃ近すぎる。

　なぜ？

　簡単だ。

　一定以上の距離を置かないと僕らは──引き合ってしまうからだ。

　磁石のＮ極とＳ極。恒星と惑星。犯人と追跡者。

　僕はいつでも、引力の働かない距離を探ってる。

　どこまでならくっつかずに済むのか、その距離感を知ろうともがいてる。

　悔しいけど、その距離感を持っているのは僕ではなく、彼女だけ。

「逃げないでください。私から」

「隣にいるよ。今だって」

　引力は彼女のしもべ。

　だけど彼女は、それらに命じて僕を手に入れるようなことはしない。

　無理矢理そばにおいただけでは──竜りゆうがそれを壊してしまうから。

「隣にはいます。けど、けど」

「けど？」

「──隣じゃ、遠すぎるんです」

　煽あおりは自分の膝ひざの上から、狼おおかみを下ろした。

　そして、腰を上げ、座り直す。僕にわずかに近づいて。

「先せん輩ぱい……」

　僕を呼びながら、僕を見つめながら、もう一度同じように近づいてくる。

　それを見て、僕は無意識に下がってしまった。万が一にも触れてしまえば、〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟が火花を飛ばしてしまうかもしれないから。異世界人との交流。殺人事件の調査。そんなものに煽を巻き込みたくなかったんだ。

　だけど煽は、僕が退ひいたのを違う意味に受け止めた。

「……私、帰ります」

「あ、うん」

　煽が立ったのを見て僕も立ち上がる。家まで送ろうにも、煽の家は僕の向かいだ。だから僕は、玄関までついていくことしかできなかった。きっと僕には言うべきことがある。だけどそれが何かわからない。煽の背中の方が、よほど雄弁に感情を伝えている。結局僕は何も声をかけられなかった。煽あおりが僕の家から出ていって、ドアを閉めてからもまだ……しばらくの間、僕は動くことができなかった。




　──僕を動かしたのは、リビングから聞こえてきた「ふわぁぁぁ～疲れた～」という間延びした声だ。戻ってみると、ソファでカエデが横になっていた。狼おおかみではなく、人間の姿をしていた。

「服着なよ」

「着てるだろ」

「違う。それバスタオル」

　素っ裸でソファに寝転びつつ、体の上にバスタオルをかけているだけ。

　なんだかなぁ。半裸のカエデより、普通に服を着てる煽の方が百万倍も妖よう艶えんとしてる。

「ウウウ……美少女にあごの下と下腹部を懇こん切せつ丁てい寧ねいに撫なでられてしまった……」

「ああ、ゴメン。止めるタイミングがなくて」

「至福の時間だったぜ……」

　コイツ……。さっさと異世界に送り返してやりたい……。

　ひどい落差だ。

　煽と会話してる時と、カエデと会話っぽいことをしてる時。

　女の子と会話という点では一緒なのに、そこにある空気が、世界観が、大違いだ。

「なんだいあの暗黒面の深そうなおっぱいちゃんは。あれがいわゆる黒毛和牛か？」

「向かいの家に住む女の子だよ」

「わざわざ日本の首都たる東京に住んでおいて、やることが牛の放牧か。カレモリ、キミはもっと自分の使命について考えるべきだ」

「生まれも育ちも東京だよ。僕も煽も」

「カレモリはファーマーだから、ボクの魅み力りよくがわからなかったのか。なるほどなー。ボクはどっちかというと狩しゆ猟りよう民族タイプだからなー」

　嚙かみ合わない。歯車が。

　僕とカエデじゃ、土台となるシステムがまるで違うんだろうな……。

「しかしあれが彼女か。ヤバイね。カレモリ、これから苦労するぞ」

「……何がヤバイの？」

「魅力がありすぎる。二度と他ほかの女じゃ満足できなくなると思う。いまのうちに別れとけって」

　う。

　なんとなく理解できてしまうのが悔しいな……。

「別れるも何も、付き合ってないし……」

「付き合ってないの？　なんで？　ボクの推論によると、彼女はキミに惚ほれてるよ。七割の確率で」

「やめて。三割の確率で煽あおりはいたずらで男心をもてあそぶ性悪女だと推測するのはやめて」

　僕の知る限りじゃ、煽は潔けつ癖ぺきすぎるくらいに男の子とは会話しない子なんだぞ。

　会話すると、竜りゆう兄にいが邪じや推すいしてその男の子を攻撃するから。

「もったいないなーアレを拒絶しちゃうなんて。〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟に影響されてんじゃないの」

「……どういう意味？」

　カエデが体を起こす。と同時に僕は後ろを向いた。はらりと落ちたバスタオル。

「健全な青少年の前で気安く裸を見せないでよっ……!!」

「いいかい、カレモリ。──反世は人を体現する」

　僕の批判を完全に無視して、カエデがものすごく重要っぽいことを言う。重要なセリフを言う時は、それが重要であるとわかるような空気を作ってから言ってくれよ……!!　裸でいたいなら狼おおかみの姿のままでいいのにっ……!!

「おいおいカレモリ。人の話を聞く時は相手の目をきちんと見なさい。てゆーかボクを無視するな」

「聞くから！　聞くから服を着てよ！」

　やれやれ、という呆あきれたような声が後ろから聞こえてくる。

　何!?　いまおかしいことを言ってるの僕の方!?

「話を続けるけど、反世ってのは、適応性を持つ者に適応するんだよ。二つの条件……えーと、身体的適応性と精神的適応性だったかな。そのどっちか。まぁ難しい説明はちょっとできないけど、要するに、反世の性質とその人間の性質は似通うものなんだ。〝拒絶の反世〟に適応したキミは、体と心のどっちかが拒絶しまくってる人間なのさ。アレルギーで触れないものがあるとか、嫌なヤツと普段接しているせいで拒むという発想に馴な染じみまくってるとか」

　反論が出てこない……。

　たしかに僕は……煽のことを拒み続けてる。

　別に悪気があってやってるわけじゃない。僕だって、煽のことは好きだ。妹のように可愛かわいがってきた、僕の幼おさな馴な染じみ。世界で一番大切な女の子。だけど受け入れてしまえば、僕らはいままで通りではいられない。竜兄がどんな反応を見せるかわからない。煽がどう変わってしまうのか、僕がどう変わってしまうのか……僕には想像もつかない。その変化を、僕は恐れている。

「ちなみにだけど、その逆のパターンもよくあるんだよねー。反世を得ると、なんちゅーか、変質しちゃうことがあるんだよ。精神と身体のどちらか、あるいは両方が。ほら、反世を得るってのは異世界に適応するってことでしょ。異世界を自分に合わせるんじゃなく、異世界に自分を合わせちゃうことだからそれに伴って」

　僕の後ろで、カエデが何やら重要っぽいことを語っている。

　素っ裸で。

　独特すぎるだろ……空気の作り方が。

「長く反はん世ぜに浸ひたっていたら少しずつ変質していくかもね、カレモリも。もしかしたらもう変わってるかも。あんな可愛かわいい女の子の誘いを拒絶しちゃうくらいだし」

「……それは違うよ。ずっとこういう態度を取り続けてるんだから」

　カエデの失笑が聞こえる。

　好きなだけ笑えばいいさ。

　カエデに笑われてもイマイチ悔しくないし。

「そろそろこっち見てよ。もう裸じゃないから。ほら！」

　なんとなく信用できなかったので僕はそろそろとゆっくり振り向いた。

　やっぱり服は着てなかった。バスタオルで体の前を隠しているだけだった。

「うまくいくか、自信がないんだね？　よし任せとけって！　ボクがアドバイスしてあげる！」

「……そりゃ嬉うれしいね」

「キミみたいなヤツを、ボクの世界じゃ〝臆おく病びようなモノポール〟っていうんだぜ」

「モノポール……って、なに？」

「単極しかない磁石のことだろ。Ｎ極だけしかないとか、Ｓ極だけしかないとかそういう磁石……あッ、この世界では無いのかも」

「……で、臆病なモノポールってのはどういう意味？」

「Ｎ極だけの存在であるキミは、自分とくっつこうとしているＳ極を怖がってる。そして自分とくっつくことがないであろうＮ極しか信用できないでいる。こっちの世界ではなんて言えばいいんだったかなー……んーと……」

　カエデがうんうんうなっている。

　……そんなことより、服はどうしたんだ？

　もしかしてうちの洗濯機に放り込んだんじゃなかろうな？

　しばらく思案した結果、やっぱりうまいセリフが思いつかなかったらしく、カエデは表情を満面の笑みに切り替えて、両手を顔の前で交差した。

「いまのナシ！」

「バスタオルから手を離すな!!」

　すぐに僕は後ろを向いたけど……何なんだ、異世界では全裸の自分を恥ずかしがる文化はないのか!?　それともカエデがちょっぴりおかしな人だってことで納なつ得とくしなきゃいけないのか!?

「この会話の流れはナシにしよう！　自信満々に恋のアドバイスをしてくる年上って、ものすごくめんどくさい人なイメージだしさ！」

「合ってる」

「あれだよ、そっぽを向いてテレビでも観みながら、だけどすべてを見透かしているようにぼそっと深ーいセリフをこぼす……そんなポジションを狙ねらいたい」

「カエデはどうしてそう逆風に向かってひた走るのかな」

　むちゃくちゃ言うな。

　カエデにそのポジションは無理。

「というわけで、恋のアドバイスはボクの頭の中に名言が生まれるまで待つことにして……事件解決のための相談をしよう！　今晩から一緒に張り込みをしようと思うんだけど、どう思うかね、カレモリくん！」

「今日は金曜日だ……明日にした方がいいんじゃないかな。犯人は土日に動いてるから」

「なるほどなるほど！　ボクはその意見を尊重することにしよう！」

「考えるのが面倒だから全部僕にやらせようとしてるだろ……」

　足音がする。

　カエデがバスルームに向かう音だった。

　ようやく服を着てくれる気になったようでなにより。

「んじゃ、また明日ね！　キミの学校の前……いや、明るい方がいい。駅前に集合しよう！　夜の八時ね！　というわけでこの時計、もらってっていい？」

　僕に肌色のお尻を見せながら、カエデはうちの壁掛け時計を指さしていた。




　　　　＊＊＊




　駅の駐輪場に自転車を置き、駅前の通りをぶらぶらと歩いていると、向かいの道の信号の下、僕は彼女の姿を見つけた。カエデの方も僕を見つけ、大きく手を振って僕を呼んでいる。昨日と同じ健康的なホットパンツにＴシャツ。反はん世ぜを回収するための小ビンが入っているのであろうポシェットに、通信用のヘッドホン。そして袋に入れられた……〝破は擦ずれの対つい億おく〟。準備は万端、みたいだ。信号が青に変わると同時に、僕はカエデと合流した。

「また、騎士のカッコしてないんだ。あれ、お仕事用じゃなかったの？」

「〝変異者メタモルコア〟のボクに身を守る防具なんて要いらないだろ。あれは、雰ふん囲い気きづくり」

　ひ、ひどく軽いなーこの姫騎士モドキ……。元の世界に送り返してやりたい……。

「じゃ、はじめよっか。まずはこの辺りをパトロールして〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟を探す！　目は散らばった方がいい……よね？　二手に分かれて探そうか」

「分かれるの？　……連絡手段はどうするのさ」

「トップダウン方式で行こう」

「は？」

「上意下達、と言い換えてもいい。ボクが命令を下す」

「いや、上下関係を定めたかったんじゃなくて……カエデ、通信機器は持ってないの？」

「持ってるよ。ほら」

　カエデは大口を開けながら、自分の口を指さしている。

「原始的すぎるよ……」

「キミが南、ボクが北ね！　とにかく一度キミの学校まで行ってみよう。ハイ解散！」

　僕は再び横断歩道を渡り、そして道を挟んだ向かい側に位置しながら、僕らは学校に向かって歩き出した。

　駅から二百メートルくらいまでは、駅前ということで、飲食店やコンビニがたくさん並んでいる。だけどそれを抜け、横切る大通りを過ぎて、さらに数ブロック進むと色とりどりの看板はもはやどこにも見当たらなくなる。民家なのか商店なのか、貸かし家やなのか廃はい墟きよなのかわからない建物が並び、駅から一キロ先にある僕の高校まで、黒と灰色と茶色の風景だけが続くことになる。そのさらに奥には工業団地があるため、こんなサビシイ通りでも車両交通量だけは少なくない。

　これが僕の通学路だ。

　道の北側をカエデが、南側を僕が進む。お互いが見える距離を保ちながら、それとなく周囲に目を光らせては反はん世ぜを持つ者を探っている。

　駅前を抜けると、飲み屋に向かうスーツ姿の通行人の姿がぱったりと消える。現場の空気を実際に感じてみると、カエデの推論はそれほど正しくないことも理解する。僕の学校の生徒が多く被害に遭っているのは、犯人がうちの生徒だからじゃない。この時間帯にこの道を歩いているのが、うちの学校の生徒しかいないからだ。おそらくだけど、犯人はうちの生徒に恨うらみを持ってるわけじゃない……。さっきから、部活帰りの生徒がのろのろとした歩調で駅に向かう姿ばかりが目に入る。

　僕は確信する。

　やはり被害者に共通点と言えるべきものはない。

　犯人が執着しているのはこの通り……この場所なんだ。

　この道を進んでいる人間を、無差別に、冥めい界かいへと連れていく。

　ぞっとする。背中がすうと冷えていく。

　誰だれが言い出したか知らないが、噂うわさが流れるのも当然だ。これじゃまるで──まるで地じ縛ばく霊れいの棲すみ処かだ。この場所に縛しばられた亡霊が、ここで、自動車と通行人に手招きをしている。

　彼ひ岸がんからの呼び声。

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟。

　センスがあるかどうかはともかく──カエデにしては、的を射てる。

　歩いていると、道の端に花が一輪置いてあるのを見つけた。

　顔を近づけると、それが造花であることがわかる。そりゃそうだ。この時期、五月にこの花は手に入らない。この赤い花──彼ひ岸がん花ばなは。

　そういえば、ここに来るまでにも一度見ているかもしれない。花を見るのはこれで二か所目だ。

　もしかして、誰だれかが供えたのか？　もしかして、この一連の交通事故の被害者に手た向むけて？

　……いったい誰が？

　駅から離れ、学校を過ぎ、それでもカエデは進んでいく。だけど犯人らしき人物は見当たらない。そのせいか僕はずっと、犯人よりもむしろ花の方に注意を向けていた。

　道路の右に左に、花はたしかに供えてある。最終地点に辿たどり着いた時、つまりはカエデが足を止めた時までに、僕は五か所で花のお供えを見つけていた。一か所を除いて、他ほかはすべて赤い造花の彼岸花だった。駅に一番近い場所の花だけが、白い花だった。

　学校の近くまで来ると、これより先に犯人はいないと考え、カエデが道路を横断し僕の方に駆け寄ってきた。

「どう？　アヤシイ人、いた？」

「いなかった。カエデしか」

「バカヤローぅ」

　気安いなーカエデは。

　性格にも言葉にも裏表がないから会話が楽で仕方ない。

「てゆーかカエデ、探してる？　フツーに歩いてるだけじゃない？」

「目じゃなくて鼻で探してんの。この通りはやっぱり反はん世ぜのニオイが強いよ。でもどれも古いモノだね。新しいニオイはなかったなー。今夜じゃなかったのかも」

　雑な探し方だなー……。

　おそらくこういう人物だろう、みたいなアタリをつけることもない。

　方法は悪くないと思ったけど、実行手段がこれじゃあちょっと不安だな……。

「カエデは、なんだかのんきだなぁ」

「そう？　ボクに言わせれば、カレモリの方がよっぽどのんきだよ」

「僕が？」

「この反はん世ぜ人にんは人じん面めん獣じゆう心しんの殺人者だよ？　侮あなどっちゃまずいぜ、少年」

　うーん。

　カエデに言われるとイマイチ真剣になれないなぁ……。

「あっ、そういえば！」

「何か手がかりあった!?」

「手がかりじゃないとは思うんだけどさ、造花が供えてあったんだよ」

「花？　ああ、赤い花？　あれはボクが置いたんだ。反世のニオイが強いところに。事故現場、または反世の行使された現場」

「カエデが？」

「だ、ダメだった？」

　ダメじゃないけど。

　カエデは常に自信たっぷりな様子だけど、自信なさそうにしている時の方が可愛かわいいなぁ。

「カエデにしては気が利きいてると思ったよ」

「あー、変なオッサンに怒られたんだよ。適当な黄色い花を供えておいたら、こっちにしなさいって。仕方なくそのオッサンから花を買うことにしたんだけどさ、なんとびっくりボクはサイフというものを持っていなくて。買えなかったから獣狼型ビーストフオルムに変身したらタダでくれたよ」

　……そりゃあびっくりだ。

　殺人犯は捕まえられなくても、造花の押し売りはやっつけたってわけだ。

「だから事故現場に造花を供えておいたんだ。四か所すべてにね。良い目印になったろ？」

「……四か所すべて？」

　献花は五か所にあったはずだけど……？

「んんん～、二人がかりでもすぐには見つからないか。しゃーない。もっかい駅まで戻って、今日はそれで終わりにしようか、少年」

「うん。事故が起きないならそれに越したことはないしね」

「何言ってんだ。事故が起きなきゃ犯人を捕まえられないぜ」

　不謹慎極まりないカエデのセリフを、僕は無視した。

　きっとカエデは、自分が軽口をたたいたって自覚もないだろうから。

　駅までの復路においても、僕の興味は献花にあった。だんだん足が疲れてきたけど、まだ頭は働く。五つ目の献花……さっきの場所……あれがどうしても気になるんだ。

　横断歩道の向こう側。カエデの歩く北側にあった献花。

　僕はそれを再び見つけて、足を止めた。

　どうする？　あっち側に行ってみるか？




　…………。




　行こう。直接調べたい。

　僕が赤信号を待っている間、カエデは歩みを止めることもなくすたすたと、僕との距離を遠慮なく離していく。鼻に意識を集中させているせいか、僕の動きには気づいてもくれない。

　辺りはもうかなり闇やみが深くなっていた。信号機の光が黒い背景に色濃く浮かんでいる。

　今夜はずいぶんと星が遠い。控えめな光は決して街を刺激しない。

　横断歩道を渡った先。近くの商店の邪じや魔まにならないよう、建物と建物の隙すき間まに置かれた白い花。その前には、先客がいた。

　誰だれかは知らないけど、老人だ。献花に向けて手を合わせている。交通事故被害者の遺族か何かだろうとすぐに察する。僕は彼を刺激しないようゆっくり隣に立ち、そして一緒に手を合わせた。

「……ヒデキの友達かい」

　しわがれた声が僕にそう問う。

　ヒデキという人物を、僕は知らない。

「いいえ。痛ましい事件があったと聞いて」

「……事故だ。大学生の孫が、酒に酔ってふらついてな」

　そこまで言うと、老人は再び目を閉じて手を合わせた。

　孫の死を弔とむらう老人。

　その心境を、僕は理解することなどできないだろう。

　話を聞くべきじゃなかったかもしれない。

　これは僕にとっての対岸の火事。

　首を突っ込んでも、僕は言うべき言葉など持たないのだから。

　戻ってカエデを追おう。

　そう思ったその時──何かが僕らの前を横切った。

　黒い何か。突風のような、動物の影のような、素早い何か。

「なんだこれ……わっ!?」

　それは僕らの視界を塞ふさいだかと思うと、一瞬にしてこちらに覆おおいかぶさってきた。

　黒い壁が突っ込んでくるような映像に、僕は思わず目をつぶった。

　僕の意識を置き去りにして、〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟だけが真っ先に反応した。僕の体から火花のように、反世による拒絶反応が迸ほとばしっていた。

　火花がその黒い影を拒絶する。黒い影──僕にはそれが、砂のように見えた。黒い砂。意志をもって、形を成して人を襲う砂。

　ようやく火花がおさまった時、そこではじめて僕は自分の隣から老人がいなくなっていることに気づいた。

　どこに行った？

　さっきの黒い砂はなんだ？

　僕は振り返った。その向こうに、見てはいけないものを見た。

　道の向こうから。

　赤信号の奥から。

　誰かが、何かが、僕らに向けて手を伸ばしているのを。

　黒いフード付きのパーカー。スウェットのようなラフな服装。そして存在しない右腕。

　片腕の男。その肩口で……さっきの黒い砂がうごめいている。

　そして僕は、黒い手に引かれて道に身を投げ出した老人の姿を、視界の隅でかすかに認識していた。

「──あっ」

　僕の目の前で。

　僕の世界の、ちょうど真ん中で。

　老人は、時速六十キロで走る大型トラックと正面から衝突した。

　あまりに一瞬の出来事で、僕はそれを目で捉とらえることができなかった。

　だから代わりに、僕の中には音が残った。

　老人の体と車が衝突した時の鈍い音が。

　命の途切れる音が。

　造花の彼ひ岸がん花ばなでは感じることのできなかった恐怖が──フィクションのようなキレイさなどかけらもない、現実味あふれる死の音が、僕の中身を強引に揺さぶっていた。

　あれだ……!!

　あの黒い腕……!!

　あの能力が交通事故を作り上げた……!!

「見つけたぞコラァ───!!　ボクの獲え物ものだァ───!!　っしゃ──!!」

　奇声とともに、カエデが現れた。

〝破は擦ずれの対つい億おく〟を軽々と構え、僕とヤツの間に、道路のど真ん中に堂々と立つ。

「カレモリ、下がってろ!!　後はボクがやる!!」

　さ、殺人犯かもしれない男の前で本名を口にするな……!!

「この世界には存在しない、その伸びる黒い腕……間違いない、反はん世ぜだな！　立てば爆薬座れば豪ごう胆たん、歩く姿はカバチタレぇ!!　貴様の夢を終わらす牙きばは、『変形生物シエイプブレイカー』にして『咆哮狼ハウリングウルフ』、異世界の空よりやってきた正義の使者!!　このカエデ様が相手だっ!!」

　カッコつけてる場合じゃないんだってっ……!!

「カエデ、気をつけて!!」

「まっかせろぃ!!　チャンスだぜ!!　この英雄になるチャ～ンス!!」

「そんなお気楽なバトルの空気じゃないんだよっ!!　真剣にやってよ!!」

「わかった任せろアバヨ少年!!　あとはボクにまっかせろぉーい!!」

「う、うん！」

　悔しいけれど、カエデに任せるしかない。異世界人で、敵と戦う覚悟のできているカエデに頼るほかない！

　くそ、まさか僕が狙ねらわれるなんて!!

　……いや、違う……!?　もしかしてはじめからこのためか……!?

　誤解していたのは僕の方……!?　僕の、カエデの作戦に対する誤認か……!?

　二手に分かれたのは、監視の目を広げるためじゃない。

　それぞれを囮おとりにして、敵に狙ねらわれやすくするためだ──！

　あの異世界狼おおかみっ……!!　〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟がなければ、僕はいま死んでいた!!

　巻き込まれていた──どっちが？

　犯人に狙われていた──どっちが？

　カエデは僕を相手にした時と同じように〝破は擦ずれの対つい億おく〟を構え──そして愚直に突進した。

「もらったァ!!」

　カエデの〝破擦れの対億〟が、敵の黒い手に刺さった！

　あの巨大な針は反世を奪う効果を持つ!!　これで戦いはおしまいだ!!

「……あれっ？」

　ところが、そうはならなかった。〝破擦れの対億〟は敵の右腕を突き刺すどころかそのまま貫き、右腕を本体から切り離した。

　敵の腕を、斬きり落とした。
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　さっきまで動き回っていた黒い腕を、カエデが呆ぼう然ぜんと眺ながめている。

　するとそこに、次の腕が現れた。そしてカエデの首元を摑つかみ、そのまま彼方かなたへと投げ飛ばしてしまった。なんだ!?　あのパワーは……!?

　そうか、そういうケースもあったんだ！　通行人をあの腕で引き込み事故に巻き込むやり方だけでなく──走行中の車の進路を無理矢理曲げて、通行人に突っ込ませるやり方もある！　つまりアイツの力は、自動車の馬力にも対抗しうるような力ってことだ！

　ち、力じゃ対抗できない……！

　腕力じゃダメだ、竹刀しないなんて持ってたってきっと意味がない。

　止めるには〝破は擦ずれの対つい億おく〟しかない！

　あれで、敵の力の源泉たる反はん世ぜそのものを刈り取るしかないんだ！

　だけどさっきは失敗した。

　なぜだ!?

　僕は即座に仮説を立てる。

　腕を斬きってもダメなんじゃないか……!?　敵の右腕は、反世だ。反世によりつくられた……作り物なんだ！　だからあれに〝破擦れの対億〟を突き刺しても意味がない。反世に突き刺すのではなく、反はん世ぜ人にんに突き刺さなくては……!!

　投げ飛ばされたカエデは、〝破擦れの対億〟を道に落としていった。つくづく落とし物の多い子だ……！　転がってきた〝破擦れの対億〟を、僕は震える手で慌あわてて拾い上げた。

　敵を攻撃するための〝破擦れの対億〟があり、黒い手を退けるための〝拒きよ絶ぜつの反世〟がある。僕ならあの黒い手に対応できる……!!　あの殺意を拒絶できる!!

　だけど──対応して、拒絶して、それから……どうするんだ？

　頭は不自然なくらい回ってる。だけど体の方は微動だにしない。

　何かが僕を抑えつけてる。見えない力が。恐怖という名の鎖が。

　カエデが正しかった。

　これはミステリの世界なんかじゃない。

　バトルで、ストラグルで、ヴァイオレンスな世界だ。

　僕のものではない世界の、異世界の、出来事だ。

〝破擦れの対億〟。竹刀とは握りが違いすぎて、うまく構えられない。

　ど、どうすればいい。武器を握って、刃物を手にして、僕はどうすればいい!?

　体が動かない。

　敵も──〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟も、横断歩道の向こうで微動だにしない。

　僕らはにらみ合う。僕らは向かい合う。

　だけど、それでも、どうしても僕の体は動かなかった。

　車道を走る車なんて一台もないのに。

　信号はいつの間にか青に変わっていたというのに。

　僕はそいつの顔を見た。そいつは道の向こう側で、はっきりと僕をにらんでいる。男。思ったより若い。たぶん二十代。彫りの深い顔。見覚えはない。……顔を隠していない。はっきりとこちらに顔を向けている。その視線には、明確な殺意が含まれている。

　道路の向こうから、そいつは僕に言葉を投げかけた。




「──救えないなら手を伸ばすな。殺せないなら手を出すな」




　深い声。その言葉だけを残して、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟は闇やみの中に消えていった。

　戒いましめのようなそのセリフは、いつまでも僕の頭の中で反響していた。

　僕の耳に、ひどく不愉快な余よ韻いんを残して。

　僕の世界に、いつまでも止やまない波紋を残して。
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　僕は立ち尽くしていただけだった。

　あいつが走って消えるまで。〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟が見えなくなるまで。

　カエデがあいつを追うのも、僕は見送るだけだった。

　それからしばらくして、どこからかパトカーの警報音が聞こえてくるまで、僕は何も考えることができなかった。首を回すこともできなかった。少しでも目を動かせば、再び死体が視界に入ってしまうような気がしてた。

　事件の関係者。そんな風に呼ばれるのは真っ平だ。だから僕はその場を離れ、駅の方に──できるだけ光に近い場所に走っていった。逃げたのは、他ほかでもない僕の方だった。

　駅前の駐輪場。僕は自分の自転車を探す。どこに置いたか、しっかり覚えていたはずなのに。頭が働かない。他人の自転車に何度も足をぶつけて、その度たびに僕は転びそうになる。やっと自分の自転車を見つけた時、僕は自分の中で膨れ上がっていた嘔おう吐と感かんをはじめて自覚した。気持ち悪い。気持ち悪い。頭の中ではずっと音が鳴っている。死の音。死の音。衝突音。ブレーキ音。──救えないなら手を伸ばすな。殺せないなら手を出すな。

「くそっ!!　うるさい!!　うるさい!!　うるさいんだよっ!!」

　誰だれにともなく僕は叫んだ。

　だけどどれだけ大きな声を出しても、その音は止やまない。

　消えない。消えない。離れられない。

　──離れられない。

　あそこは通学路だ。僕はあと二年、あの道を通って学校に通うんだ。

　通学路。いつもの道。いつもの──。

　僕の日常。僕の感覚。僕の世界──。

　もう戻ってこない。

　もう……戻ってこない。

「逃げられた」

　声に反応して顔を上げると、下半身はスライムで上半身は人間という不思議な生き物がそこにいた。

「いや、ボクが逃がしてやったと言えなくもないか」

　カエデだった。

　血の臭においはしなかった。〝破は擦ずれの対つい億おく〟の針先には、コンクリートか何かの破片らしい白い粉がついているだけだった。

「カレモリは？　ケガない？」

「……とりあえず人間に戻ったら？」

　言われてはじめて気がついたのか、カエデは慌あわてて路地裏に隠れていき、戻ってきた時には二本の脚が生えていた。どこに隠していたのか、ホットパンツをきちんとはいていた。

「ホントもーちょっとだったんだけどさ！　あの目め障ざわりな黒い右腕をまずはぶち切ってやろうと思ってさ、獣狼型ビーストフオルムで嚙かみついたところまではよかったんだよ。ところがあの右腕、たぶん痛覚の神経が通ってないんだよ！　いくら嚙みついても効きゃしない！　いやー勉強になったね！」

　僕の気持ちなどおかまいなしに、変わらぬ調子ですっとぼけたことを言う。

　僕と同じものを──もしくはそれ以上のものを──見ているはずなのに、カエデは何ら変化を見せない。そのことがなぜか、僕をひどく苛いら立だたせた。

「あ、ちなみにあの黒い手、〝誘いざないの反はん世ぜ〟と呼ぶことにしたから。反世の名前は発見者が自由に決めて報告書に書くことになってるんだよねぇ。〝拒きよ絶ぜつの反世〟もボクが名付けたんだけど。〝行ゆき詰づまりの反世〟だけは友達が──」

「カエデ」

「ん？」

「人が死んでるんだよ？　どうしてそんなにふざけていられるの？」

「別にふざけてないけど。いつも通りだよ」

　カエデは平然と答えた。

　平然と。平然と。平然と！

「なんでいつも通りでいられるんだって聞いてるんだ！」

「なんで……って……？」

　カエデが眉まゆをひそめて僕に問う。彼女には、本当にわからないんだ。

　僕の苛立ちが。僕のショックが。

　人の死を目撃し、それが殺人であることを理解し、それでいてなお、僕の気持ちがわからない。だって、だってカエデと僕とでは──世界が、違うから。

「説明しておいたじゃん。もう死人が出てるって。ボクはそれを知っていてこのキャラでいるんだからほっといてよ」

「ゴメン、カエデ……僕はもう協力できないかもしれない」

「は!?　なんで!?」

　その反応はまさしく……まさしく、異世界を感じさせた。

　僕は唐とう突とつに理解した。腑ふに落ちた、と言ってもいい。

　この違和感は、カエデが非常識であることから来ているんじゃない。ただ単純に……カエデが、世界観と合わないんだ。

　彼女の存在が、僕の世界にとって異物にすぎるんだ。

「こういうのは……僕には向いてなかった」

「ちょっと待ってよー。向いてるヤツなんていないって。死に慣れるなんて誰だれだってムリさ。死しに神がみが隣にいる生活なんて誰だってイヤだ。だからって逃げるの？　その場から離れるだけで、何かが解決するっていうの？　やるしかないんだよ。わかるでしょ？」

　わからないよ。

　わからないよわからないよわからないよ!!

「敵の顔は見た。今度は後手に回らずに済むかもよ？　チャンスなんだよ！　なんでここで退ひくって選択肢になるかなぁ？　戦わない？　カレモリ、それは、逃げですらないよ。何もしなけりゃ、何も変えられないんだから。挑む前から逃げるだなんて、そんなのはただの──拒絶だよ」

　拒絶する。

　距離を置く。

　自分の世界に閉じこもる。

「拒絶の適性。だからキミは、拒きよ絶ぜつの反はん世ぜに適応しちゃったんだぞ」

　拒絶の性質。

　臆おく病びような単極磁石モノポール。

　反世は人を体現する。

　……それが、何だっていうんだ。

「カエデにはわからないよ。カエデは結局のところ、異世界人でしかないんだ。異世界からの旅人でしかないんだ」

「……うん」

「僕の言いたいこと、伝わってる？」

「……否定的なニュアンスであることだけはわかった」

　それ以上は伝わんなかったか。

　可愛かわいいなカエデは。

　いまの状況、わかってる？

「カエデが求めてるものと、僕が求めているものが違いすぎるんだよ。僕は君に与えられない。君が欲しがってるものを、僕は用意できない」

「ボクが、何を求めてるっていうの？」

　カエデはわかってない。

　おかしなことだ、いつも自分で言ってるじゃないか。

　いまのナシ、いまのナシって。

　逃げてるのはどっちだ。

　僕は壊れてしまうのを避けてるだけだ。

　変化を拒絶して何が悪い。

　僕はカエデみたいに、それにすがりたくないんだ。

　カエデが求めてるもの──セカンド・チャンスに。

「セカンド・チャンス。僕は僕のいまを、否定したくないんだよ」

　いまのナシ、なんて言えないんだよ。

　一度異世界と交わったら……もう戻れないんだよ。
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「……言い過ぎた」

　やってしまった……あれじゃただの八つ当たりだ……。

　自分の部屋のベッドの上で、僕は仰向けに寝転びながら、後悔の念と戦っていた。

　もしかしたら、僕も悪かったかもしれない。という可能性も捨てきれない。と思っても罰ばちは当たらない。という気持ちになるまで、まるまる五日もかかった。僕は顔を横に倒して、壁にかけられたカレンダーを見る。

　週末になればまた、人が死ぬのだろうか。

　週末になればまた、アイツは人を殺すのだろうか。

　カエデに対して言い過ぎたこと。自分の中でその重要度を上げて、そればかり考えることで、死を目撃したことについては考えないようにしている。

　もう関かかわりたくない。イヤな思い出にはなるけれど、これで逃げられるならそれに越したことはない。

　だけど、そういうわけにもいかない。

　拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ。

　これが僕の体の中にある内は。

「〝拒絶の反世〟……どうしてこんなものに僕は……」

　適応してしまったのだろうか。

　触らないようにする能力。触れることで発動する能力。人と距離を置く力……。

　──距離を置く。

　エリアクッション。

　巻き込まれないようにする力……。

　反世はあれから一度も発現していない。

　僕は五日間、誰だれとも触れてない。言葉にしてみると、かなりさびしいヤツみたいに思えるな。

「あっても困らないじゃないか。他人から逃げることを……はじめから僕は進んでやってるんだから」

　自じ嘲ちようする。

　笑ってくれる人はいない。

　不快感だけが胸の内にたまっていく。

「…………くそっ！」

　僕は天井に向かって、枕まくらを投げつけた。

　ところが枕はまっすぐに飛ばず、ベッドの隣にある本棚にぶつかってしまった。そして本棚の上に埃ほこりをかぶって置かれていた地球儀にぶつかり、それと一緒に僕の顔の上に降ってきた。

「わ、わ、わ、わ、わぁ!!」

　僕はとっさに目をつぶり顔を手で覆おおった。

　だけど痛みは、いつまで経たっても来なかった。

〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟がバチバチと蒼あおい火花を散らして、地球儀と枕をベッドの外に弾はじき出していたからだ。

　壊れた地球儀を見つめて、僕はぽつりとつぶやいた。

「人間以外も……？　いや……触らなくても……？　そんな使い方が……？」

　考えてみれば、僕は〝拒絶の反世〟を厄やつ介かいなシロモノと決めつけ、極力使わないよう、出来る限り考えないようにしてきた。

　そいつはつまり。

「他ほかならぬ当事者だってのに……僕は〝拒絶の反世〟の法則性をいまだに見つけようとしてない……。僕は〝拒絶の反世〟すら拒絶してたってことなのかな……」

　この力を、当然のルールとして享きよう受じゆしている異世界がある。

　そしてそこには、そのルールに逆らえず生きている人たちがいる。

　拒絶の力。接触を拒む力。すべての人間がそれを持っている世界はいったい、どんなものなんだろうか。

　僕は想像する。

　臆おく病びような単極磁石モノポール。

　クッキーがたくさん入ったプラスチック紙の箱。そのフタをひっくり返してテーブルに置く。僕はその中に、丸い磁石を置いていく。一つ一つ、時間をかけて増やしていく。おはじきのような、袖そでのボタンのような小さな磁石だ。だけど磁石はどれも引き合わない。すべてがＳ極だからだ。

　Ｓ極の磁石は反発し合い拒絶し合い、一定の間隔を空あけて安定を目指す。誰だれとも近寄らず、誰とも触れることなく、それでいて強い反発を食わない場所で落ち着くことを望んでる。

　時間とともに、Ｓ極はどんどん増えていく。フタの底は見えなくなっていく。次第に、すべての磁石が安心できる距離を置くにはスペースが足りなくなってくる。望む望まないを問わず、触れ合わざるを得ない磁石が現れる。反発する力は決して失われていない。拒絶の意志はまったく薄らいでなどいない。

　磁石は積み重なっていく。上に下に、隣に横に、磁石と磁石が押しつけ合う。

　反発と反発と反発。

　拒絶と拒絶と拒絶。

　臆おく病びようなＳ極は、もう言葉を発することすらできない──。

　……もうイヤだ。

　考えたくない。

　逃げることはできない。それでも人は、勝ち続けることなんてできない。だから次へ向かう。新しい場所で自分を試す。次へ。次へ。セカンド・チャンスを求めて旅をする。

「結局、カエデの方が正しいってことなのかもしれない……」

　僕は思い浮かべる。カエデのことを。

　…………。

「いや、やっぱりカエデの方が正しいとは言いきれないかもしれない……」

　カエデだし。

　だけど、先日のあれは僕も悪かった。と言えるところがあった。かもしれない。

　謝りたい。このわだかまりをまずなんとかしてしまいたい。

　それからだ。それからでいい。〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟について──僕のことについて、悩むのはその後で。

　まずは事件について。

　もう一度だけ、自分で考えてみよう。

　……いや、もう一度なんてのは噓うそだ。僕は一度もこの事件に向き合ってはいなかった。カエデのメモに補足的な意見を述べただけだ。僕自身はこの事件に、この犯人に、一度も向き合っていなかった。

「まずはそこからだ。カエデに謝る前に、カエデと対等な関係に戻る前に、やらなきゃ」

　顔と性別、それに年代までわかってるんだ。犯人……あいつに当たるのもそう遠くはないだろう。記憶が新しいうちに、次の事件が起こるより前に、突き止めなくちゃ。

「でもどうやって？　手掛かりは？　……んー…………あ、花だ」

　五つ目の献花！

　あの道では、すでに五つの事件が起きていた。僕がおじいさんと一緒に攻撃されたあの時のは、五回目でなく六回目だった。そう仮定してみるのはきっと悪い考えじゃない……。

　僕は直感する。

　閃ひらめきで事件を照らしてみる。

　あれが交通事故での被害者への献花なら、おそらくあれが最初の事件。カエデの鼻で捕ほ捉そくできなかった事件。つまり、反はん世ぜが関かかわっていない事件だ。〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟のヤツは、たぶんその事故に関わってる……。

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟の特徴を考えればそうなる。特定の道路と特定の殺し方にこだわる殺人者。その道で、その死に方で、何かの事件が起きたのであれば……犯人と関わりがあると考えるのが普通だ。

「顔写真でも載ってれば、五つ目の献花とアイツの関連がわかる……インターネットか……当時の新聞ならなんとか……。明日、図書館に行って調べてみよう……」

　あの男の写真さえ見つければ、事件と〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟を結び付けることができる。うまいこと名前と住所さえ摑つかんでしまえば、あとはカエデに任せることができるはずだ。

　そうだ。

　それくらいの手て土産みやげを用意できれば、素直に謝れるかもしれない。
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　金曜日になり、授業を終えて、僕はまっすぐに図書館へ向かうことにした。

　市立図書館までは、学校から歩いて十分ほど。五時には閉館してしまうので、調べる時間はあと一時間半しかない。今日中に調べなければいけないことでもないが、時間をかけたいことでもない。心なしか歩みが速くなる。どういうわけか気が逸はやる。ところがそんな僕に、後ろから声をかけてきた人がいた。竜りゆう兄にいだった。

「おう」

「竜兄……？　部活どうしたの？」

「休む。それよりお前は。どこ行く。家の方向はこっちじゃねーだろ」

「あー……ちょっと図書館に行こうと思って」

「そうか。じゃあ図書館でいい。俺おれも行くぞ」

　そう言うと、竜兄は黙って前を歩き出した。いいからついてこいと、その背中が僕に乱暴な命令を下してる。

　どこかムッとしているようにも見えるけど、こんなに静かじゃ怒ってるわけでもなさそうだ。

　不可解な行動。竜兄の口数が減ることなんてめったにないのに。竜兄がヘンな行動を取る時は決まって煽あおりに何かあった時だけど……煽に何かあったのかな。それなら僕も、協力は惜しまない。

　訊ききたい言葉を喉のどの奥に押し込めて、僕は竜兄の後を追うことにした。




　この街の市立図書館は一般的なものよりすこぶる規模が大きい。蔵書数もハンパじゃない。聞いた話によると、古ぼけた図書館を建て直そうとした時、隣の市との競争になったんだとか。利用者数とか利用者層とか、そういうことをすべて無視して、仲の悪い隣の市長に一泡吹かせるためにこのドでかい図書館は作られたんだ──ってのが市井しせいに流れる風説だった。

　ホントのところはどうだか知らない。誰だれかの個人的な感情が、広く周囲を巻き込むなんてのは迷惑千万だ。だけど、おかげで便利な……少々便利すぎる図書館が作られたのだから、感謝すべきことなのかもしれない。肝心なのは、いくら個人的な感情であっても、いくら孤独な行動であっても、それには他人への影響があるってことだ。

　それはともかく、ここは図書館だ。会話を楽しむには向いてない。

　僕らは自販機で適当なジュースを買って、入口前のベンチに腰掛けた。

「で、煽あおりに何があったの」

「煽？」

「竜りゆう兄にいがマジメな顔をしてる。ってことは、煽に何かあったんだろうなーと思って。違う？」

「違ちげぇよ、煽なら駅前でお祈りがどうとか言って先に行っちまった。いまはお前だ。お前のことだ」

　僕のこと？

　なおさらわからない。竜兄に何か言われなきゃならないことがあっただろうか？

　竜兄が僕の目をじぃと見つめてくる。まるで僕から話を切り出すのを待っているかのように。そんな目をされても、何について話せばいいのかわからないよ……。待ちきれなくなり業ごうを煮やして、竜兄は手にした缶コーヒーを一気に飲み干した。僕はまだ、コーラのプルタブにすら手を触れていなかった。

「単刀直入に訊きくぜ。お前、何か悩んでることがあるだろ」

「……………………え」

　間の抜けた声が出た。

　竜兄の言葉が、あまりにも意外だったから。

「わかるぞ。学校で見かけた時、様子がおかしかったからな。十年も前から、俺おれたち兄妹きようだいはお前と親友やってるんだぞ。お前が悩んでるのはすぐにわかる」

「…………」

　僕が煽のことで三年も悩み続けているのを、まったく気づいてくれなかった男が言うと説得力があるな……。

「あー……うん。悩み、か。ないと言ったらウソになる、けど」

「ほらやっぱりな！　話してみろ、俺に！」

　竜兄が迫力満点に迫ってくる。

　万が一にも触れられないよう、僕はわずかに後ろに下がる。

　ど、どうしよう？

　正直に話そうか？　でもどうやって？　ある日突然反はん世ぜと呼ばれる不思議な力に目覚めて、でもそれは持ってるだけでもなかなかに厄やつ介かいなシロモノで、解放されるために僕は、異世界からやってきた奇妙な女の子と一緒に、反世を利用した殺人者を止めようとしているんだって？

　そして人の死に出会い、ショックを受けて、状況を改善してくれるかもしれないただ一人の女の子に八つ当たりをして困ってるって？

　聞かせられるわけがない、そんな話。

　何も言い出せない僕の態度にシビレを切らして、ついには竜りゆう兄にいの方から話を切り出した。

「枯かれ森もり。剣道と殴なぐり合いの違いは、なんだ？」

「え？」

　剣道と殴り合い。竹刀しないか拳こぶしか。

　どっちにしても竜兄は無敵。

「えーと……防具の有無？」

「違う。間合いだ」

　間合い。

　竹刀の長さは一メートルちょっと。

　その長さが生む彼ひ我がの距離。

「お前は昔からずっと間合いの取り方が下へ手ただった。どこまで踏み込めば自分の身を危険にさらすのか、どこまで近づかなければ自分の手が届かないのか、その判断がヘタだった」

　それは、ずっと僕が悩んでいた問題だ。

　対岸の火事。燃え移らないで済む距離。

「距離感……」

「そうだ、距離感だ。それを武器にするためには、自分だけでなく相手の間合いを測らなきゃダメなんだ。自分の世界を中心に考えるんじゃねぇ。自分に世界を合わせようとしてんじゃねぇ。相手に合わせることを学べ。お前に足りねぇものはな、たった一人で、隠れて竹刀を何万回と振ったところで身につかないものなんだ」

　竜兄がいったい何の話をしようとしているのか、実のところ僕にはよくわかっていなかった。だけどそれは、兄弟同然の親友に、ものすごく大切な話をしようとしているんだろうってことだけは気づいてた。

「お前は昔から頭の回転が速かったよな。答えに辿たどり着くのも早かった。だけどそれがお前の一番の欠点だ。目の前にある答えに飛びつくな。いま見えているものが自分のすべてだと思うな。自分で出した答えがすべてだと思うな」

　反論、とまでは行かなくとも、僕にも言いたいことがないわけじゃなかった。

　それでも僕は黙って話を聞くことにした。

「いま、頭の中でお前は難しく考えてんだろう。一番適切な答えは何かって、自分の世界を中心に考えてんだろう。ごちゃごちゃしたもんを俺おれに考えさせんな。任せろ。俺が言ってやる。お前の代わりに俺が答えを出してやる」

　図書館の前のベンチで。

　僕の目をしっかり見み据すえながら。

　竜りゆう兄にいが、僕に提示してくれた答えは。

「俺はわかってる。枯かれ森もり。お前は、剣道部に戻りたいんだ。だろ？」

「……………………え」

　間の抜けた声が出た。

　竜兄の言葉が、あまりにも意外だったから。

「大丈夫だ、俺がみんなに説明してやる。いつでも戻ってこい。まだ竹刀しないや防具だって手放しちゃいないんだろ。煽あおりだってさびしがってるんだ。剣道部を辞めるなんてダダをこねてまで、お前に戻ってきてほしがってる」

　僕の口は開きっぱなしになる。

　留め金の壊れた郵便受けみたいに。

　すでにピエロが登場し、役目を終えたビックリ箱みたいに。

　……竜兄はいつも的外れだ。煽の制服が盗まれた時もそうだった。だけどいつも助けてくれる。煽の時と同じように、僕に対しても、その心配の目を向けてくれる。それがなんだか恥ずかしくて、嬉うれしくて、僕は顔を隠すようにうつむいた。

「剣道部に戻るつもりは、ないんだ」

「あ？　ちげーのか？」

「うん。いままでとは……ちょっと違うことがしたくって」

　いままでずっと拒絶していたことを。

　いままでずっと拒絶するしかないと思ってたことを。

「お前が何をするにしても、俺は応援するぜ。こういうことに関して、イギリス人は良いことを言ってる。『パンがなければ、ケーキを食べればいい』とな」

「……その心は？」

「他人のパンに手を伸ばす必要はねぇってことだろうが。お前はお前のやりたいことをやれ。イギリス人はやはり良いこと言うぜ」

「それフランス王妃の言葉だけどね……解釈間違ってるし……」

「なにっ!?」

　的外れな解釈。

　ストレートな感情表現。

　僕は、ようやく顔を上げた。

「ありがとう、竜兄。僕、行ってみる」
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　どこへ、とは聞かれなかった。

「本。借りなくていいのか」

「うん。どうせ急ぐ用じゃなかったから。それに」

　竜りゆう兄にいは笑顔だった。

　きっと僕も、そうだっただろう。

「一人で竹刀しないを振るうのは、もうやめる」
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　僕は走っていた。

　カエデがどこにいるのかなんてわかってなかった。

　でも、この道はきっとカエデに通じる道だ。人が死ぬ道なんかじゃない。

〝拒絶〟を踏み締めて、横断歩道を渡って、僕は駅に向かって走っていた。

　だけどそんな僕の軽やかな歩みを止めるように、道路は途中から通行止めになっていた。

「道路封鎖……？　違う、車両通行止めだ。じゃあ歩いていくなら大丈夫かな……」

　いったい何が起こってるんだろう？

　僕は周囲に目を配りながら歩いていく。

　駅が近くなっているということを差し引いても、人が多くなってきた。

　もっと向こうでは人だかりができている。なんだろう。何かイベントみたいなものをやってるみたいだ。

　もう少し、もう少し近づいてみればたぶんはっきりするはず……。

「先せん輩ぱい」

「……煽あおり？」

　可愛かわいく小首を傾かしげて、僕よりさらに不思議そうな顔をして、煽が僕の後ろに立っていた。

「先輩もお祈りに来たんですか？」

「いや……って、お祈り？　ここで何かやってるの？」

「近くの神社から神かん主ぬしさんを呼んで交通安全の祈願をしてもらっていたんです。最近自動車事故が続いているので、商店街の方たちがお金を出し合って、近くの神社に依頼したそうです。だから私も見物に。ほら、先輩も調べてたじゃないですか。交通事故について」

「あ、ああ、うん。まぁね」

「でも、悪あく霊りようの仕し業わざかもしれないからお祓はらいの方が良かったのかも、なんて話になってるみたいで」

「ああ。だから煽がいるのか。昔からお化けが苦手だったもんね」

「……小さい頃ころの話です」

「去年の話だろ。ホラー映画にビビりまくって、一緒に寝てくださいーって僕の家までお願いしに来たの」

「馬ば鹿かにしないでください」

「じゃあもうホラー映画とかも観みられるようになったの？」

「なってないですけど。馬鹿にはしないでください」

　……プライドの高い僕の妹。

　竜りゆう兄にいが甘やかしたくなるのもよくわかる可愛い女の子。

「それで？　煽もお祈りをしてもらおうとしてるの？」

「いえ……もうお祈りは終わったみたいですよ。ほら、神主さんはお片づけをはじめてます。それに私がここに来たのは、幽霊ではなく事故の方が気になったからです」

「事故が？　どうして？」

「……見ちゃったんです。事故。たぶん最初の事故です」

　最初の事故っていうと、五月十四日の、トラックが電柱に突っ込んだ事故か。ドライバーが即死した……。

「まだ入学したばかりで、四月の中頃かな」

　あ、そっか。

　カエデのメモの方で考えてた。僕は自分でも考えてたじゃないか。あの四件の前に、本物の事故が起きたって。

「何を見たって？」

「明るく話せるようなことでもないので」

　……ので、先せん輩ぱいに話すつもりもないです、と。

「先輩、もうちょっと近くに行ってみませんか？」

「え？　でも、もうお祈りは終わったんじゃ？」

　神かん主ぬしさんのお祈りはもう終わっている。何人かが手伝って、片付けをはじめてる。

「実はですね、もう一人来ているみたいなんですよ！　なんと、ゴーストバスターさんが特別に来ているらしいんです！」

「……ゴーストバスター？」

「悪あく霊りよう退治の専門家だとか。悪霊を退治しながら全国を回ってるそうです。一人前を名乗るための修行らしいですよ。カッコいいですね」

　わずかに興奮した様子で煽あおりが言う。

　ゴーストバスター？　なんだそれ？　悪霊退治の専門家ってこと？

　煽の背を追い僕も人だかりの方に歩いていく。誰だれかに触れないよう注意しながら、みんなの視線を集めているその場所に近づいていく。

　そして僕は見つけた。

　ドクロのイラストがプリントされたＴシャツ。

　大きなヘッドホンを首にかけ、少し短めの竹刀しない袋みたいなものを持った少女。

　そしてあの顔は………………おい。

「……あの、ヘッドホンをつけてる人は？」

「あの人がゴーストバスターですよ！　お祈りがはじまる前に、町内会長みたいな人が説明してましたから」

　カエデ…………!!

　また変な設定つけて自分なりの世界観を作り上げてる……そんな気軽に自分のキャラチェンジして大変じゃないのか……!?

　下がった神主さんの代わりに、ゴーストバスターは群衆の前に出た。そして誰かから借りた拡声器をかまえ、演説をはじめた。

「あーあー、どうも、ゴーストバスターのカエデです。このたびはァ、町内会長さんたってのご指名ということで、この通りに棲すみつく悪霊の退治を任せてもらえることになりましたぁ。カ……えーと……メープルです」

　その後ろで、恰かつ幅ぷくの良いおじさんが首を横にぷるぷると振っている。ホントは頼んでないらしい。おそらくカエデが強引に協力を申し出たのだろう。

　何がメープルだ……!!

　みんな真剣に、多発する事故が止まることを願ってここにいるというのにお前は……!!

　そして何を言うかと思えば、拡声器をかまえたカエデは思い切り息を吸い込んだ。

　まさか!?

「いるんだろ〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟ォォォォォォーッ!!　出て来ォォォォォォォいッ!!」

　耳が痛くなるほどの大声で叫んだ。

　通りにいるほとんどの人が両手で耳を塞ふさいでる。

　カエデ……！　あ、あたまわる……！

　──いや、そういう狙ねらいか!?

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟の片腕は完全に反はん世ぜと化していた！　つまり、ヤツは両耳を塞ぐことができない！　ヤツがこの場所にいるなら、左耳だけを塞いでいるはず！　これはカエデなりの策だ！

　僕はすぐに周囲に目を走らせた。

　でも、片耳だけを隠している男はそう見つからない。

　そうこうしているうちに、カエデの追撃が来る。

「明日の夜だッ!!　ボクはこの通りのどこかでッ!!　お前が間抜けな姿を見せるのを待っているぞッ!!　ボクの前に姿を見せろッ!!　次は必ず貴様の反世をいただくッ!!　いいか覚悟しておけぇぇぇぇぇ!!　…………あー、というわけで、地域住民のみなさま、しばらくの間、夜間はお外を出歩かないようにお願いします。以上！」

　なーんて、そんなことはないよね。

　……そうだよね、カエデだもんね。

「ゴーストバスターって……どうやって除霊するんでしょうか……？」

　煽あおりの素直な可愛かわいい質問に、僕は答えることができなかった。

　ざわめく見物客。ギャラリーの反応を見て、カエデは満足そうに下がっていった。人ごみを離れ、どこかに消えていく。どうやら僕には気づかなかったようだ。

「あ、もう行っちゃった。私、ちょっとお話聞いて来ようかな……」

「え。あの変な生き物に？」

「……悪あく霊りようを引き寄せない方法とか知りたいですし」

　悪霊なんかよりカエデに近づかないでほしい……！

　こんな場所で〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟を挑発するなんて、カエデはいったい何を考えているんだ。

　こんなに人がいたら、いくらでも人を殺せる……。いや、でも通りが一時的とはいえ車両通行止めになってる以上はむしろ安全とみるべきだろうか。

　……いや、待て。

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟のヤツは、殺す人数にはこだわってなかったはずだ。

　大人数を殺している、とはいえ、一度に殺してるわけじゃない。ヤツは継続的に、習慣的に人を殺している。歩行者を操り車道におびき寄せることで。または、車に攻撃し歩道に突っ込ませることで。

　歩行者は、殺しやすい相手を狙ねらってたんだろう。たまたまそこに通りがかった歩行者を。一人で歩いていて、ぼけっとしていた人を……。

　んんん？

　違う。一人じゃなかった。

　先週、僕とカエデが遭った時……あの時、僕はあの老人と二人であの場にいた。

　じゃあなんで僕らは狙われた……？

　そうだ。抜け落ちてた。いままでの事件、犯人の正体、そんなことばかりに意識を向けて、あの夜起こったことから僕は無意識に目を逸そらしてた。

　なぜ僕らは狙われた？　僕か、あの老人は特別だったのか？　犯人にとって、恨うらみある相手だったのか？　いやそうとは思えない。あの時のヤツからは、憤いきどおりを感じなかった。感情的な様子はまったく見られなかった。

　そうでないなら……あの場で何かあったのか？

　あの夜、僕と老人は何かをしてしまったのか？

　僕が何をした？

　現場にいただけだ。

　それすらも、首を突っ込んだことになるのか？

　──『救えないなら手を伸ばすな。殺せないなら手を出すな』。

　あの時、僕は誰だれも救おうとしていなかった。もちろん、殺そうともしていなかった。

　あの言葉の、本当の意味は？

　救えないなら手を伸ばすな。殺せないなら手を出すな。言い換えるならそれは──関わるなってことか？

　僕は関かかわろうとした。

　ただそれだけで……？

　それは、それはつまり──？




　耳の端に大きな音が飛び込んできた。

　音を辿たどり目を走らせると、遠く、ビルの横壁に自動車が突っ込んでいた。やたら大きな音だったと思ったら、衝突音だったのか。自動車事故……でも、あの日と違ってブレーキ音はしなかった。するはずもない。だって車は、後ろ向きに突っ込んでたんだから。

　衝突音やコンクリート壁の壊れた方からいって、かなりの勢いで突っ込んだように思うけど……バック進行で、そんなスピードで走ることなんてあるか？

　次第に、人々の口を介して情報が流れてきた。

「運転席に誰だれも乗ってなかったらしいぞ!!　悪あく霊りようの仕し業わざだ!!」

「悪霊を刺激しちまったんじゃねぇか!?」

「誰かが車と壁に挟まれてるとよ!!　助からねぇなぁ」

　無人の車。

　操られた事故。

　通行人の巻き込み。

　僕は、一人の男の顔を思い浮かべる。

「煽あおり、ここから離れた方が……！　あれ……煽……？」

　いない。

　煽がどこにもいない。

　そうだ、さっきたしかどこかに──どこに行くって!?

　カエデに話を聞きに──車が突っ込んだ位置は、さっきカエデが消えていった場所じゃないか……!?

「噓うそだ」

　僕は否定する。

　──何を？

「嫌だ……!!」

　僕は拒絶する。

　──何を!?

　僕の体はすでに駆け出していた。

「女子高生が倒れてるぞ!!」

「挟まれたのは女の子だ!!」

　人ひと混ごみを力ずくでかきわけて、僕は無理矢理進んでいく。

　水圧をかきわけ川中を進んでいくみたいに。

　倒れ込む柱を避よけつつ火事場を駆けるようにして。




「煽!!　煽!!　あお──」




　僕は躍り出た。

　事故現場の目前に。

　そして、目にした。

　その凄せい惨さんな事故の現場を。

　ぐちゃぐちゃに壊れた自動車が柱にめり込み、そしてその隙すき間まで潰つぶされている──

「ざぁーんねぇーん。アオリちゃんじゃなくてボクでしたぁ～」

「…………カエデ」

　下半身が潰つぶされている。しかし血が流れている様子すらない。軟体型スライムフオルムになって、うにうにとコンクリート壁と自動車の間でうごめいている。

「……台無しだよ」

「え？」

「あああああもう台無しだよ!!　僕の心配!!　僕の緊張!!　危機感!!　ぜんぶ台無しだよっ!!」

「あはははは、ゴメンゴメン」

　空気がめちゃくちゃになる。この子が現れると世界観がめちゃくちゃになる!!

「カエデ、無事だよね？」

「んー、強しいて言うなら、下半身に違和感がある」

「次はマーメイドに変身するといいよ」

　あははとカエデが笑った。

　いや笑ってる場合じゃないよ……。

　肩の力が抜けていく。

「まったく……って、煽あおり!?　大丈夫!?」

　見ると、すぐ隣で煽が倒れている。だけど傷一つ見当たらない。

　僕は屈かがみこんで彼女を──触ることができなかった。

「ああ、大丈夫だと思うよ。車に潰されかけてたんでボクが突き飛ばしちゃったから、ちょっと腰は痛めたかもしれないけど」

「じゃあなんで気絶してるの!?」

「ぐちゃっとサンドされたボクを見て気絶しちゃったんだよ。ちょっぴりショッキングだったのかもしれない。露出したボクの下半身が」

　あるでしょ……他ほかに言い方が……。

　気が抜けちゃってツッコミを入れる気にもなれない……。

　何も言えない僕の代わりに、盛大に反応してくれたのはまわりの人間だった。特に……さっきのスピーチでカエデの後ろにいたはずのおじさんが、誰だれよりも驚きよう愕がくを表情に示していた。

「め、め、メープルさん……!!　体が……!!」

「あ、町内会長、どーも。ハハハやられましたな。悪あく霊りようのヤツがなかなかやりやがるもんで」

「そそそそんな悠長に言ってる場合じゃないでしょう！　早く車をどかして、救急車を……!!」

「救急車はいいですから。ボクより彼女を」

「何ぃ!?　どう見てもキミが先だ!!」

「何言ってんの？　いつだって美少女が優先だよ。どこの世界でもそうだ」

「キミは、体が千切れてるんだぞ!?」

「そう見えるだけですって。あ、ちょっと引っ張ってもらえます？」

　カエデに頼まれて、町内会長さんがおそるおそるカエデに手を伸ばした。そしてその体をぐいと引っ張ってみせると、車に挟まれているはずの脚がにゅるんっとすべって落ちてきた。五十年以上は生きてきただろう彼の人生において、これほど彼を驚かせた事件は他ほかにないだろう。

　そしてカエデは再び、ドロドロになった下半身を集めて、人間の脚を作り上げた。そして平然とズボンを穿はく。何度見ても見慣れない……。地球の歴史に、僕らの遺伝子に、この情報はインプットされてないに違いない。

「なっ、なっ、なっ……!?　その体、どうなって……!?」

「何を驚く。守護霊に力を借りたのです。ゴーストバスターならこれくらい当たり前でしょ」

　全国のゴーストバスターさんに代わって僕が謝ります。

　勘かん違ちがいした一般人に下半身を千切る実験でもされたらごめんなさい。

「だけど一度力を借りるたびに、守護霊に清い少年の精をささげる必要がある。ついでに若く乳房の大きな乙女の祈りも必要なのだ……というわけでこの少年少女、借りていくぞ」

　一瞬にしてなんちゅー設定を組み立てるんだ。

　この場から離れるためとはいえ、僕らを守護霊様への供く物もつに仕立てあげないでよ。

　カエデは気を失ったままの煽あおりを抱だきかかえ、僕についてくるよう合図してから走り出した。

　僕らの背を見る町内会長の開きっぱなしの口から、言葉が出てくることはなかった。
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　煽を静かに寝かせられるところ。

　それを求めて移動してはみたけれど、そうそう都合よくお姫様を寝かせるベッドなんて見つかるもんじゃない。

　仕方ないから人目を避けて、僕らは路地に入り込んで、そこでいったん休むことにした。いくらカエデが異世界人で馬ば鹿か力ぢからを持っていても、女の子一人をおぶって長距離を移動させるのは酷こくだ。それになにより、重い重い、乳が重いとうるさい。十五歳の女の子の体に対して変なこと言うな。

　路地裏なんてところに枕まくらがあるわけでもないので、カエデは地面に座り込むと、自分の膝ひざの上にカエデの頭を載せて寝かせた。重いんじゃなかったのかよ……というかホントに寝かせるのかよ……。

「いやー危なかったね！　間一髪！　もう少しでこの芸術的なボディラインが崩れてしまうところだったね！」

　そんなことを言いつつ、カエデが横になっている煽の尻を揉もんでいた。やめい。

　僕はカエデの腕を摑つかむ。バチィッと激しい拒絶の反応を受けて、カエデの腕が弾はじけ飛ぶように引いていった。

「煽あおりに手を出すなよ」

「反はん世ぜで攻撃するこたないだろ！」

「するよ。煽のためなら全力だよ」

　カエデは腕をひらひらと振っている。痛くもないくせに。

　こないだ言ってたじゃないか。カエデは痛みをあんまり感じないんだって。

　カエデの世界の人間……『変異者メタモルコア』にとって大事なのは魂コアであって肉体じゃない。だから肉体が多少傷ついても、脳はピンチのシグナルを送ってこない……って理屈らしい。もしかしたら違うかも、とカエデが言ってたから話半分にしか信じてないけど。でも、カエデが痛がったりしないのはこれまでの経緯からわかってる。

「台無しだよ……。僕だって、真剣な気持ちでカエデに謝るつもりで来てたのに……」

　なんで笑いの方向に走るんだよっ……。

「あ、あのさ、カレモリ」

「ん？」

「ゴ……ゴメンねっ！　いや、ボクって昔からそういうの苦手でさ！　場に合わせるとか、ＴＰＯだとかドレスコードだとか……だからその、わかんなくて」

「何が？」

「タイミング。もしくは理由かな。なんでそんなにカレモリが怒ったのか、いまでもよくわかんなくて。でも、怒らせるようなことをきっと言っちゃったんだろうなーと、いままでの経験からそう判断しましてええハイ……」

　あれっ!?

「え!?　真剣な気持ちでの謝罪シーンがはじまった!?」

「だからボクの方から謝ろうとしてたんだけど……そんなことよりこの子可愛かわいいなぁ……！　アオリちゃんって名前だったよね？　前にキミの家で、キミをエロい雰ふん囲い気きで誘惑してた子だよね？　いやぁ可愛いわ」

　自分で作り上げた空気を自分で壊してからもう一度自分で作ろうとして失敗していくスタイルか。新しいな……。

「このタイミングで謝るのは多少シャクに障さわるけど……僕の方も謝るよ。前は言い過ぎたよ。ゴメン」

「うん。許すよ、村人Ａ。ボクの方もゴメンね」

　……いや、やっぱり僕の方はちょっと許せないかな。

　相棒と呼んだ相手を村人Ａ扱いするなよ。

「いやぁアオリちゃんを助けられてよかったよ。けっこうギリギリだったんだけどさ。おかげでうまく謝れた！」

　そうかい、そりゃよかった。

　他人に降りかかったかもしれない不幸を喜ぶんじゃないやい。

「……って、ちょっと待った。助けた、ってことは……狙ねらわれたのは煽あおりの方だったの？」

「うん。てゆーか、知り合いっぽかったんだよねぇ」

「知り合い……？　煽と〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟が？」

「うん。てゆーかあの場で、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟っぽいヤツを見つけたのはボクが先だったんだ。やった、と思ったよね。やっぱりあの場でのパフォーマンスが効いたんだと思うんだよ。とは言えこうも運良く見つけてしまうあたり、ボクの天命、天に与えられた運命はやはり常人とは」

「そういうのいいから！　早く説明！」

「ご、ゴメン。うん、それで、後を尾つけてたんだ。そしたらアイツ、アオリちゃんと対面して。アオリちゃんの方が、『あ、この人はたしか』みたいな反応をしたかと思うとさー、アイツ、停とめてあった車を〝誘いざないの反はん世ぜ〟で持ち上げて、アオリちゃんに向けて叩たたきつけようとしやがったんだ。危なかったからボクが間に入って助けたってわけ。間に入って。文字通り。てへ」

　間に入った、っていうのか？

　うまいこと潰つぶされた、っていうんじゃないのか？

「〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟のヤツは、あの場にいたの？」

「うん。逃げられたけど。運動音痴っぽい走り方で逃げていきやがったよ、ヤツは。無様にな」

「無様に自動車の下敷きになったくせによく言うよ」

　……これ以上カエデの言動にツッコむのはやめよう。

　もたない。僕のメンタルが。

「煽が彼のことを知っているなら、調べる手間がはぶける。このまま煽が目を覚ますのを待とう。それから対策を練ればいい」

「おー。……お!?　やる気になってくれたの!?　相棒としてこの事件を追ってくれるの!?」

「やらざるを得ないでしょ。煽が狙われたんなら」

「……そーね」

　カエデの口先には不満が現れている。

　なんでいっつもそう口を尖とがらせるのかな。

　しかもまったく僕には理解できない理由で。

「なぁ、カレモリ。先日はボクが交戦したわけじゃん。ボクが体を張ったわけじゃん」

「ん？　うん」

「そしてさっきはボクが車に潰されてまでキミのベストガールを守ったわけじゃん」

「そう……だね」

「そこはほら、『僕の相棒を傷つけるなんて許せないっ、ぜったいにこの犯人を捕まえてやるっ』て息巻くところじゃん」

「そう……かもね」

「ところがキミ何て言った？　アオリちゃんが危険かもしれないから手伝う？　バカヤロー」

　え……えええー……。

　違うよ、いまのは僕が戦う決意を固めるシーンだったでしょ……おかしいなと思ってもそこはほら、スルーしてくれないと。

「でも、カエデは死なないんでしょ。潰つぶされても死なない女の子、しかもメンタル的にもまったくダメージを受けていない君を心配しようにも……イマイチ危機感が」

　カエデが両手で顔を覆おおった。

　両手がどかされた時、カエデは眉まゆをひそめて不機嫌さを全開に表していた。

「っかしーなぁどーなってんのかなコレ。ボク、異世界人だよ？　異世界からやってきた最強のヒロインなんだよ。元の世界では落ちこぼれだけどこの世界では最強で、能力的にも知識的にも一般人をはるかに凌りよう駕がして……誰だれにも知られず世界を救おうと戦ってるんだよ」

「元の世界では落ちこぼれなんだ」

「そんな女の子がさぁ、こっちの世界に来てすぐ可愛かわいい男の子を見つけてさぁ、しかもその頭脳は参さん謀ぼう役に相応ふさわしくってさぁ、相棒として一緒に難事件を追ってるわけじゃん」

「か、可愛い男の子？」

「こんな究極的に素敵なボーイミーツガールの条件が整ってる現場で、なーんでキミはノロケてんの？」

「なんでって……煽あおりがいるからかな」

「この子は幼おさな馴な染じみなんだろ？　お向かいさんなんでしょ？　違うじゃん。ボーイミーツガールじゃないじゃん。ボーイメットガールじゃん。敗北の気配濃厚な設定じゃん。なんでもう勝負はついた、みたいな状況なの？」

　そんなこと言われても……もう勝負ついてるから。

「ボクがヒロインじゃん……どう考えてもボクがみんなに愛される最強のヒロインじゃん……ボクの知ってるすべてのゲームと小説ではボクがヒロインだよこの立場……なのになんでキミはこの巨乳妹とメロドラマやってんだよ……嫌がらせか……」

　言われてみれば……もし煽がいなかったとしたら、僕はきっとカエデに……カエデに……。…………。……いや、ないよ。カエデはない。

　僕はカエデの膝ひざの上、静かに眠る煽を見る。

　年下の十五歳。だけど僕よりずっと大人おとなびた心と体を持っている。決して触ることのできない、僕の大切な女の子。

「時々思うよ。どうして煽は、こんなにも魅み力りよく的てきな女の子になってしまったのかって」

「あれあれ？　ボクへの嫌がらせはヤメテって方向で話進んでたよね？　あれあれ？　どうしてこのタイミングでノロケがはじまるのかな？」

「煽あおりとの付き合いは長いんだ。竜りゆう兄にいと煽は僕より先に剣道の道場に入っててさ。後からきた僕に二人ともすごく親しくしてくれて、すぐに仲良くなれたよ。学年は違うけど学校は一緒だったし、家も近いし、趣味や休日の過ごし方も似ていたから仲が深まるのはすごく早かった。だから煽のことは……あの子が五歳の頃ころから知ってる。性別の違いも、血が繫つながっていないことも僕は意識してなかった。ただ家族みたいに思ってた」

「良い話だなァ。あくびが出るね。あ、ポップコーンとコーラもらえる？」

　映画じゃないです。

　現実の出来事です。

　ノンフィクションの、僕の物語だ。

　僕の世界で、本物の出来事だ。

「お互い中学生になった時……三年前かな」

「んん。ボクがカードゲームに夢中になってた歳としくらいかな」

「キスされたんだ」

　カエデが急に口を閉じた。

　代わりに目を見開いていた。

　どうしてそうエキセントリックな反応しかしないんだよ。

　場の空気をお笑いにもっていかないでよ。

「突然だった。何をされたのかすぐにはわからなかった。でも感触はいまでも覚えてる。忘れられないでいるんだ。彼女は僕からすぐに唇くちびるを離さなかったから」

「なに？　え？　自慢？　え？　そういう世界観が希望ですとかそういう要望？」

「それ以来、それまで家族同然だった煽が、妹としてしか見ていなかった煽が、突然女の子に見えるようになったんだ」

　僕は性別を意識した。

　愛だとか恋だとか、彼女だとか付き合うだとか、そういうことを意識してしまうようになって……世界の見え方が、変わってしまった。

　世界は何も変わっていないのに。

　僕にはまったく違う一日が待っていた。

「これも僕にとっては変質だよ。あの日の煽の柔らかい唇は、僕にとっての〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟だった。異世界の欠片かけらに出会い、適応し、僕は変質したんだ」

　朱しゆに交われば赤くなる。

　僕はきっかけを得て、別の僕に生まれ変わってしまった。

「ノロケにしか聞こえないんだけど。何が言いたいねん」

「この犯人も同じだと思わない？　彼は〝一粒の異物〟と出会って、反はん世ぜを得て、変質した」

「ほろ甘い思い出に浸ひたってるようには見えなかったけどなァ」

「そうじゃない……。そうじゃなくて、問題は、変質したってところだよ。変わってしまったんだ。染まってしまったんだよ。僕らはすでに巻き込まれてる。悔しいけれど、煽あおりもすでに巻き込んでる。もう、自分の世界に閉じこもってるだけでは何も止められない」

「……んん？」

「反はん世ぜは人を体現する。反世に人は影響される。まぁ、どっちが原因でもいいさ。どっちにせよ、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟は煽を攻撃した」

　煽は、敵が標的として選ぶ条件を満たしてしまったってことになる。それがどんな条件なのかはわからないけど、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟は、煽を殺すことにためらいがないのはたしかだ。

「反世の力を失っても、彼はまた同じ事件を起こす可能性がある。今度は反世ではない手段を用いて」

　朱しゆに交われば赤くなる。

　赤い染料はそう簡単に落とせない。

　赤い部分だけを切り離すことはできない。

「カエデ。今度は僕の方からお願いするよ。〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟を退治したい。僕は彼を、理解しなくちゃならない。君の手を、貸してほしい」

　カエデは微笑ほほえんでいた。

　やっと思い通りの展開になってきたことを、心底喜んでいた。

「こちらこそ、よろしくお願いするよ」

　カエデが握手を求めてきたので、僕は迷わずその手を握り返した。

　すると、ぶにゅっとした気持ち悪い触感がした。

　なんでわざわざ手だけ軟体型スライムフオルムになるんだよ……!!

　真剣な空気が台無しだよっ……!!
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　煽あおりに、すべてを話す。

　それが、僕たちの出した答えだった。

　できるだけ他人を巻き込みたくないという僕と、ここまで来たら話さなきゃ危ないだろというカエデの論争は熾し烈れつを極めた。論理と常識を武器に知性的な意見をぶつける僕に対し、声の大きさという盾たてをもって反撃してくるカエデ。両者一進一退、なかなかの攻防ではあったが、最後にはカエデが勝者となった。

　決め手となったのは、カエデの一言だった。

　──もろもろうまく隠したうえで説明するなんて、ボクにできるわけないだろ。

　ぐうの音も出ない完かん璧ぺきなロジックだった。無理なものは無理。仕方なく僕が折れて、煽にすべてを話すことにした。

　目を覚ました煽をまず僕の家に連れていき、僕とカエデと煽、その三人でリビングに集まった。この顔ぶれでリビングに集まるのはこれで二度目だけど……当然煽はそんなこと知りもしない。あの時はカエデが狼おおかみだったからな……。

　煽に説明する役は、カエデが担当した。本当は僕が話す予定だったんだけど、カエデが勝手にしゃべり出したから仕方ない。予定、なんて難解な概念をカエデに求めた僕が悪い。

　カエデの説明は、だいたいのことを先に知っている僕が聞いても理解しづらいものすごく雑なものだったけど、煽は持ち前の聡そう明めいさをもって素早く事態を吞のみ込んだ。

「〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟……ですか」

「そう！　ここ二週間、カレモリがどうして自分に手を出さないのかなーって不思議に思ってなかった？」

「十年くらい前からずっと思ってますけど……」

　いやぁ。

　ええ？

　五歳から？

「だいたいのことは理解できました」

　煽はそう言ってくれる。たぶん後で僕のところにもう一度聞きに来ると思う。

　とりあえず煽が話を真剣に聞いてくれたのは、実践してみせたからだ。カエデが軟体型スライムフオルムに変化する様子と、僕の体から蒼あおい火花が飛び散るシーンを。理屈では追いついていなくとも、直感的に何かおかしいことが起こっているのだなとは理解してもらえたようだ。

「じゃあ、手伝ってもらえる？」

「はい。先せん輩ぱいのお願いですから、もちろん協力させてもらいます」

「やったーアオリちゃーん！」

　説明義務を一通り果たしたと判断した途と端たん、カエデが突然煽あおりに抱だきついた。

　どういう思考回路してるんだ……。

「ヒョー最高の抱き心地だぜー！」

「な、なにを」

「んー手塩にかけて育て上げられたのであろう高級感漂うボディがたまらないぜ！」

「何をするんですかっ！　離してくださいっ!!」

「仲間のしるしだよ。ハグくらいは当然だ。これボクの世界じゃ常識よ」

「絶対に噓うそですっ！」

「ホントだよ。カレモリくんだってしたんだよ」

「先輩が？」

「協力を誓ってくれた時に目いっぱい優しく抱きしめてくれたよ！」

「……〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟があるのに？」

　おお……煽の理解力がカエデの適当な設定を上回った。

　これぞ正論による正しき論破、煽とカエデの対決は煽の圧勝……のはずなのだが、煽の正論などどこ吹く風、カエデは煽の体に頰ほおずりをして離れようとはしなかった。狼おおかみの姿でもかなりイラッと来てたのに、人間の姿でそれをやられると尋常じゃなくムカつくな……！

「抱きつかないで……くだ……さいっ！　協力はしますから！　……もうっ。あの方のことも、私が知っている範囲でよければお話しします。ですがその前に……一つ聞いてもよろしいですか？　その……メープルさんに」

「誰だれがメープルだ。ボクの名前はカエデだ、そう名乗っただろ」

　いや名乗ってないよ。

　煽の頭の中ではまだゴーストバスターのメープルだよ。

　たくさん自分のキャラを使い分けるなら、しっかり名前も覚えといてよ。

　煽は真顔のまま表情を崩さない。他人に嫌けん悪おの表情を見せるようなことはしない。できた子だなぁ。

「気になっているんですけど……カエデさんと先輩はいったいどういうご関係で……？」

　その質問を聞いて、カエデがくすくすと笑い出した。

　感情を隠すということをしない……。

「ヤダなーもう！　相棒とは言ったけど、実は昔から陰で一緒にゴーストバスターやってきたなんてことはないってば！　あはははは！」

　たぶん煽が聞きたかったのはそういう意味ではないと思うが……。

　しかしその反応を見れば、正真正銘、カエデと僕との間に何ら特別な関係はないと理解してもらえたことだろう。これにて一件落着。……のはずなのに、カエデの口からはさらに余計な言葉が出てくる。

「でもはじめて会ったその日からカレモリはすごかったよぉ」

「……すごかった？」

　煽あおりの目が鋭くなる。

　迂う闊かつなこと言うのやめろよ……後で追及されるのは僕なんだぞ……！

「そーだよすごいんだカレモリは。ボクなんて出会って即素っ裸にされたしさー」

「自分で勝手に変身して脱いだんだろ……」

「カレモリったらホントに狼おおかみさんで」

「狼だったのは自分だろ……!!」

「ボクの体のやあらかいトコロばっかり触ってきて」

「スライムになって全身ブヨブヨだったからだろ!!」

「極めつけに、ボクの大事なものも……カレモリに奪われちゃったんだよなぁ」

「〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟は自分のミスで失なくしたんだろっ!!　僕のせいにするな!!」

　思わず激げつ昂こうする。

　焦あせった様子で煽が僕に「落ち着いてください、落ち着いてください」と繰り返してる。そこまで我を失っているわけでもないんだけど、煽には異常事態に見えたらしい。そうだよな、僕、普段こんな風に声を張り上げたりしないもんな……。でも仕方ないじゃないか……カエデの存在はかなりの異常事態なんだもの……。

　ようやく僕が落ち着きを取り戻して、つまりはカエデが軽口を叩たたくのをやめるようになってから、煽は僕らに聞かせてくれた。

　彼女が見たものを。

　一か月ほど前に実際にあったことを。

　──〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟のことを。

「かなり遅い時間でした。父と兄から帰ってこいとのメールがひっきりなしに来ていたので、十時は回っていただろうと思います。駅からはまだ少し離れていて、お店の光もまだわずか届かず、さりとて振り向いてももう何も見えないような……中途半はん端ぱな場所でした。

　車種は……よくわかりませんでした。でも、黒い車です。私がふと後ろを向くと、山の上の方から走ってきたその車は、蛇だ行こう運転をしてたのです。ライトがゆらゆらと不規則に揺れていて、傍はた目めにも危険であるとわかりました。嫌な予感がして、私は先せん輩ぱいたちと一緒に道の端に寄り、もしもの事態に備えていました。

　不吉なことというのは重なるもので、道路の向かい側を見ると、大学生くらいの男の人が一人、アスファルトの地面に手をついて倒れていました。どうやら体調を崩されたようで、口くち許もとを押さえて苦しそうにしていました。

　そしてもう一人──先程見かけたあの方がそこにいました。私には、倒れている男性に手を差し伸べているように見えました。男性が道路にはみ出るような形で倒れていたのを危険だと感じ、助け起こそうとしていたんだと思います。

　私たちは皆動けずにいました。あまりに舞台が整いすぎていたからだと思います。これから起こり得る悲劇の映像が、鮮明に思い浮かんでしまったからでしょう。あの場には死しに神がみがいたんです。そしてその死神は、私の首に手を添え、目を見開かせ、体の自由を奪っていたのです。

　悲しいことに、悪い予感は的中しました。最も恐れていた展開が、私たちの前で起こったのです。

　体調を崩していた男性はたたらを踏んで、道路に身を投げ出してしまいました。そして手を貸していた方の男性も、それに引きずられて、一緒に道路へと飛び出してしまったのです。

　車は無情にもそこに突っ込みました。強いブレーキの音、鈍い衝突の音、そういうものが聞こえてきてはじめて、私の体は自由を取り戻しました。顔をそむける、ということができるようになったのです。そしてその直後、今度はブレーキではなく急発進の音が聞こえてきました」

「急発進？」

　つい、口を挟んでしまった。

「はい。後から気づいたのですが、もしかしたら運転手さんはお酒を飲んでいたのかもしれません。もしくは免許を持っていなかったとか。それなら、たとえ通行人の方が飛び出してきた事故だとしても、警察が来たら運転手さんまでつかまっちゃいますから」

「そうだね。それくらいの事情はありそうだ」

「それに、あの場所はもう駅前商店街の手前まで来ていましたから。二人の人間を弾はじき飛ばして、片方を即死させるような速度で走っていたことがそもそもおかしかったんです」

　煽あおりの声に、静かな苛いら立だちを感じる。

　たぶんこう思ってるんだろう。あれは、起こる必要のない事故だったんだ、って。

「ほー。その、悲劇の生き残りがアイツだと。かわいそうにねぇ」

「そう、ですね」

　煽の返事の歯切れが悪い。

　きっとカエデの大ざっぱすぎるまとめ方がお気に召さなかったのだと思う。

　すごくよくわかるよ。

　いまものっすごくマジメにシリアスに煽が語ってたところだから。

　他人が作った空気までぶっ壊さなくていいから。

「具合が悪くなった友人を介かい抱ほうしてたら一緒に車にはねられた、と。不運というか、なんというか。妹の制服が盗まれたと聞いて助けに入ったらなぜか特殊能力に目覚めて巨悪と戦うことになったしがない少年の話を思い出すな」

「やかましいよ」

「しかし、それがどうして殺人願望に向かったんだろうな？」

　事故の被害者が殺人事件の犯人になる……。

　いや、彼の殺人願望が本当にその事件を引き鉄がねとしているのかどうかもわからないのに推理を進めるのはどうかと思うけど……。

「アオリちゃんは？　どう思う？」

「さっき……あの場で、お祓はらいの場であの人を見た時、私はすぐにこう思いました。この人も引きずってるんだって。彼を助けられなかったことを、いまでも悔いてるんだって。だから、あの人が本当に自動車事故を引き起こし続けているというのなら……それはやはり、弔とむらい合戦を意味するのではないでしょうか」

「なるほど……ラヴな関係だったと思ったわけだ……その二人の男が……」

「違います。断じて」

　助けられなかったことを悔いている……。

　助けられなかったことを苦しんでいる……。

　そんな人間の体現があの反はん世ぜ……？

　どこか腑ふに落ちない。

　でも車の狙ねらい方にはあたりがつけられるようになった。黒い車、危険な速度で走っていた車、事故時と同じ種類の車……その辺に着目すれば、共通点を探り出せるだろう。もうそんな段階じゃないけど……。

　情報はそろった……とは言い難がたい。

　だけど、もう時間はない。後は思考を深めていくだけだ。

　……なんだけど、僕の思考を妨ぼう害がいするかのように、カエデが口を挟んでくる。

「で、アオリちゃんから話を聞けて、情報は手に入れたわけだけど。どーするのさ、カレモリ」

「……指揮を執っているのは先せん輩ぱいなんですね。力があるのはカエデさんの方なのに」

「アオリちゃん。ボクが指揮を執るべきだと思うの？」

「思いませんけど……」

　僕も思いません。

　煽あおりと僕は一心同体。

　カエデに対してはまったく同じ感想を抱いだいている……。

「日時はすでにカエデが指定した。〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟があの場にいたなら、挑発からはたぶん逃げない。素直に行こう。明日の夜に、あの通りへ。話を聞いた限りじゃ、説得に応じてくれる余地がありそうだ。人を助けようとしてたんだろ、それなら元々極悪人ってわけでもないだろうしさ。タガが外れて暴走してるってことなのかもしれない。なんとか、明日中の解決を目指そう」

「うんうん！　うまくいったらカレモリの反はん世ぜも取ってあげっからね！」

「……ああ、そうやって先せん輩ぱいを協力させてたんですね……」

　もうためらう必要はない。

　カエデの登場、〝拒きよ絶ぜつの反世〟の適応、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟との対決……いろいろなことがあったけど、明日で全部終わりにしよう。

　陽ひは落ちる。日付は変わる。

　煽あおりが帰り、カエデがどこかにいなくなる。

　それでも僕は、一人で考え続けていた。

　明日のことを。

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟のことを。

〝誘いざないの反世〟が、いったい何を体現しているのかということを。
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　僕らは、彼ひ岸がん花ばなのあった場所で待っていた。

　カエデが置いたものではない献花。今夜はどこにも花はなかった。

〝破は擦ずれの対つい億おく〟を握ったカエデと、私服姿で手ぶらの僕。街灯の下、僕らは二人、会話もせずに立っている。話すべきことはもうほとんど話し終えていたからだ。

　自分も行くと言ってきかない煽に家で大人おとなしく待っててもらうことだけが難しかったけど、そこはカエデがなんとかしてくれた。

「アオリちゃんは来ちゃダメに決まってるだろ」

「どうしてですか！」

「どうしてって、絵え面づらを考えればわかるだろ！」

「え、絵面？」

「醜みにくい敵と冴さえない少年、そして躍動感あふれる異世界発の美少女……これなら間違いなくボクがメインヒロインだろ。紅一点で、唯一の正義側戦闘員だ！　カメラはボクに釘くぎ付づけだ！」

「は、はぁ」

「だけどキミがいたらどうなる……？　誰だれがどう見てもキミがヒロイン枠だ。ということは？　その恋人であるカレモリが主人公だ。つまり？　ボクのポジションがあやふやになる。冗談じゃない」

　この期ごに及んで冗談としか思えない説得だったが、その強引さが煽には効いたらしい。状況を考える、場面を読む、何が重要なのかを察する……そういうことを一切考慮しないカエデのスライムみたいに柔軟な発想が、煽を黙らせたんだ。

　作戦はもう、昨日のうちに話してある。まずは対話と説得。これは僕が担当する。そして失敗したら、人目につかない場所まで移動する。これは、今夜中に決着をつけるためだ。

　はじめて僕らと敵が接触した時、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟はまったく逃げる姿勢を見せなかった。狼おおかみとなったカエデにも、〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟を持った僕に対しても、真っ向から徹底抗戦の姿勢を見せた。あいつが退ひいたのは、騒がしさに人が集まってきそうな気配を感じたから。衆人環視の中ではあの男は本性を現さない。言い換えるなら、人目につかない場所であれば、僕らから退く理由をあの男は持たないからだ。

　説得に失敗したら一いつ旦たん退いて、作戦を考え直すべきだと煽あおりは言った。だけど、敵対の姿勢を見せたうえで一度逃がせば、あの男はどんな態度に出るかわからない。多少強引にでも交戦状態に持ち込み、早期に解決すべきだと僕が反対した。

　カエデがいて、〝破は擦ずれの対つい億おく〟があって、実際に面と向かって会えるチャンスがあるなら逃すべきじゃない。時間をかけて準備をして……なんて余裕を見せていたら──また煽が狙ねらわれるかもしれなかったから。

　僕は空を仰ぎ見る。

　数えきれない星々と、ついつい数えたくなるキャンディ・グミ。

　あの男にも、僕と同じ景色が見えているはずだ。あいつにも、〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟が見えているはず。同じものを見て……いったいあの男は何を感じているのだろう。

　僕はその答えを……想像することもできなかった。その疑問が頭の中に浮かんだのと同時に、そいつが姿を見せたからだ。

「カレモリ。来たぞ」

　カエデが言う。鼻をひくつかせながら。反世のニオイを感じながら。

　僕もすぐに視認する。僕らが待つ歩道の向かい側。車道を挟んだ向こう側に、あの時と同じスウェットを着て、独特の緊張感をまとって、その男は立っていた。

　男は左腕を水平に上げると、無言で道の先を指さした。

　駅側ではなく学校側。より光量の少ない方向。

　男はそのまま静かに歩き出した。どこか足を引きずるような感じがある。煽が事故を目撃したのが四月の中なか頃ごろ……もしかして脚を怪け我がして……まだ完治していないのか……？　そして右腕の方は、パーカーの袖そでの中にはなさそうに見える。反世で作った腕だから、反世を発現させていない時は存在しない……右腕のない姿。あれが本来の彼の姿なのだろう。

　僕とカエデは顔を見合わせ、互いにうなずき、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟の指示に従うことにした。道路を渡り距離を詰めることはせず、とにかく進行方向だけを合わせて、僕らも学校側へと進む。

　歩き出すと同時に、カエデが軽口をたたいた。

「あいつの服、だっさいな……決戦に相応ふさわしくないな……」

　そのセリフこそ……決戦に相応しくないよ……。
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　六月の暖かさはどこに消えてしまったのか、夜風すら肌寒く感じてきた。

　道の反対側を歩く〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟は足を痛めているのか、歩みがあまり速くない。そのせいで、合わせて歩く僕らは鈍重なリズムを強しいられているように感じる。

　一歩、また一歩と進むごとに夜は深くなっていく。

　一月足らずで十人近くの血を吸ったこの道を、殺人犯と一緒に歩いていく。

　温度の低い風は、吹き止やむことを知らない。

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟は、僕が通う高校を通り過ぎてさらに奥へと向かう。

　学校よりも奥。

　普段は通らないルート。

　見慣れない景色が僕の不安を大きくする。

　それでもなんとか耐えられたのは、隣にカエデがいてくれたからだ。カエデはすでにこの移動に飽あきており、口笛を吹きながら、道中見つけた小石をサッカーボール代わりに蹴けって楽しみながら歩いていた。図太いというか、何にも適応しないというか……こういう重苦しい空気ですら平然とブレイクして自分のものに塗り替えてしまうのか……はじめてカエデの性格が頼もしいと感じたよ……。

「ここだ」

　何気ない一言で、カエデが遠のけておいてくれた空気が戻ってきた。

　男は、それ以上の説明をせず、ビルの中に入っていった。

　ビル……シートがかかっている。長年野ざらしになっていたように見えなくもない……。

　廃ビルか？　四階建て。高さよりも広さの方が目立つ。周囲には何もない。孤立した建築物。死体を隠す手間が省けそうな場所……。

「よーし！　行くぞ、少年！」

「……うん。まずは説得だよ。忘れないでね、カエデ」

「もちろん！」

　待ち遠しさすらにじませた笑顔とともに、カエデは先陣を切るかのようにビルの入口に向かう。

　いまさら引き返すことはできない。

　僕は意を決して、カエデの後を追った。




　中に入ってすぐ、自分の考えが間違っていたことを知った。

　廃ビルじゃない。使い古されたビルじゃなく、使われることなく古びていったビルだ。

　廃棄されたビル。何らかの理由で──すべての人々が遠ざけることとなったビル。

　壁や床も整っている。コンクリートが肌をさらしているような場所はどこにもない。だけどそれと同じように、生活感のようなものもまったく感じられない。

　いくつものテナントを入れる予定だったのだろう、小部屋の多い一階。その通路を過ぎて、階段を上がり、僕たちは二階に行く。

　二階は、輪をかけて味気ない場所だった。

　学校の教室四つ分はありそうな広さのスペースに、あるのは柱と階段だけ。壁は四方にあるきりで、フロア全体が一つの大部屋になっている。奇妙な造り。ガラスのはまっていない窓。その広さも、居心地の悪さも、三人でただ会話をするにはいくぶん不釣り合いだ。

　二階フロアの中央。

　そこで〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟は足を止め、僕らと向き合った。

　建物全体の暗さと、彼がパーカーのフードをかぶっているせいで表情はかなり読み取りづらい。感情も素性も見せない男。僕はいまからこんなのを、説得しなきゃならないのか。

「まずは聞いてほしい。僕らは説得に来たんだ。僕らは……」

「武たけ里ざと」

「えっ？」

「おれの名前だ。君たちの名前は」

　ぶっきらぼうで、感情のこもっていない無機質なしゃべり方。

　僕らに何も期待していない。ただ事務的に、必要な手続きを経るかのように名を尋ねてくる。

「……名前は教えられない。情報は渡せない。この場を適当にやり過ごして、後で闇やみ討うちでもされたら困るから」

「失礼だろカレモリ！　ボクだけは教えておこう！　ボクの名前はカエデ！　お前から反はん世ぜを奪う者だ！」

「…………」

　カエデは〝破は擦ずれの対つい億おく〟を袋から取り出し、高らかに宣言する。

　名前は教えない。

　情報は渡さない。

　まずは説得から。

　全部破ったな……。やっぱりカエデじゃなくて煽あおりを連れてくればよかった……。

「変身するヤツと……火花を見せてくれたヤツの二人だな……。同じように能力に目覚めたおれを……止めに来たのか……？」

「……そうだ。僕らには、アンタからその能力……僕らは〝誘いざないの反世〟と呼んでいるその黒い手を奪う手段がある。もしアンタが大人おとなしくその反世を手放してくれるなら──」

「悪いが」

　僕の言葉を遮さえぎって、彼はフードを外した。

「君たちの世話になるつもりは、ない。そしておれは君たちを殺さなければならない。君たちはもう──関かかわってしまったのだから」

　大人おとなの男の低い声。

　揺らぎのない硬質な声。

　人生経験のない僕にもよくわかる。

　僕にこの人を説得することはできない。

　この遭遇の代償は──血を流すことでしか払えない。

　武たけ里ざとが袖そでをまくっていく。手は見えない。肘ひじは見えない。ようやく肩口が見えるかというほど袖がまくられたところで、僕らの前に黒い手が現れた。人体の一部であるとは到とう底てい思えない真っ黒な手。何もない空間にペンキをぶちまけたかのように、黒い姿が広がっていく。腕というよりはもはや実体を持った影だ。姿形を自在に変えて、暗くら闇やみの中に忍び込む。

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟。

　その腕はもう二、三メートルはある。

　まずなんとかしなければいけないのは……如何いかんともしがたいリーチの差、か。

「あの黒い手は伸縮自在の形状自在だ。しかしあれをかいくぐって〝破は擦ずれの対つい億おく〟を当てるのはなかなかの難題だと思うけど、どうする、カレモリ！」
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　僕に聞くの？

　本当に僕が指揮官でいいの？

「あの黒い手を攻撃しても意味がない。反はん世ぜを切り取らなければ攻撃したことにはならない。とにかくあの腕さえ封じてしまえば、本体の方は普通の人間だ。役割を分けよう！　僕があの黒い手をなんとかする！　カエデはその隙すきに〝破は擦ずれの対つい億おく〟を敵の本体に！」

「りょうかいぃぃぃ!!」

　僕が説明し終えるや否いなや、カエデが駆け出した。

「ぜ……全然わかってないじゃないか！　僕が敵の気を引くって言ってるのにもう……!!」

　カエデのダッシュは、僕が想像していたよりもずっと速い。

　その細い脚のどこにそんな脚力が隠されているのか、カエデは同じ人間とは思えない速度で〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟との間合いを詰める。

　だけど、カエデと敵の戦闘はこれがはじめてじゃない。カエデの身体能力は──カエデが特別製であることは敵も織り込み済みだった。カエデが近づくのを見て、黒い腕を横よこ薙なぎに思い切り振り回してきた。

　体のスピードはカエデが勝つ。でも、あの黒い腕を完全にかわしきれるほどではない。カエデはいともたやすく、その体を壁に叩たたきつけられた。

「くっ……このっ……!!」

　怯ひるむことなく〝破擦れの対億〟で黒い手を貫くカエデの攻撃は、やはり意味がなかった。

　黒い手は、水に粉末が溶けていくように影の中に消えていく。そして再び、新しく武たけ里ざとの肩から黒い手は生えてくる。〝誘いざないの反世〟……！　猪ちよ突とつ猛もう進しんに攻めるだけでは、あの能力は落とせない！

　──という僕の考えにまで辿たどり着くことなく、カエデが再び切っ先を敵に向けて突進する。突進しては壁に叩きつけられて、近づいたと思えば張り手のように後ろに吹っ飛ばされてくる。見た目は華きや奢しやな女の子なのに、カエデの耐久力はこっちの世界の常識にとらわれない。

「ハハハハハぜんっぜん効いてないんですけど!?　ぬるいぞ〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟ォォ!!　お目覚めの湯たんぽよりぬるいんだよカスがぁぁぁぁハッハッハッハッハァ!!」

　ぬるいぞと言いたいのは、間違いなく敵の方だろうに。

　僕らは触ることすらできずにいるのだから。

　七度か八度目の壁との衝突の後、カエデが一いつ旦たん態勢を整えるべく僕のところまで下がってきた。よし、今度こそちゃんと作戦を聞いてくれ！

「カレモリ！」

「うん！　次は僕が──」

「キミの方が相性良さそうだ！　これ使って！」

　そう言ってカエデは僕の腕に〝破擦れの対億〟を押しつけた。

「待って!!　カエデ!!　作戦を──」

「うおおおおっ!!　変身!!　獣狼型ビーストフオルムだぁっ!!」

「ぜんっぜん聞いてないんですけどっ……!!」

　狼おおかみ姿のカエデがフロア全体を激しく駆け回る。

　その動きを止めようと忍び寄る〝誘いざないの反はん世ぜ〟よりも圧倒的に速い！

　追い詰めることは不可能とみるや、黒い手は男を守るように退ひいていく。

　自らの優位を確信した狼は、獣けものの跳躍をもって〝誘いの反世〟に飛びかかり──その黒い手に牙きばを突き立てた！

　生物の肉を喰くらうための深い食いちぎり方!!

　だけど敵は痛みを感じている様子がない。そればかりか、黒い手には歯形すら見当たらない。やはりあれは、腕を変形させたものじゃない。失なくした腕の位置に置いて、腕の代わりをさせているだけのもの。砂の詰まった麻袋のような、変幻自在の義手のようなもの！

　反世は人を体現する……あの重苦しく薄黒いハリボテの腕が、いったい何の体現だっていうんだ……!?

　そして〝誘いの反世〟に振り払われるようにして、カエデの体は壁に──ではなく窓ガラスのはまってない窓に！

「だああああああああああっ!!」

　外に落ちていく！

　何やってんだよ、あの異世界人は！

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟が今度は僕に狙ねらいを定めている。

　僕の手には〝破は擦ずれの対つい億おく〟がある。〝誘いの反世〟に対抗しうる、〝拒きよ絶ぜつの反世〟もある。それになにより、今度は戦う理由がある！

「おおおおおおっ!!」

　勇気を奮い立たせ、僕はカエデの真ま似ねをして、針を構えて突きに行く！

　これでも元剣道部だ、この手の武器の扱いに、普通の人よりは慣れている！

〝誘いの反世〟が手を伸ばし、僕の体を摑つかもうとするが──黒い手が触れた途と端たん、蒼あおい火花が黒い手を霧散させる！

　行ける！　行けるぞ！

〝誘いの反世〟が届かない以上、僕はコイツを恐れる必要はない！

　誰だれからも距離を置かれたこのビル！　こんなところに誘い込んだのが運の尽き！　屋内に自動車は走ってない！　姿を見られたくなかったんだろうが……策士策に溺おぼれるとはこのこと！

「説得と言っておいて、これか。世話になる気はないと言っているのに。邪じや魔まをしないでほしいんだが」

　邪魔だって……!?

　邪じや魔まをしているのはどっちだ……!?

「何が『世話になる気はない』だ……僕はアンタを世話したいなんて思ってない……！　僕は、僕の世界を守りたいだけだ……！　アンタの世界に……異世界のルールなんかに!!　これ以上引きずられてたまるか……!!」

　当てれば勝ちだ！

　一突きでいいんだ！

　走れ!!

　もう足は震えてない。僕は一直線に、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟に向かって駆けていく！

　僕の足を止めようとする〝誘いざないの反はん世ぜ〟も、蒼あおい火花が蹴け散ちらしていく！

　敵に僕の攻撃を止める手はない！

　いっけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!

「ただいま。……あ？　ええっ？」

　なぜか窓から這はい上がってきたカエデの声。

　そして〝誘いの反世〟はまっすぐに人型のカエデを捕らえ──そしてカエデの体を、僕に向かって投げつけてきた!!

「うわあああああああああっ!?」

「あっゴメン避よけてぇーいたっ!!」

　その手があった!!

　僕に直接触れられないのなら、何かを引き寄せて僕に当てればいい!!

　やられた……!!

　僕は全裸のカエデとともにもみくちゃになって壁まで叩たたきつけられてしまった。

「うわがががががががが!!」

　僕の上にのしかかるようにして倒れているカエデが、〝拒きよ絶ぜつの反世〟を全面的に受け止めながら体中に火花を浴びている。

　……いや、早くどいてよ！

「ふぅ、あー痛かった。避けてって言ったのに。そんなにボクのボディにタッチしたかったの？」

「あの状況で避けられるわけないだろっ!!　ってだからなんで裸隠さないんだよ!?」

　さっき獣狼型ビーストフオルムになった時に、身につけていたモノはすべてその場に落としていったから裸なのは仕方ないとしても……！

　なんだよ、異世界人ってのは裸を恥ずかしがらないものなのか!?

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟はどこにいるのかと思いきや、階段を上がっていく後ろ姿が見えた。

「カエデ！　三階だ！　追うよ！」

「あー……うん、だけどちょっと待って。カレモリ、良いニュースと悪いニュースがあるんだけど……」

「そんなことより早く服を着るか、オオカミかスライムに化けてよっ!!　僕がやりづらいんだよ!!」

「ああ、ゴメンゴメン」

　そう言いながら、カエデは軟体型スライムフオルムへと姿を変えた。

　うん、スライムなら、明らかに人間じゃないから裸でもあまり気にならないぞ。

「だけどカレモリ、後ろ、見た方がいいよぉ～？　悪いニュースがそこまで来てる～」

　カエデの言う通り、僕は後ろを見た。

　そこで見たのは──

「先せん輩ぱい!!」

「煽あおり!?　ばっ……なんで──!!」

　来るなって言っておいたのに……関かかわるなって言っておいたのに!!

　でもどうやってこの場所を──尾つけてきたのか!?　クソ、まったく警戒していなかった!!　敵がすぐ横にいたから、後ろになんて気をつかっていなかった！

「これが悪いニュース……!?　じゃあ良いニュースってのは!?」

「ヒロインが来てる。ってことは、ヒーローはキミだぁ。良かったネ」

　そんなボケかましてる場合じゃないってのにっ……！

「煽！」

「ゴメンなさい、でも、黙って待ってるなんてやっぱりできなくて──！」

　くっ……！

　僕が煽の立場だったら間違いなく同じようにここにやってきただろう。

　煽は責められない……！

　煽は竜りゆう兄にいの妹なんだ。他人と関わることをおそれない、深く踏み込むことを厭いとわない。僕のために積極的に巻き込まれようとしてくれる！　ありがとう、煽……だけど、その優しさを確認すると僕はなおさら自分で自分に約束しなきゃならなくなる。絶対に、煽だけは巻き込ませない……！

　いまここですべきことは、煽を叱しつ責せきすることでも無理矢理帰そうとすることでもなく……煽に役割を与えること！　これだ！

「煽、来てくれてありがとう、その気持ちは本当に嬉うれしい！」

「迷惑にならないようにしますから、私──！」

「そんなことない！　頼みがある！」

「は、はい！　私、なんでもします！」

「ここに……二階にいてくれないか!?　〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟はいま三階にいる!!　まだお互い探ってる段階だ、僕とカエデでヤツと戦ってくる！　三人目がいることはまだヤツに知られたくない！　僕らが呼ぶまでここで待機していてくれ！　もしかしたら煽に、敵に針を突き刺す役目をやってもらうかもしれない……やってくれるか!?」

「はい！　もちろんです！」

　煽あおりの瞳ひとみに強い意志が見える。

　煽の両手は、自然と拳こぶしを作っている。

　よし、これでいい！

「行こう、カエデ！　〝破は擦ずれの対つい億おく〟はカエデが！　僕が〝誘いざないの反はん世ぜ〟を止める！」

「ガッテン！」

　カエデは僕から〝破擦れの対億〟を受け取り、服とヘッドホンとポシェットを拾い上げてから、階段に向かって走り出す。

　僕も続こうとした時、煽の悲痛な声が僕の足を止めた。

「先せん輩ぱい!!　先輩……!!」

　煽が僕を見てる。

　僕の顔を、体を、見ては何かをガマンするようにぎゅっとまぶたを閉じた。

　僕を呼ぶ意味。呼ぶだけで、何もできない理由。わかってるんだ。僕にだってわかってる。

「煽……！　僕も、煽と同じ気持ちだから」

「え……？」

「〝拒きよ絶ぜつの反世〟とは、今日で、ここで、お別れだ。僕もずっと、煽と同じ気持ちだったよ。隣じゃ、遠すぎる」

[image: ]

　言い切ると同時に、僕はすぐに階段に向かって走り出した。

　煽あおりの反応は確認しなかった。しなくても、わかっていたから。




　　　　＊＊＊




　三階は、二階とほとんど同じ作りだった。

　壁は四方にあるだけで、フロア全体が一つの部屋になっている。

　二階との違いは一点だけ。

　このフロアには、モノが置いてある。

　粗大ごみにしか見えない家具類や電化製品……誰だれかが置いていった……にしても多過ぎる。前々からずっとここにはゴミが捨てられていて、一階と二階しかまだ掃除されていない……と考えた方がしっくりくる。

　巨大なゴミの山。

　摑つかみ投げ飛ばすものがたくさんある。

　隠れる場所がたくさんあるから、多対一の不利を覆くつがえしやすい。

　やっぱり〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟のヤツは……場所を指定した時点で僕たちと交戦するつもりだったんだ……！

　その中央に陣取って、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟はいまも僕らに黒い手を向けている。

「カレモリ。さっき獣狼型ビーストフオルムで戦って気づいたんだが」

「うん」

「あの〝誘いざないの反はん世ぜ〟を攻めても意味がない。本体を〝破は擦ずれの対つい億おく〟で狙ねらおう」

「いまやっと気づいたの!?」

　最初に交戦した時に気づいてよ!!

　まっすぐ攻めたがいいが効果が出ずに反撃されるっていう前回とまったく同じパターンでやられていたのはそのせいか!?

〝破擦れの対億〟じゃなきゃダメだってのははじめからわかってたことだろ！

　突撃する前に打ち合わせしてくれよ！

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟。

　寡か黙もくな殺人鬼は、緊張感のないカエデの言葉を聞いて、気軽に話を振ってきた。

「そのヘンテコな剣で……何ができる……」

「なめんなよっ！　聞いて驚け、味わい叫べ!!　こいつはな!!　反はん世ぜ人にんから反世を除く、異世界で生まれし正義の奇跡!!　この短針の名は、〝破擦れの対億〟だ!!　覚えておけぇぇい!!」

　なっ、なんで手の内をバラすんだよ……!!

　そんな風に言ったら警戒されちゃうだろっ!!

　これで一突きすればそれだけで戦いも終わるのに!!

　生きるか死ぬかの状況なのに、どうしてそう笑いに走るんだよっ!!

「行くぞカレモリ!!」

「わかった!!」

　今度こそ、僕の知恵を活いかしてくれよ!!

　スライムと化したカエデがフロア中を、縦横無尽に這はいずりまわる。障害物を回避しながら、たくみに姿を隠しながら、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟に近づいていく。

　それを見て、僕も〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟へ突進を敢行する。

　僕はオトリだ、〝誘いざないの反はん世ぜ〟にあえて触れて拒絶しながら、敵の気を引きつければいい！

　敵の黒い手は、今度はまっすぐに僕を攻めようとはしない。周囲にある粗大ゴミを摑つかんでは、僕に向けて叩たたきつけようとしてくる。だけどその度たびにカエデが、チャンスとにらんで〝破は擦ずれの対つい億おく〟をかまえ攻撃しに行く！

　互いにけん制し合う状況！　態勢は拮きつ抗こうする！

　だけどその均きん衡こうは、すぐに破られた。

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟の方が気づいたからだ。

　狙ねらうべきは、〝破擦れの対億〟だってことに。

　僕やカエデを攻撃するのではなく──〝破擦れの対億〟を取り上げるのがいちばんの戦略だってことに。

　僕を無視して、ヤツは攻撃してきたカエデに全神経を傾けた。

　そして、カエデの持つ〝破擦れの対億〟に手をかけた。

　スライム化したカエデと〝誘いの反世〟では──後者の方がわずかに勝まさっていた。

　針を奪った〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟は黒い手をたくみに使い、周囲のゴミを一気に部屋の中心に集めて壁を作り上げた。それはつまり──僕らを二分したってことだ。そしてヤツが僕の目の前に立っているということは、狙いは僕だってことだ……!!

〝誘いの反世〟が〝破擦れの対億〟を摑んでいる。

　そしてその攻撃に──僕はまったく反応できなかった。

　人間の速度を超えた攻撃。

　この世界の人間には持ちえない腕力……!!

〝破擦れの対億〟は、僕の右脚の外側部分を削けずるようにかすめていった。

「痛ッ…………がぁっ!?」

　声にならない。

　痛みが、全身を駆け巡る。

　そして同時に──僕の体から、群ぐん青じよう色いろのキャンディ・グミがぽろっと落下した。

「は、反はん世ぜが……!!」

〝拒きよ絶ぜつの反世〟!!

　敵に対抗する唯一の手段!!

　それを失うなんて!!

　痛みにうずくまる僕の元に〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟は余裕を持って歩み寄ってきた。

　くそっ……!!　肉弾戦じゃかなわない……言葉でかわすしかないかっ……!?

「こんなことを繰り返しても意味はない……!!　アンタのことは調べた!!」

「おれを調べた？」

「友人を助けようとしたが助けられず、車に轢ひかれてしまったんだろっ……!!　こんなことをして!!　死んだ友人が浮かばれるとでも思ってるのか!!」

「君は……ずいぶん不愉快な勘かん違ちがいをしているな」

　はじめて〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟の声に感情が見えた。

　耐えきれないほど不機嫌そうな──心底口にするのを嫌っているような。

〝誘いざないの反世〟が僕の体を摑つかむ。巨人の手のひらとなって、僕の体を強く締め上げる！

　体中がきしむ……！

　貫かれた右脚に激しい痛みが走る！

　だけどなにより──触られてる!!

〝拒絶の反世〟が機能してない!!

　やっぱり僕は、さっきの攻撃で反世を失ってる……!!

　まずい……〝拒絶の反世〟があったからこそ対抗できていた状況が崩れる！

「おれは、あんなヤツのために行動してるわけじゃない。あいつに手を貸した罪で……おれはあまりにも大きな代償を支払った……まともな人生を……競技者としての人生を……」

「な……!?　友人だったんじゃ……!?」

「ちがう。もう、あいつの話はするな」

　友人じゃない……？

　あんなヤツ？　手を貸した罪？　いったいどういう──。




　──わかった。




　唐とう突とつに。だけど確実に……!!

　僕はついに見つけた。

　僕はやっと〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟の真実に辿たどり着いた。

　彼は、自分を事故に巻き込んだその男を恨うらもうとしたんだ。だけどそいつはすでにこの世にはいなかった。車のドライバーの方を恨もうとしても、突然の、一瞬のことだったから、ドライバーがどんな人物だったかなんてわからなかった。

　彼が病院のベッドの上で目を覚ました時、そこには誰だれもいなかった。

　恨うらむべき相手が、どこにもいなかったんだ。

　対象がない内は、どこにも恨みをぶつけられない。

　だから彼は、自分を恨むことにした。

　無関係な人間に手を差し伸べてしまった自分を……！

　説得しようなんて甘かった……！　彼の良心に訴えかける方法ではダメだ……！　彼の苦しみは、助けられなかったことなんかじゃない!!

　獲え物ものを探しては殺してた？

　違う。自分に関係してしまった人間を獲物にしていたんだ。

　積極的に、能動的に、他者と関かかわろうとする人間を。

　他人の世界に、ずかずかと入り込もうとする人間を。

　──殺せないなら、手を出すな。

　彼はあの道で待っていた。

　殺すべき相手との出会いを待っていた。

　偶然関わってしまった人間を殺しながら……!!

　──救えないなら、手を伸ばすな。

　彼は手を出した方が悪いと思ってる。

　きっと彼は人を殺したいなんて思ってない。

　殺さざるを得ないんだ……そうしないと自分を守れないと思ってるんだ。

　何のために？　自分でもおそらくわかってない。求めてない。

　だって自分は理由もなく──たいした意味もなく、すべてを失ってしまったのだから。

　無思慮に人に手を差し伸べた……たったそれだけのことで！

　朱しゆに交われば赤くなる──彼は、最悪の形で異世界と出会ってしまったんだ……！

　間違いない……これなら合致する……!!

　彼の置かれた状況と、〝誘いざないの反はん世ぜ〟が体現するものが!!

　巻き込むための力!!　引きずり込むための反世!!

「カレモリから手を離せっ!!」

　いつのまにか、バリケードのこちら側にカエデが来ていた。スライムの体なら、時間をかければこちらに来るのも容易だったわけか。

　フロアの柱二本を使って、軟体型スライムフオルムのカエデが自分の体を限界まで引きのばしている。弓のような形。パチンコのような形。スライムのくせに、そんな強い弾力性が……？

「敵を外に弾はじき出すくらいッ!!　ボクにだって出来るんだよッ!!」

　引き絞られたカエデの体が一気に元の形に戻ろうと反動力を見せつける。その勢いは僕と〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟を同時に弾はじき飛ばし──僕だけをスライムの内部に取り込み、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟だけを窓の外まで弾き飛ばした。

「チィッ!!　黒い手でビルを摑つかんで……屋上だ!!　どこまで逃げる気だあのヤロー!!」

　カエデは悪態をつくと、すぐに僕を三階の真ん中に、静かに寝かせるように解放した。

　そして──僕を無視して、真っ先に〝拒きよ絶ぜつの反はん世ぜ〟だった小石を拾い上げ、小ビンの中にしまった。

　そんなの後にしろよ……！　一度落としてるから過敏になってるな……失うことに。

「良かったな、カレモリ！　〝拒絶の反世〟は回収できた！　これでキミも晴れて自由の身だ！　あとはボクに任せなっ！」

　刺されて血を流してる人間に「良かったな」はないだろ……！

「キミのことはアオリちゃんに任せようか。アオリちゃぁぁぁぁぁん!!」

　カエデが大声を出すと、煽あおりはすぐに下の階からやってきた。

　そして僕の右脚を見て叫びを上げた。

　これくらいは覚悟の上だから、そんなに悲しまないでほしい。

「じゃーアオリちゃん！　カレモリを任せてもいいかな？」

「はい！」

「あ、ちなみに〝拒絶の反世〟は取り除いたから、もう触っても大丈夫だよ」

　それを聞いて、煽がこわごわと僕の右手を握った。

　病人じゃないんだ、そんなことしてもらわなくても気を失ったりしないよ！

「仲間がやられた、となればもう勝つしかない！　あの野郎、やられた友人の仕返しだからってやり過ぎだぞ！　〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟め、もう終わりにしてやる!!」

「違う、カエデ……逆だ……！　〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟にとらわれているのは彼の方……!!」

「……んん？」

「僕は彼の本質を……根源を……世界を!!　まったく理解していなかった!!　救えなかったことへの後悔じゃない……救おうとしてしまったことへの後悔だ……!!　彼は、手を差し伸べてきた人間こそ死ぬべきだと思ってる!!　彼はいまでも、彼ひ岸がんからの手に引きずられているんだ!!　〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟にとらわれているのは彼自身の方なんだよ!!　倒すんじゃない。救うんだ!!　彼を異世界から、こっちの世界に引き戻すんだ!!」

　僕は一息に言いきった。

　僕は知恵を出した。カエデの求めていたものを提出してみせた。

　それなのに、なぜかカエデは口を尖とがらせていた。

「な、何か怒ってる……？」

「そのセリフ。ボクが言いたかったなー」

　ど……どうでもいい……。

「だけどそうとわかればもう悩む必要はないな！　断ち切ってやろう、その因いん縁ねん！　反はん世ぜを奪うことで……ヤツを無力にすることでなぁ！　行ってくる！」

　そう言い残して、カエデは屋上目がけて弾はじけるように走り出した。

　最初から何も変わってないっ……！

　全然理解してないじゃないかっ……！

　何が「知恵を貸してくれ」だ、僕が貸した知恵なんていまだに一つも役立ててないじゃないかっ!!

「台無しだっ……僕の推理も全部台無しっ……！」

　あの異世界スライム……!!

　これで負けでもしたら許さないからなっ……!!

「僕らも行こうっ!!　屋上だ!!　見届けなくちゃ!!」

　僕が興奮している様子を見て、煽あおりが僕の体を押さえようと手のひらを載せてくる。

「先せん輩ぱい！　ひとまずリタイアしましょう！　まず病院に！　ケガを治療してから、次に──」

「次なんてないんだよっ!!」

　これは僕の世界の出来事だ！　だけど僕だけの問題じゃないっ……!!

　セカンド・チャンスを待ってたら、次は僕じゃない誰だれかが殺されるんだ……[image: 感嘆符]

　その「誰か」が煽だったら、僕は自分を許せないだろっ……!!

「煽!!　肩を貸してくれ!!　僕も屋上に行く!!」

「行ってどうするんですか！」

「煽と同じだよ……行かずにはいられないんだよ!!　放っておくことなんてできない!!」

　説得というにはあまりに強引な言葉。

　頭を使う姿がカッコいいと言ってくれた煽に対して何て態度だ。

　だけど煽はうなずいて、僕の望んだとおりに肩を貸してくれた。

　立ち上がるだけで右脚が痛む……生温かい血が太ももから足の先まで流れていく。

　長くこうしているのは無理だ。早く決着をつけて、すぐに病院に行かないとキツいな。

　煽に手助けされながら、決して素早い動きではなくとも、僕は屋上へと向かっていく。それはあたかも激流の河川を通過するかのように。火事を止めるため、僕は対岸へとこの身を運ぼうとしている。

　どうなるかなんてもう知るか。

　なんとかなる。

　なんとかしてみせる。

　僕にはできなくとも、きっとカエデが──。




　ところが僕らが屋上のドアを開けた時、すでに大勢は決していた。

　黒い腕は、ようやく服を着たらしいカエデをまるまる摑つかみ、ビルの外側へと追い出していた。拳こぶしを開けばそのまま、カエデの体は下に落ちていくだろう。そのくらいじゃカエデはきっと死なない。とはいえ、もうカエデの力に頼らずして〝誘いざないの反はん世ぜ〟を攻略することはできないというのに、いくらなんでもここまで差があるとは！

　いや待て……針はどこだ!?

「カエデ!!　〝破は擦ずれの対つい億おく〟はどうした!?」

　僕は叫んだ。屋上の外でぷらぷらと浮かんでいるカエデに向かって。

「この……黒い手の中っ!!　一緒に捕まっちゃったんだよ!!　ボクの体で押さえつけられてるんだ!!　どうすりゃいい!!　教えてくれカレモリ!!」

「ふん……その武器さえ当てられなきゃ……おれには勝てないんだろう？」

　男が言う。

　その通りだ。

　そうか……！　だからカエデを中空に浮かばせているんだ。あれは下に落とそうとしているのではなく、カエデを自分から遠ざけているんだ。距離を置くことで、万が一の危険を回避しているんだ！

　自分から距離を置く……安全のために距離を置くっていうのは、ああいうことなのか……!?

　僕はいままでずっと煽あおりに対して、あんなことをしていたのか……!?

　──いや！

　いまはそんなことを悩んでる暇はない！

　勝つこと！　勝つこと！　勝つこと!!

　勝たなければ生き残れない!!

　火事場に伸ばした手さえ力を失ってしまう!!

　どうする……僕はどうすればいい!?

　煽の協力がなければまともに階段も上がれない。煽が離れたら満足に立ち続けることもできないだろう。僕は──僕は……人手か知恵を貸せばいい。

　知恵。

　距離を置かれたこの状況。

〝破擦れの対億〟さえ当てたら勝ち。

　それなら答えは──一つしかないじゃないか！

　僕は、カエデに向かって、勝利への方法を叫んだ。




「カエデ!!　──投げろっ!!」




　カエデは、一瞬で言葉の意味を理解した。

〝誘いざないの反はん世ぜ〟に抱だきしめられた〝破は擦ずれの対つい億おく〟を──自分ごと切り裂くことで、同時に〝誘いの反世〟を斬きりつけた。そして自由になった上半身を巧みに使い、〝破擦れの対億〟を、黒い手を伸ばす男に向けて投げつけた。

　異世界人の尋常でない腕力で投げつけられた〝破擦れの対億〟は、防ごうとした〝誘いの反世〟を貫き、そしてその本体──〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟の脇わき腹ばらに突き刺さった。

「さ……刺さった……!!」

　決まった……!!

　これで勝ちだ……!!

　脇腹から血を流しながら、〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟が膝ひざをつく。その膝元には、黒く輝くキャンディ・グミが……どこかの世界から降ってきた〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟が落ちていた。

　反世は、取り除かれた。

　僕と同じように……これで彼も、特別な力のない人間に戻ったんだ……。

「っしゃー決まったァァァ!!　……って、〝誘いの反世〟がなくなったらボクが下に……ああっ……ああああああああ!!」

　カエデの声が下がっていく。

　一階まで……地面まで落下していったのだろう。

　それにしちゃ危機感の欠けた声だったけど……まぁカエデなら仕方ない。

　とにかく……これで一件落着だ……僕は、役目を果たした……。

「先せん輩ぱい!!　あれを!!」

　煽あおりが叫んだ。

　その声が、気を緩めた僕の背中を強くたたく。

「手だけじゃない!!　脚もです!!」

　煽が何を言っているのか、僕にはわかっていなかった。

　緊迫した様子で叫ぶ煽の指先を目で追うと、僕にも煽の言っていた意味がわかった。

〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟が、武たけ里ざとが、ふらついている。

　右脚が……ない……!?

　手だけじゃない……あの右脚も、〝誘いの反世〟で作ったモノだったんだ!!

　あの引きずるような歩き方の理由はこれかっ……!!

　だから夜しか事件を起こせなかったのか……!!　人が多く明るい日中に出歩くと誰だれかにバレる危険が高かったから!!

「危ない！　落ちる！」

　煽の言葉は、彼に注意を促うながすためのものだったのかもしれない。

　だけどそれは、僕を否いや応おうなく走らせるための意味を持っていた。

　右脚の痛みを僕は一瞬だけ忘れていた。

　たったいま、目の前で起ころうとしている悲劇。

　対岸の火事。

　巻き込まれるかもしれないことをわかっていながら。

　僕は走った。

　バランスを崩したその男のもとに。

　屋上の縁に片手をかけてぶら下がる、片腕片足の男を救うために。

　その左手に僕は手を伸ばして、両手でしっかり摑つかんだ。

　絶対に落としてたまるかっ……!!

「ぐっ……重い……!!」

　落ちそうになっているこの男がまず片手しかないんだ、自分一人では耐えることすらできないだろう。

　そして僕の力では……引き上げることは難しい!!

　というか両手でも……支えきれないっ……!!

　体勢が悪すぎるっ……!!

　だけど少しでも体を動かそうとすると、右脚の傷が鋭く痛む。僕の額に汗がにじむ。

「離せ。お前まで落ちるぞ」

　ひどく落ち着いた声で、彼は言った。




「救えないなら、手を伸ばすな」




　いつだったか聞いたのとまったく同じセリフを、こんな場面でも彼は口にした。

　自分を貫いてる。それが身に染しみている。反はん世ぜは、人を体現する。

　寡か黙もくな殺人者……〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟……!!

　他ほかに言うことがないなら……黙ってろっ……!!

「うるさい……手を出さなきゃ救えないんだよっ……!!」

　遠く、はるか下方には道が見えている。

　僕の通学路。〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟の狩り場。悲劇の揺よう籃らん。

「アンタの右腕は……！　アンタの失われた右腕は！　いまでも彼ひ岸がんからの手に引かれてる！　こちら側から引き戻さなきゃ、アンタは戻ってこられないんだよっ……!!」

　同じなんだ、僕も。

　アンタと同じく、目をつぶることができないんだ。

　関かかわってしまった人間を放っておくことができないんだ。

　だけど僕らの間には決定的な違いがある。

「僕が拒絶していたのは、これから変わりゆく異世界との接触だ……!!　〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟!!　アンタは、もう終わってしまった世界との距離感を失ってる……!!」

　終わってしまった世界。

　失われてしまった世界。

　世界から剝はがれて、もう元の世界には帰ることのない一ひと粒つぶの異い物ぶつに、この人はいまでもとらわれている……!!

「僕は死者の手なんかに引きずられてるつもりはない……!!　いま、目の前にいる救える人間の手を……僕は離さないっ……!!」

　救えないなら手を伸ばすな!?

　救えるかどうか、はじめからわかるわけがないだろ!!

　対岸の火事に手を伸ばせ!!

　そこに救える誰だれかがいるのなら……ためらう必要なんかないんだ……!!

　救えなかったら救えなかったで、一緒に苦しめばいい!!

　ダメだったって、いまのナシって、笑い合えばいい!!

　──一緒に。

　僕の世界と君の世界を、拒絶し合わなければならない理由なんてないんだ!!

「先せん輩ぱいっ!!」

　煽あおり!!

　煽が僕の隣に来て、そして一緒に手を伸ばしてくれる。

　力を入れると痛みが走る。痛みとともに血が噴き出す。

　いまだけだ……ここだけ……耐えろ!!

「うっおおおおおおおおおおおっ!!」

　全身を力ませて、煽と一緒に全力を尽くして、僕らは彼を引っ張り上げることに成功した。

　僕と煽は息を切らしていた。力を使い果たしたみたいだ。死の緊張の中で、心臓もバクバクいってる。

　助けられた武たけ里ざとの方は対照的に、ぬけがらみたいになっていた。脇わき腹ばらから、血と一緒に殺意が流れていく。夜の影の中に、黒々とした血流が消えていく。

　その様子からは、さっきまでの殺意がどこにも感じられない。

　血を流しているのに、痛みを感じている様子さえ感じさせない。〝誘いざないの反はん世ぜ〟。あの世から誘われていた彼は……反世とともに、いままで持っていた感情も霧散してしまったのだろうか……。

　僕は大きく息をつく。

　煽と視線を合わせる。

　……ようやく、終わった。

　僕の不思議体験もこれで終わりだ。

　右脚のとてつもない痛みさえ忘れれば、万事オーケイだ。

　あとは、下に落ちていったカエデと合流して……〝一ひと粒つぶの異い物ぶつ〟を回収すればすべて完了だ。

「煽あおり。下に行こう。手、貸してくれる？」

「……はい！」

　煽に手を借りて僕は立ち上がる。

　そして、肩を借りて、階段に向かって歩き出そうとした、その瞬間。

　僕は足を滑らせた。

　──何に？

　いつの間にか僕の足あし下もとにあった水たまり──僕の脚から流れ出た血だまりに!!

「わっ……わっ!!」

　床から足が離れる感覚。

　浮遊感。重力。

　耳をかすめる空気の音。自分の体が、空気を切って落下していく音。

　僕。煽。

　腕を組んで。同じ体勢で。

　落ちていく。目をつぶりながら。抱だき合いながら。

　頭はもう働いてなかった。走馬灯なんてものを見る余裕もなかった。

　僕はただ、煽の体を力いっぱい抱きしめながら、目を閉じることしかできなかった。




　──だけど僕らが地面に叩たたきつけられることはなかった。

　僕らが感じたのは、ぶにゅっという気色の悪いぐにぐにとした感触。

　僕らは助かっていた──軟体型スライムフオルムのカエデをクッションにして落下したおかげで。

「おいおい少年。ボクの上でいちゃつくなよ」

「カ……カエデ……」

　死の空気すら……ブレイクしてくれるのか……。

　す、すごいなー異世界人ってのは……。

「これで、二人にもわかってもらえたと思う」

「何のこと？」

「何のことですか？」

　僕と煽が同時に質問した。

　それに対するカエデの答えは、こんな呆あきれたものだった。

「誰だれが主人公か、ってことに決まってるだろ？」




　　　　＊＊＊




〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟との対決の翌日。

　病院で右脚のケガを見てもらった後、病院のロビーで僕と煽あおりは互いを叱しかり合っていた。

　やっぱり、あそこで煽が来たのは危険な振る舞いだったと僕は言う。

　脚を怪け我がしているのに〝彼岸からの手ゴースト・ハンド〟を助けに走って無茶をしてしまったこと、カエデがいなければ間違いなく死んでいたであろうことを煽は指摘する。

　松葉づえを抱かかえながら、僕は煽と一緒にあの公園へと向かっていく。

　役目を果たした異世界人に、お別れを告げるために。

　窓の外は空色一色。

　雲一つない。

　もちろん、色とりどりのキャンディ・グミもない。

　僕が反はん世ぜを失ったのは確実らしい。

　もちろんそれは、僕から拒絶の適性が失われたことを意味するわけではない。反世は僕を体現していただけ。反世が失われたからといって、僕自身が変わったかどうかはわからないんだ。

　僕は異世界と交わった。

　それに応じて、僕自身の中で何かしらの変化があったのは間違いない。

　そしてまた異世界と離れていく。

　だからといって──すべてを失うわけじゃない。

　煽に支えられながらようやく辿たどり着いたいつもの公園。

　僕と煽にとっては、幼い頃ころに遊んだ懐かしの公園。

　僕らの思い出はやっぱり、めちゃくちゃになった遊具とともに台無しになっていた。

　だけどそこには代わりに、新しい思い出が作られた。

　密集した遊具の数々。まるでオブジェみたいな形になってる。

　あの中に異世界人が無断で住みついていたなんて、忘れられるわけがない。

　カエデはいつもの服装に戻っていた。

　いつものシャツと、ヘッドホン。中の小ビンがちょっとだけ充実したポシェット。

　それに、袋に入れられた〝破は擦ずれの対つい億おく〟。

　妙に晴れ晴れとした笑顔で、カエデは僕らを迎えて──そして、お別れの挨あい拶さつをしてくれた。

「協力してくれてありがとうね、カレモリ。キミはやっぱり村人Ａなんかじゃなかった。ボクにとってキミは……キミは……んー……キミは……」

　長い溜ため。

　長すぎる溜め。

　早く言ってくれ……いますごく感動的な別れの場面だから。お願いだからこのムードだけは壊さないで……。

「強しいて言うなら、キミは賢者だった」

「うん……その心は？」

「……いまのナシ！」

　……うん、そう来ると思った。

「深いこと言おうと思ったんだけどやっぱり無理だった！」

　考えておいてよ……先にセリフを……。

　カエデに任せておいたら、何もかもが台無しになっちゃう。

　だから僕は、自分から言うことにした。

「こちらこそありがとう、カエデ。カエデが自分のことをどう思ってるかわからないけど……僕の世界では、僕の物語では、カエデは間違いなく最強の勇者で、最高のヒロインだったよ」

　最高のギャグ要因でもあったけどね……。

　最高のトラブルメイカーでもあったな……。

　最高に厄やつ介かい者もの、というのが本音なんだけどさ……。

　僕の心根などカエデには伝わらない。カエデは優しく笑って、最高の勇者の旅立ちのごとく、僕らに手を振って公園から出ていった。

　……と思ったら、一台のライトバンが止まり、そしてそこからいつか見かけた町内会長さんが降りてきて、カエデの前に立ちはだかった。

「あ、町内会長」

「おお、目撃情報通りこの公園に……!!　ゴーストバスター・メープルさま!!　実はお力を貸していただきたい案件がございまして……！」

「ん？」

「最近この街に恐ろしい化け物が現れたのです……!!」

「ボクかな？」

「あなた様ではありません!!　狼おおかみです!!　黒い大きな狼が、この街の夜を駆けずり回っているのです!!」

　……カエデじゃん。

　カエデも、僕も、煽あおりも、ぽかんと口を開けている。

　真剣な顔をしているのは、町内会長さんだけだ。

「鋭い牙きばと肉食動物特有の力強い体たい軀く……!!　そして突然姿を消すあの神出鬼没さ!!　あんなものが町中を駆け回っていると思うと、みんな夜も眠れません……!!　どうかお力を貸していただきたいのです!!」

「う、うーん」

「悪あく霊りようを祓はらうのに若く清い少年と乳房の大きな乙女が必要と聞きましたので、しっかり用意しておきました……！　あちらに……！」

「えっ!?」

　カエデと一緒に、僕らも町内会長さんの指さした方を見る。すると、会長が運転してきたのであろうライトバンの中から数人の若者が顔を見せていた。美男美女ぞろいだ……。

「どうかお引き受けいただけないでしょうか……？」

　カエデは両手で顔を隠した。

　そして、じっくりと何やら考え事をしたかと思うと──次に両手をどかした時、いままで見た中で最も晴れやかな満面の笑みを作っていた。

「謎なぞのハーレムルートが開通した！　なるほどなー！　ボクにはこの運命が待ってたのか！」

　……何言ってんだあいつ……。

「どうりでどうりで、カレモリもアオリもボクになびかなかったはずだよ！　強さと面白さを兼ね備えたボクにメロメロにならない人間なんて、どこの世界にもいないはずなのにさー！　あんなナヨナヨ賢者と淫いん乱らんヒロインはお呼びじゃなかったと、そういうわけだね!!　ひゃっほー!!」

　カエデはそれ以上僕と煽あおりの方を見ることなく、新しく現れた世界観に向かって飛びついていった。町内会長を置き去りにして、ライトバンに駆け寄っていく。

「ハローニューワールド！　キミたちとの出会いを歓迎しよう！　ってうっわーいイケメンワールドだー!!」

　カエデが車に乗り込む。

　町内会長さんもすぐに運転席に乗り込み、そしてライトバンはどこかへと走り去っていった。

　砂すな埃ぼこりが巻き上がる。一陣の風が吹く。そして僕らは残された。

　……ぶっ壊していきやがった。

　ぜんぶ。ぜんぶ。ぜんぶ。

　ぜんぶぶっ壊していきやがった……!!

「…………台無しだよ。台無しだよっ……!!」

　あ……あのクソ異世界人がぁっ……!!

　僕の隣で、煽が心底呆あきれた様子でつぶやいた。

「……あれが、先せん輩ぱいの世界では最高のヒロインなんですか？」

　僕は、胸が膨らむくらい大きく息を吸い込んだ。

　かつてどこぞのゴーストバスターがそうしたように。

　そして、異世界人に突きつけるべき言葉を最大音量で叫んだ。




「──いまのナぁぁぁぁぁシっ!!」










　　あとがき
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　ところが中には、この七十億の命の中には、距離感というものに目をつぶろうとしてしまう者がいる。近づくことしかできず相手の反発を感じ取れなかったり、遠のくことしかできず相手の視線に気がつけなかったり、失敗に失敗を重ねて、距離感を測るという作業そのものを痛苦に感じ、放棄してしまう者がいる。

　親や昔馴な染じみのような、長く安定した距離感を持つ者には平然としていられるのに、まだ関係を築けていない相手には、またはこれから違う関係を作っていこうとしてくる相手にはどう接してよいかとんとわからなくなってしまうのだ。相手のことがわからない。相手の言葉がわからない。それはまるで遠く異世界の誰だれか。それはまるで橋無き対岸に住まう誰か。未知なる関係を恐れ、そして反発することしかできなくなってしまうのだ。──そんな〝臆病な単極磁石モノポール〟の悩みを、私は書きたかったのだ」

　お前の新作はどんな感じなの、という友人からのいけぞんざいな質問に私はかくも懇こん切せつ丁てい寧ねいな説明をしたのですが、それを聞いての友人の返事がこれです。

「あー……女の子の気持ちがわかんなくてホモに走る、みたいなこと？」

　違います。

　断じてそういうお話ではありません。

　というわけで謝辞になります。今回もまたあれこれ大変な状況が続く中で、満足のいく作品が仕上げられたことを嬉うれしく思っています。本書の出版に際し尽力していただいた皆様、そして本書を手に取ってくださった皆様に、心から感謝の意を述べさせていただきたいと思います。誠にありがとうございました。
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十じゅっ階かい堂どう一いっ系けい

十に連なる階層の、高きに登れば堂々と、見晴らしは広く景色は果てず、下界とは一線を画す虚ろな系が、ただ座するのだと人は云う。（略して十階堂一系）
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イラスト／柚ゆず希ききひろ

愛知県出身のイラストレーター。心をこめて描かせていただきました、どうぞ宜しくお願いします。

竜兄のような不器用でも温かい人間がすきです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「十階堂一系先生」係

「柚希きひろ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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異い世せ界かいからの一ひと粒つぶの
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